
2 平等性智



く 1>

卒
等
性
智

頭
に
一
五
は
く
、

一
大
理
系
の
枝
篠
な
る
、
自
治
の
個
性
を
末
那
と
は
す
。

如
来
は
す
べ
て
を
自
我
と
し
て
、
平
等
性
智
に
統
べ
ら
る
。

斯
の
性
智
は
如
来
の
一
大
理
性
な
の
で
、
人
の
心
理
作
用
の
理
性
に
例
す
べ
き
智
に
て
、
副
ち
大
自
我
で
あ
る
。
此

性
智
は
宇
宙
の
一
大
心
霊
に
高
物
を
統
一
し
構
理
す
る
慮
の
理
性
と
し
て
存
す
。
一
大
心
霊
よ
り
護
展
ぜ
ら
れ
た
る
世

界
に
は
、
因
縁
因
果
の
理
性
と
し
て
寓
物
生
成
の
統
一
秩
序
を
属
し
て
を
る
。
世
界
の
因
縁
よ
り
分
身
源
生
せ
し
衆
生

な
れ
ば
、
一
切
の
個
々
に
も
、
小
は
小
乍
ら
自
己
統
制
自
治
盟
を
矯
し
て
を
る
。
故
に
自
我
で
あ
る
。

宇
宙
に
物
質
精
神
界
を
統
一
一
時
理
す
る
理
性
即
ち
大
我
が
存
在
し
、

理
性
あ
り
。
卸
ち
法
身
の
理
性
智
と
名
づ
く
。

一
切
の
個
々
に
も
統
制
自
治
腫
を
な
さ
し
む
る

卒等性智

大
に
し
て
は
宇
宙
全
腫
よ
り
小
に
し
て
は
、
衆
生
の
個
性
に
至
る
迄
を
三
位
に
分
け
て
性
を
明
さ
ば
、

一
、
法
身
一
大
理
性

一
一
、
世
界
因
果
性

三
、
衆
生
性
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如
来
自
己
は
絶
封
な
る
一
大
理
性
と
し
て
高
有
内
存
し
て
高
有
を
統
一
一
時
理
す
。
夫
よ
り
護
展
せ
ら
れ
た
る
一
面
を

世
界
依
他
起
性
と
す
。
相
待
的
に
因
縁
因
果
の
理
法
と
し
て
高
物
生
成
の
秩
序
を
整
ふ
。
三
展
せ
ら
れ
て
世
界
の
因
果
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に
規
定
せ
ら
れ
て
生
成
し
た
の
が
衆
生
性
で
あ
る
。

法
身
の
理
性
は
寓
物
の
複
雑
極
ま
れ
る
を
統
一
し
嬬
理
す
る
性
を
有
し
て
、
ま
た
物
質
界
と
精
神
界
印
ち
無
形
と
有

形
と
を
統
一
一
時
理
の
理
性
あ
り
。
之
副
ち
法
身
の
性
智
で
あ
る
。

華
巌
の
理
法
界
と
事
法
界
の
中
に
、
理
法
界
と
は
今
の
法
身
一
大
理
性
な
の
で
、
事
法
界
と
は
宇
宙
現
象
界
の
有
ら

ゆ
る
依
正
色
心
無
数
の
差
別
の
寓
物
で
あ
る
。
其
首
阿
物
に
は
各
々
自
己
の
特
性
を
有
し
て
居
る
。
差
別
の
高
物
を
統
一

す
る
の
一
大
理
性
と
は
大
海
の
水
と
波
と
に
轍
へ
ら
れ
て
居
る
。

一
、
法
身
の
一
大
理
性
は
寓
物
の
根
底

高
物
の
同
一
本
性
。
植
物
と
動
物
と
の
同
一
本
性

此
地
上
に
繁
布
せ
る
慮
の
植
物
と
動
物
即
ち
依
報
と
正
報
と
は
静
と
動
と
の
反
劉
な
る
爾
性
を
現
ず
る
け
れ
ど
も
、

斯
南
物
は
同
じ
く
有
機
性
即
ち
生
物
で
あ
る
。
植
物
の
営
養
機
能
は
根
が
地
中
に
在
り
て
剖
ち
下
部
に
在
り
、
動
物
の

食
物
を
嬬
取
す
る
口
は
上
部
に
位
し
て
を
る
。
叉
生
殖
の
機
能
は
動
物
は
下
部
に
在
り
て
植
物
の
校
僚
に
映
く
花
は
上



位
に
在
り
。
生
殖
を
管
む
こ
と
は
其
位
置
が
何
れ
も
反
劉
な
れ
ど
も
何
れ
も
営
養
と
生
殖
と
の
有
機
作
用
を
以
て
生
活

す
る
性
に
於
て
一
致
す
。
又
此
雨
性
の
進
化
の
起
原
に
遡
る
時
は
同
一
原
始
の
種
性
よ
り
起
因
す
と
は
進
化
論
者
の
読

〈
鹿
で
あ
る
。
故
に
此
雨
性
は
同
一
性
よ
り
雨
方
面
に
向
っ
て
進
化
し
た
る
結
果
に
於
て
静
動
相
反
す
る
如
き
も
、
本

同
一
性
の
相
封
的
進
化
の
雨
性
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
同
一
本
性
と
云
ふ
こ
と
を
得
ベ
し
。

物
心
同
一
性

一
切
寓
物
は
有
形
の
物
質
と
無
形
の
心
質
と
の
こ
性
を
出
で
ず
。
此
の
物
と
心
と
の
両
質
は
同
一
本
性
の
内
外
両
面

の
相
待
的
現
の
二
性
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
得
ベ
し
。
同
一
睡
を
外
よ
り
見
れ
ば
物
質
に
し
て
内
観
す
る
時
は
心
質
な
り

と
す
。
此
の
雨
性
は
無
形
無
碍
な
る
と
有
形
有
擬
な
る
と
の
反
封
な
る
雨
性
と
篤
る
も
、
之
が
統
一
存
在
の
本
性
に
於

て
一
致
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
致
一
哲
皐
の
説
く
慮
で
あ
る
。

化
皐
元
素
の
一
大
元

又
地
上
の
一
切
蔦
有
の
一
克
素
な
る
化
撃
の
元
素
は
現
在
世
に
護
見
せ
ら
れ
た
る
物
八
十
有
徐
の
数
に
上
り
た
る
も
、

或
読
に
よ
れ
ば
偉
く
数
多
の
一
瓦
素
は
其
の
本
炭
酸
水
窒
の
四
大
元
素
に
闘
す
べ
し
と
。
叉
或
読
に
よ
れ
ば
一
切
元
素
の

本
源
は
一
大
一
万
素
に
掃
す
べ
し
と
。
其
の
一
大
元
素
が
陰
と
陽
と
の
雨
作
用
に
よ
り
て
、
其
れ
が
悶
と
縁
と
の
関
係
よ

り
し
て
種
々
の
質
の
費
化
を
生
じ
、
現
在
の
元
素
に
繁
化
し
た
る
も
の
と
す
と
。
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又
首
阿
物
を
構
成
す
る
庭
の
質
糧
と
昂
る
べ
き
物
質
の
分
子
は
其
源
原
子
の
緊
合
た
る
も
の
に
て
、
原
子
は
ま
た
電
子

の
緊
合
践
で
あ
る
と
。
陰
陽
の
数
多
の
電
子
が
相
琢
照
合
し
て
原
子
と
帰
り
、
ま
た
分
子
と
魚
り
て
、
一
切
蔦
物
を
造
作

す
る
も
の
と
す
。
叉
陰
陽
の
両
性
全
く
反
劉
の
性
が
相
扶
け
相
刺
激
し
て
高
物
を
造
る
。
即
ち
陰
陽
の
二
気
は
大
に
し
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て
は
太
陽
と
地
球
の
如
く
、
小
に
し
て
は
電
子
の
陰
陽
二
性
の
如
く
、
又
一
切
生
物
界
に
於
て
は
雌
雄
雨
性
の
如
く
、

全
く
相
反
射
の
性
と
能
を
有
し
て
を
れ
ど
も
、
然
も
互
に
相
扶
け
て
相
成
す
。
此
雨
性
は
其
本
源
は
同
一
本
性
の
相
待

的
に
分
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
法
身
の
一
大
理
智

法
身
は
宇
宙
一
大
理
性
に
し
て
一
切
差
別
性
の
本
源
な
る
と
共
に
、
秩
序
的
に
高
物
を
組
織
し
構
成
す
る
理
智
の
性

が
存
す
る
こ
と
を
認
む
る
こ
と
を
得
ベ
し
。
若
し
法
身
に
し
て
一
切
智
と
一
切
能
と
の
二
属
性
を
具
す
と
痛
さ
ざ
れ

ば
、
一
切
寓
物
の
生
成
化
育
の
理
を
解
す
べ
か
ら
ず
。
彼
の
天
盟
無
数
の
星
宿
の
如
き
宇
宙
に
常
恒
に
創
造
建
設
の
行

は
れ
て
あ
る
は
、
或
る
不
思
議
者
の
手
に
依
て
成
る
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
勿
論
宇
宙
に
大
工
的
の
紳
の
存
在
す
と

は
思
は
れ
ざ
る
も
、
高
物
内
存
の
理
智
構
成
の
存
在
は
否
定
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
是
を
小
に
し
て
寓
物
中
の
一

部
分
た
る
吾
人
の
身
穫
を
構
成
す
る
は
因
縁
因
果
の
理
法
に
よ
り
て
成
り
た
る
も
の
な
る
も
、
億
の
如
く
に
因
果
の
理



法
を
矯
す
の
内
的
理
性
は
、
高
物
内
存
の
一
切
智
一
切
能
の
所
作
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
得
ベ
し
。
試
み
に
吾
人
を
構
成

す
る
身
睡
の
四
支
五
官
五
臓
六
蹄
等
の
一
切
の
官
能
及
組
織
の
如
何
に
解
剖
的
に
も
生
理
的
に
も
巧
妙
を
極
め
た
る
を

覗
よ
。
斯
の
如
き
の
智
能
何
人
か
驚
嘆
せ
ざ
る
も
の
ぞ
。
賞
に
吾
人
の
身
陸
構
成
の
複
雑
轍
密
な
る
、
若
し
是
を
人
工

的
に
構
成
す
る
物
と
せ
ば
最
も
完
全
な
る
智
能
が
な
く
て
は
出
来
ぬ
。
教
拳
、
解
剖
皐
、
生
理
皐
、
物
理
皐
、
化
皐
等
の

有
ゆ
る
完
全
な
る
智
と
最
巧
妙
な
る
伎
能
を
有
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
之
を
構
成
す
る
こ
と
を
得
べ
き
ぞ
。

今
吾
人
の
身
障
の
一
部
分
た
る
脳
髄
の
機
闘
の
解
剖
的
組
成
に
つ
い
て
見
る
も
、
之
を
構
成
組
織
す
る
無
数
の
細
胞
が

複
雑
極
り
な
く
相
成
し
て
其
巧
妙
な
る
、
有
ゆ
る
智
と
能
と
を
完
全
に
具
備
す
る
に
非
れ
ば
迫
も
成
す
こ
と
能
は
ぬ
。

其
の
人
工
的
種
々
の
器
械
や
器
具
薬
品
杯
を
要
せ
ず
し
て
、
而
も
其
の
仕
揚
げ
の
完
全
な
る
に
至
つ
て
は
、
如
何
な
る

智
者
の
人
間
と
難
驚
嘆
を
禁
ぜ
ざ
る
ベ
し
。
怨
の
加
き
の
造
化
の
如
き
の
大
工
紳
の
造
立
と
云
はHA、
其
の
賞
在
を
疑

ふ
者
あ
ら
ん
も
、
省
内
物
内
存
の
一
切
智
一
切
能
の
法
身
ピ
ル
シ
ヤ
ナ
の
賓
在
の
読
に
就
き
て
は
否
定
す
る
こ
と
能
は
ざ

る
べ
し
。
之
を
要
言
す
れ
ば
、
高
物
内
存
の
理
性
即
ち
一
切
智
一
切
能
の
性
が
高
物
に
内
存
し
て
、
其
の
す
べ
て
を
統

一
し
嬬
理
し
一
切
を
生
成
す
る
に
秩
序
を
矯
し
保
理
を
爵
す
慮
の
理
性
の
存
在
を
肯
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
之
を
法
身

の
一
大
理
性
ま
た
理
智
と
す
。
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三
、
世
界
の
相
鞠
的
理
性
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宇
宙
に
全
一
不
可
割
の
理
性
を
以
て
蔦
物
を
統
一
し
嬬
理
す
る
は
、
法
身
の
属
性
で
あ
る
こ
と
は
巴
に
論
じ
ぬ
。
此

の
絶
封
唯
一
の
理
性
を
紹
封
根
底
と
し
て
、
世
界
の
方
面
に
は
相
待
的
の
性
能
と
し
て
現
は
れ
て
を
る
。
是
を
今
世
界

性
と
名
づ
く
。
本
紹
劃
唯
一
の
理
性
よ
り
護
展
し
て
相
待
的
に
現
じ
て
は
反
封
な
る
雨
性
と
箆
り
て
、
相
互
に
刺
激
し

ま
た
相
責
け
て
蔦
物
を
構
成
す
。
之
を
併
教
に
て
因
縁
性
と
す
。

本
一
の
大
理
性
よ
り
分
れ
て
相
待
の
雨
性
と
矯
り
て
分
業
的
に
雨
性
能
が
相
資
相
成
し
て
高
物
造
作
の
用
を
篤
す
。

之
の
世
界
は
相
待
規
定
の
因
縁
の
相
開
を
以
て
一
切
を
生
ず
。
之
を
併
教
に
て
因
縁
所
生
の
法
と
爵
す
。

叉
世
界
の
相
封
性
と
は
、
儒
に
調
ゆ
る
大
極
雨
儀
を
生
ず
、
是
で
ふ
め
る
。
陰
と
陽
と
の
二
気
雌
雄
の
二
性
、
物
質
劃

心
質
、
依
報
と
正
報
と
の
如
き
、
本
一
大
性
よ
り
相
待
的
に
雨
性
を
矯
し
て
を
る
。
是
を
世
界
性
と
帰
す
。
斯
の
雨
性

が
因
と
縁
と
に
依
て
蔦
物
を
構
成
す
。

ま
た
法
身
高
物
内
存
の
一
切
智
と
一
切
能
と
が
高
物
を
造
化
す
る
作
用
が
、
世
界
の
表
面
に
は
因
縁
相
依
り
て
其
れ

が
時
間
的
に
因
果
律
に
寓
物
生
成
せ
ら
る
。
故
に
法
身
の
一
切
智
と
一
切
能
と
の
作
用
と
因
縁
因
果
律
に
高
物
を
造
作

す
と
は
、
同
一
物
を
内
よ
り
親
た
る
と
外
よ
り
観
た
る
と
の
差
異
に
外
な
ら
ず
。
首
向
物
に
陰
陽
の
二
性
が
因
縁
に
規
定



せ
ら
れ
て
、

一
切
高
差
の
衆
生
法
を
生
成
化
育
す
。

四
、
衆
生
性

本
一
大
理
性
を
根
本
と
し
、
世
界
の
相
待
な
る
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
因
果
律
に
生
成
せ
ら
る
L

庭
の
種
々
無
量
の
生

物
あ
り
。
H
一
ん
を
衆
生
性
と
名
づ
く
。
衆
生
に
無
量
あ
り
。
併
教
に
は
十
法
界
を
以
て
一
切
を
包
括
し
て
遣
す
こ
と
な

し
。
十
法
界
と
は
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、

費
、
併
陀
之
を
四
聖
と
名
づ
く
。

十
界
の
中
、

聾
聞
、

初
め
六
道
は
法
身
よ
り
出
た
る
世
界
性
の
上
に
在
る
衆
生
に

天
上
を
六
凡
と
名
づ
け
、

ま
た
六
道
と
云
ふ
。

縁

菩
薩
、

て
、
本
は
善
悪
の
雨
面
に
善
に
三
品
下
品
は
修
羅
道
、
中
品
は
人
間
道
、
上
品
は
天
道
で
あ
る
。
悪
の
三
口
聞
は
地
獄
餓

鬼
畜
生
で
あ
る
。
六
道
各
性
格
を
異
に
す
。
地
獄
に
は
地
獄
の
相
と
地
獄
の
性
が
あ
る
。
乃
至
人
聞
は
人
聞
の
相
性
を

有
す
。
天
台
大
師
は
十
界
に
各
十
界
を
具
し
ま
た
十
界
毎
に
相
、
性
、
韓
、
力
、
作
、
因
、
縁
、
果
、
報
、
等
、
の

如
を
具
し
て
を
る

υ

乃
至
三
干
の
理
を
以
て
す
べ
て
の
性
相
を
談
じ
て
を
る
。
其
の
読
理
想
と
し
て
は
妙
な
り
と
雄
今

は
略
す
。

卒等性智

五
、
衆
生
性
の
無
量
(
種
類
性
の
無
量
)
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地
上
に
分
布
す
る
慮
の
一
切
の
生
物
は
其
の
種
類
賓
に
無
数
で
あ
る
。
其
の
植
物
動
物
共
に
無
数
の
種
類
あ
り
。
例

へ
ば
植
物
に
て
も
、
樹
木
花
草
よ
り
菌
属
に
至
る
迄
其
の
種
類
の
衆
多
な
る
こ
と
は
植
物
分
類
皐
の
示
す
慮
、
動
物
に

で
も
陸
栖
水
栖
劣
等
な
る
動
物
よ
り
高
等
な
る
動
物
ま
た
精
神
生
活
の
人
類
に
至
る
ま
で
、
其
の
種
類
質
に
無
散
で
あ

る
。
其
の
無
載
の
種
類
に
各
々
其
の
相
の
如
く
に
性
を
具
し
、
其
の
性
の
如
く
に
睦
を
具
へ
、
其
の
睦
の
如
く
力
用
を

具
へ
、
其
の
力
用
の
如
く
に
作
用
を
矯
し
て
を
る
。
賞
に
其
種
類
に
障
っ
て
性
を
異
に
す
。
有
ゆ
る
生
物
に
種
類
性
あ

る
之
を
類
性
と
す
。
人
は
人
の
性
を
具
し
、
犬
は
犬
の
性
を
有
し
す
べ
て
の
類
性
あ
り
。
此
の
類
性
な
る
も
の
を
以
て

我
と
す
れ
ば
、
人
我
、
畜
生
我
、
畜
類
も
種
々
の
類
性
の
我
を
有
っ
て
を
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
に
し
て
も
其
の

菓
く
る
慮
の
性
質
の
異
る
慮
は
相
貌
の
殊
な
る
如
く
に
差
が
あ
る
。
是
を
衆
生
類
性
の
無
意
と
す
。

原
始
生
物
の
皐
細
胞
の
生
物
も
自
別
自
治
を
箆
し
て
を
る
己
上
は
、
個
性
を
ゆ
る
さ
ざ
る
こ
と
を
得
ぬ
。
さ
れ
ば
之

れ
小
我
の
形
式
を
具
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
漸
々
に
進
化
し
て
種
々
の
因
縁
よ
り
し
て
無
数
の
種
類
に
襲
化
し
て
、
種 126 

種
の
生
物
と
現
化
し
て
各
其
類
性
を
矯
し
小
我
を
形
成
し
て
を
る
。
之
を
類
性
の
無
量
と
す
。

六
、
個
性
の
特
殊
的

一
切
の
生
物
に
各
々
其
種
類
の
特
殊
性
を
具
し
て
を
る
と
共
に
、
其
の
同
種
類
の
中
に
も
亦
個
々
の
特
殊
性
を
矯
し



て
居
る
。
生
物
中
の
一
類
た
る
人
類
に
就
て
は
、
最
其
特
殊
の
個
性
が
額
著
で
あ
る
。
其
の
有
す
る
個
性
の
特
殊
な
る

こ
と
は
、
容
貌
の
異
る
如
く
で
争
る
。
現
在
世
界
に
は
幾
十
億
の
人
あ
り
、
其
の
特
殊
の
個
性
を
具
へ
て
を
る
。
地
球
上

に
人
類
あ
り
て
よ
り
己
来
賓
に
無
鍛
恒
沙
の
敷
な
ら
ん
。
然
る
に
愈
く
無
数
の
人
各
の
個
性
は
皆
特
殊
的
に
し
て
恐
ら

く
一
人
と
し
て
同
一
の
者
な
か
ら
ん
。
其
は
一
切
の
人
が
其
容
貌
よ
り
乃
至
一
切
の
性
質
、
睡
格
、
力
量
、
作
業
悉
く

特
殊
の
性
を
矯
す
。
例
へ
ば
人
の
指
紋
の
特
殊
的
な
る
如
く
一
切
の
身
睡
部
分
は
皆
そ
れ
/
\
の
特
殊
性
を
有
っ
て
を

る
。
是
を
類
属
に
分
っ
と
き
は
、
人
類
は
人
類
と
し
て
牛
馬
は
牛
馬
と
し
て
、
皆
そ
れ
/
\
類
性
の
特
殊
性
を
有
し
て
、

ま
た
各
自
に
特
殊
の
個
性
を
帰
す
。
因
縁
に
至
り
で
は
賓
に
複
雑
極
ま
り
な
き
関
係
よ
り
来
れ
り
。
其
の
因
縁
の
一
部

た
る
遺
俸
の
依
り
て
来
れ
る
所
を
見
る
も
無
壷
の
闘
係
を
有
っ
て
を
る
。
一
人
の
人
に
も
其
の
父
母
あ
り
、
其
の
父
母

に
も
亦
父
母
あ
り
、
怨
の
如
く
展
縛
し
て
其
の
父
母
の
遺
停
性
の
雨
方
の
淵
源
に
遡
る
と
き
は
、
二
十
代
三
十
代
乃
至

百
代
の
源
に
遡
ら
ば
、
貨
に
何
世
間
の
血
服
の
混
滑
よ
り
、
今
此
個
性
に
遺
俸
し
来
れ
る
か
を
見
る
と
き
、
又
各
個
の
入

胎
前
後
の
腹
中
の
因
縁
其
嘗
時
の
四
園
の
事
情
が
、
悉
く
母
の
身
心
を
通
じ
て
胎
児
に
及
ぼ
せ
る
影
響
よ
り
、
出
産
し

て
は
種
々
四
圏
の
因
縁
に
薫
染
せ
ら
れ
て
各
々
の
個
性
の
特
殊
を
成
す
事
、
若
し
之
を
個
性
成
立
の
依
て
来
れ
る
因
縁

を
巌
密
に
研
究
す
る
と
き
は
、
其
の
複
雑
な
る
寅
に
人
智
の
及
ば
ざ
る
虞
で
あ
る
。
是
を
華
巌
に
は
重
々
無
量
の
縁
起平等性智

と
読
て
あ
る
。
賓
に
然
り
で
あ
る
。
人
類
に
於
て
既
に
然
り
、一
切
の
生
物
其
の
資
性
に
受
け
た
る
性
格
人
類
の
如
く
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複
雑
な
ら
ざ
る
べ
き
も
、
其
の
有
機
的
の
内
的
性
質
の
各
個
の
特
殊
性
を
成
す
べ
き
事
は
理
に
於
て
閉
じ
。
夫
等
を
概

し
て
衆
生
性
と
名
づ
く
。
是
法
身
の
一
大
理
性
よ
り
世
界
の
因
縁
因
果
に
よ
り
て
無
量
無
表
の
衆
生
性
と
分
れ
る
所
以

で
あ
る
。
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高
物
の
統
械

一
大
理
性
よ
り
設
展
せ
ら
れ
た
る
世
界
の
寓
類
に
は
小
な
る
者
は
大
な
る
者
に
統
橋
せ
ら
れ
、
下
位
の
者
は
上
位
者

に
統
制
せ
ら
る
L

理
性
存
す
。
生
物
中
の
最
微
小
の
生
物
に
も
自
己
を
統
制
す
る
性
を
有
っ
て
を
る
。
又
人
の
身
韓
中

の
一
部
分
た
る
一
事
も
数
多
の
細
胞
を
褒
め
て
一
牽
な
る
統
制
自
治
韓
を
成
し
て
を
る
。
而
も
他
の
個
韓
の
成
分
と
混

ぜ
ぬ
。
其
の
統
制
は
賓
に
よ
り
以
上
の
部
に
よ
り
て
統
制
せ
ら
る
。
例
へ
ば
人
の
指
は
数
多
の
物
を
以
て
組
織
し
て
一

指
と
し
て
の
自
治
膿
を
矯
し
て
を
る
。
其
の
指
等
を
褒
め
て
掌
に
統
制
せ
ら
れ
掌
は
瞥
や
腕
等
を
合
し
て
手
と
云
ふ
上

位
に
統
制
せ
ら
る
。
而
し
て
幾
多
の
手
や
足
の
如
き
、
四
肢
五
官
五
臓
六
肺
等
の
一
切
が
、
自
治
鐙
を
篇
し
て
、
相
互

に
各
自
の
職
掌
を
掌
り
て
混
雑
せ
ず
、
自
制
自
治
し
て
然
も
一
の
身
睦
に
統
制
せ
ら
る
。
故
に
一
の
身
韓
中
に
は
数
多

の
統
制
自
治
陸
を
帰
し
て
居
る
。
此
の
個
韓
幾
多
か
を
緊
合
し
た
る
圏
除
を
一
家
と
云
ふ
統
制
自
治
笹
と
掃
す
。
更
に

幾
多
の
家
庭
を
緊
合
し
て
一
村
落
に
統
制
せ
ら
れ
、
其
上
に
鯨
制
あ
り
又
其
の
上
に
園
家
あ
り
。
向
敷
多
の
園
は
一
一
地

球
に
統
制
せ
ら
れ
、
地
球
の
如
き
衆
多
の
惑
星
は
一
の
太
陽
系
に
統
一
せ
ら
れ
、
怠
の
如
く
展
轄
向
大
し
て
宇
宙
全
一



の
統
一
自
治
を
法
身
昆
鹿
遮
那
と
す
。

高
物
自
制
自
造

一
大
理
性
よ
り
分
身
滋
生
せ
ら
れ
た
る
寓
物
な
れ
ば
す
べ
て
の
有
機
性
は
各
自
に
自
制
自
護
自
造
の
性
能
を
有
っ

て
を
る
。
例
へ
ば
賓
に
微
小
な
る
一
個
の
杉
の
果
の
種
子
を
適
嘗
せ
る
土
地
に
播
き
気
候
の
温
と
潤
と
を
輿
ふ
れ
ば
、

還
に
護
芽
し
て
初
め
は
僅
か
に
二
葉
と
二
本
の
白
根
を
生
じ
た
る
も
、
漸
次
に
護
育
す
る
に
随
て
、
枝
を
護
展
し
校
よ

り
候
と
矯
り
ま
た
葉
を
出
し
、
此
の
枝
候
も
外
部
よ
り
附
じ
た
る
物
な
ら
で
、
皆
自
己
に
有
す
る
勢
能
よ
り
鼓
し
た
る

も
の
に
て
、
皆
秩
序
的
に
成
長
す
る
に
随
っ
て
枝
よ
り
帳
、
保
よ
り
葉
を
出
し
、
自
護
的
に
生
育
し
て
を
る
。
ま
た
動

物
に
も
自
己
の
種
子
細
胞
の
身
瞳
の
四
肢
五
官
乃
至
一
切
の
機
能
等
各
部
分
悉
く
具
有
し
て
、
夫
れ
が
成
長
す
る
に
随

っ
て
秩
序
的
に
護
達
し
、
二
雲
一
爪
も
他
よ
り
附
輿
を
待
た
ず
し
て
、
白
夜
的
に
白
治
自
制
自
活
的
で
あ
る
。

生
物
は
例
々
皆
一
大
法
身
よ
り
分
身
し
た
る
小
法
身
な
れ
ば
、
大
法
身
が
大
造
化
と
し
て
、
自
治
自
制
寓
物
を
統
嬬
す

る
如
く
に
、
小
法
身
は
小
造
化
と
し
て
自
制
自
造
の
作
用
を
摸
倣
し
て
を
る
。
怠
の
如
く
大
法
身
が
統
一
一
犠
理
の
性
を

有
せ
る
如
く
小
法
身
が
自
己
分
限
内
の
も
の
を
自
制
自
護
的
に
造
化
の
性
能
を
有
し
て
を
る
。
貨
に
不
可
思
議
で
あ

る
。

一
切
の

卒等性智129 



七
、
小
我

末
那
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一
切
の
生
物
其
種
々
の
階
級
に
亙
り
て
高
く
護
達
し
た
る
人
類
の
如
き
も
ま
た
極
小
の
生
物
に
も
一
の
自
制
自
治
韓

を
矯
す
者
は
卸
ち
一
の
自
我
で
あ
る
。
自
我
は
己
が
掌
る
慮
の
分
を
守
る
。
他
と
の
混
範
を
さ
け
て
自
護
的
自
制
自
治

自
造
の
性
を
有
て
を
る
。
い
か
に
微
小
な
る
生
物
も
能
く
自
営
を
矯
し
生
殖
を
矯
す
も
の
は
個
々
の
小
我
で
あ
る
。
自

己
を
保
存
せ
ん
と
欲
す
る
性
能
あ
り
郎
自
家
を
治
ん
と
す
る
衝
動
で
あ
る
。
ま
た
自
家
を
分
身
し
て
保
存
せ
ん
と
欲
す

る
気
を
有
す
。
即
ち
生
殖
を
有
す
る
所
以
で
あ
る
。
自
己
保
存
の
道
と
し
て
あ
く
迄
営
養
分
を
捉
へ
ん
と
欲
す
る
と
共

に
、
又
自
己
を
食
は
ん
と
す
る
自
己
よ
り
大
な
る
我
の
餌
と
漏
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
之
に
は
全
力
を
表
し
て
防
禦
し

て
居
る
。
是
が
生
物
の
衝
動
か
ら
護
達
し
て
、
人
類
の
如
き
高
等
な
る
精
紳
生
活
を
管
む
生
物
に
至
り
て
も
、
此
の
動

物
欲
は
有
っ
て
を
る
。
否
還
り
て
主
我
的
と
潟
っ
て
、
此
の
生
の
欲
が
護
達
し
て
、
貧
損
痴
慢
等
の
煩
悩
と
し
て
、
一

切
罪
悪
の
根
本
と
ま
で
云
は
る
与
に
至
っ
た
。
之
の
自
制
自
治
の
我
な
る
も
の
を
併
教
に
て
末
那
と
名
づ
く
。
即
ち
主

我
の
義
で
あ
る
。
即
ち
我
痴
、
我
見
、
我
慢
、
我
愛
の
主
睡
で
あ
る
。

植
物
の
如
き
又
動
物
の
護
生
階
級
に
在
る
胎
児
の
如
き
は
、
構
動
的
の
賦
態
に
て
自
活
す
。
夫
よ
り
護
達
し
て
小
見

と
矯
り
て
、
衝
動
的
に
白
壁
性
を
鴛
し
て
を
る
。
進
ん
で
人
類
に
至
る
も
天
性
我
は
動
物
と
同
じ
く
唯
動
物
性
の
自
韓



生
活
を
営
む
に
過
ぎ
ぬ
。
次
に
進
ん
で
理
性
我
と
な
り
て
人
類
特
殊
の
主
我
は
意
識
的
と
馬
り
貧
眠
痴
慢
疑
等
の
我
欲

の
悪
を
も
護
達
す
る
と
共
に
、
自
我
は
理
性
自
賓
と
し
て
人
類
社
舎
を
組
織
し
て
、
相
互
の
間
に
権
利
と
義
務
を
規
定

し
て
、
政
治
又
は
仁
義
五
常
道
徳
的
社
曾
を
組
織
す
る
に
は
必
要
紋
く
べ
か
ら
ざ
る
精
神
の
作
用
と
局
る
に
至
れ
り
。

八
、
理
性
我

人
類
は
地
上
に
於
て
最
進
歩
し
た
る
生
物
で
あ
る
。
殊
に
精
神
生
活
に
於
て
最
も
能
く
護
達
し
て
を
る
。
人
類
の
精

神
の
高
く
他
動
物
に
超
え
た
る
物
の
中
殊
に
理
性
に
於
て
著
し
。
宇
宙
に
は
一
切
蔦
物
の
根
底
に
横
た
は
る
理
性
存
す
。

寓
物
は
天
則
秩
序
の
理
性
に
律
せ
ら
れ
て
生
成
す
。
宇
宙
が
寓
物
を
構
成
す
る
慮
の
理
性
と
吾
人
脳
裡
に
感
質
せ
ら
れ

た
る
理
性
と
は
同
一
の
根
底
よ
り
受
け
て
を
る
。
理
性
は
寓
有
に
貫
く
も
の
な
れ
ば
自
己
の
理
性
と
他
人
の
理
性
と
は

同
一
本
性
の
差
別
的
現
象
な
れ
ば
、
本
来
一
悼
の
個
々
現
で
あ
る
。
故
に
寓
物
内
存
の
普
偏
的
理
性
が
吾
人
の
脳
中
に

在
り
て
高
等
な
る
心
理
作
用
の
理
性
智
と
し
て
活
動
す
る
。
吾
人
の
理
性
は
能
く
自
然
の
理
法
を
判
断
し
観
察
し
得
る

心
の
働
に
て
、
若
し
人
に
し
て
理
性
備
は
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
秩
序
を
整
正
し
た
り
ま
た
自
然
高
物
の
中
に
存
在
す

卒等性智

る
理
を
知
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
高
物
に
は
一
と
し
て
自
然
理
法
の
存
せ
ざ
る
は
無
い
。
即
ち
物
理
の
理
の
如
き
植

物
や
動
物
の
生
理
の
如
き
の
理
法
を
知
り
得
ら
る
L

も
の
は
吾
人
の
理
性
の
働
き
で
あ
る
Q

理
性
我
な
る
も
の
は
法
律
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上
の
自
己
の
権
利
義
務
を
能
く
理
解
し
、
己
が
分
を
守
り
又
他
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
正
義
を
全
う
し
、
ま
た
仁
慈
博
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愛
他
に
及
ぼ
し
、
自
の
苦
よ
り
推
し
て
他
人
の
苦
を
恕
し
同
情
す
る
如
き
、
高
等
な
る
心
の
働
き
は
理
性
か
ら
感
情
に

及
ぼ
す
心
の
作
用
で
あ
る
。
ま
た
正
見
を
以
て
自
己
の
行
筋
を
照
し
て
正
道
な
ら
し
む
る
如
き
は
、
理
性
我
に
し
て
能

く
す
る
慮
で
あ
る
。
此
理
性
は
人
の
統
率
的
心
理
に
し
て
自
己
を
統
一
し
て
自
制
自
律
自
治
せ
し
む
る
主
瞳
な
れ
ば
、

法
律
に
も
道
徳
に
も
此
の
理
性
自
費
の
光
を
以
て
仁
義
瞳
智
の
人
道
的
行
潟
を
帰
す
こ
と
を
得
。

理
性
自
費
の
我
は
人
格
の
中
心
と
し
て
す
べ
て
を
御
し
て
人
道
を
履
行
す
る
も
の
、
人
格
具
備
し
た
る
も
の
と
す
。

此
理
性
我
は
一
方
に
は
認
識
理
性
と
し
て
自
然
科
皐
の
範
聞
な
る
物
理
や
化
摩
等
の
す
べ
て
の
理
法
を
知
り
得
る
智
に

て
、

一
方
に
は
賞
行
理
性
と
し
て
法
律
及
び
道
徳
上
の
自
己
を
制
し
て
倫
理
上
の
完
全
な
る
働
き
を
作
す
べ
き
理
性
で

あ
る
。
理
性
我
に
し
て
完
全
な
る
人
格
具
備
す
る
も
の
と
す
。

人
が
理
性
我
の
完
全
な
る
精
神
生
活
を
得
る
に
至
る
は
法
身
の
範
園
に
し
て
、
之
を
宗
教
的
に
云
は

H
A法
身
の
ミ
オ

ヤ
の
聖
一
意
に
契
ふ
人
な
り
と
す
。
理
性
を
超
越
し
て
紐
封
な
る
如
来
の
霊
光
の
下
に
入
る
は
、
報
身
の
光
明
即
ち
千
等

性
智
の
光
明
を
被
む
り
て
、
永
恒
の
生
命
と
し
園
満
な
る
人
格
闘
ち
自
費
魔
他
費
行
園
満
の
仰
と
成
ら
ん
に
は
、
報
身

卒
等
性
智
の
光
明
を
仰
が
ざ
る
べ
か
ら
ず
。



平
等
性
智

卒
等
性
智
は
報
身
仰
の
大
智
慧
遍
照
法
界
の
智
蓑
に
て
、
世
界
因
縁
に
約
束
せ
ら
れ
て
有
限
な
る
吾
我
を
執
す
る
末

那
識
は
是
れ
衆
生
が
我
見
我
愛
等
の
惑
を
以
て
業
を
作
り
生
死
の
苦
を
受
く
る
主
人
公
で
あ
る
。
此
の
末
那
の
吾
我
を

執
す
る
惑
を
解
脱
し
て
、
吾
我
の
性
が
輔
化
し
て
大
智
の
光
明
額
現
す
る
時
は
、
卒
等
性
智
の
光
明
と
な
り
て
、
自
己

の
本
然
清
浄
の
自
性
天
員
が
現
れ
来
る
。
之
を
唯
識
で
は
凡
夫
の
末
那
が
輔
じ
て
卒
等
性
智
と
成
る
と
は
是
で
あ
る
。

卒
等
性
智
は
一
大
心
霊
の
自
性
清
浄
の
性
智
の
光
明
に
し
て
、
自
然
に
照
す
智
慧
で
あ
る
。
之
れ
本
費
の
智
善
光
明

で
あ
る
。
諸
悌
最
正
費
を
成
ず
と
は
、
賓
を
云
は
H
A、
菩
薩
無
量
劫
の
修
行
の
最
終
に
菩
提
樹
下
に
於
て
正
畳
を
成
ず

る
時
は
始
め
て
費
る
も
の
与
、
本
費
の
光
明
が
正
に
明
か
に
額
は
れ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
轍
へ
ば
朝
に
寝
よ
り
起
き
て

見
れ
ば
日
光
が
普
く
天
地
を
照
し
て
を
る
。
本
費
調
陀
の
光
明
は
日
光
の
如
く
、
始
費
の
仰
は
籍
め
た
る
人
の
如
く
で

あ
る
。
本
費
卒
等
性
の
光
は
永
し
へ
に
照
せ
ど
も
、
未
だ
費
め
ざ
る
人
は
知
見
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
是
れ
諸
僻
正
費
を

成
ず
る
時
、
一
切
智
が
師
が
無
く
も
自
然
に
知
ら
る
与
は
此
の
輔
陀
の
本
然
の
智
が
始
め
て
成
併
す
る
心
に
現
は
れ
来

る
の
で
あ
る
。

卒等性智

前
の
大
国
鏡
智
は
心
の
相
に
て
卒
等
性
智
は
心
の
性
で
あ
る
。
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報
俳
卒
等
性
智
の
光
は
普
ね
く
照
せ
ど
も
、
一
切
衆
生
が
無
明
と
因
果
の
世
界
性
の
衆
生
性
の
人
我
と
法
我
の
矯
め
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に
拘
束
せ
ら
れ
て
、
迷
の
我
性
生
死
を
脱
す
る
こ
と
能
は
ず
。
始
め
に
人
我
を
脱
す
る
は
因
果
無
人
を
悟
る
。
即
ち
今

自
己
を
能
く
理
解
す
れ
ば
、
種
々
の
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
我
に
貨
の
我
を
認
む
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
此
の
形
と
て

も
種
々
の
一
克
素
の
褒
合
睦
に
統
一
自
治
健
を
な
し
て
を
る
も
の
を
限
り
に
我
と
名
づ
け
た
る
も
の
に
て
、
元
来
の
我
は

不
可
得
で
あ
る
。
引
き
よ
せ
て
結
べ
ば
草
の
庵
な
り
解
く
れ
ば
本
の
野
原
な
り
け
り
で
あ
る
。

法
身
の
一
大
理
性
よ
り
設
展
せ
ら
れ
て
世
界
の
因
縁
性
と
展
じ
、
世
界
の
因
縁
性
よ
り
衆
生
性
と
産
出
せ
ら
れ
た
。

原
始
的
微
小
の
無
一
意
識
的
生
物
よ
り
起
り
て
漸
次
に
進
化
し
、
迭
に
人
類
の
如
き
一
軍
意
識
的
動
物
に
進
み
、
意
識
我
と
な

り
理
性
我
と
進
み
て
は
、
世
界
の
因
縁
因
果
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
我
で
あ
る
。

三
性
の
内
、
衆
生
性
は
世
界
の
種
々
の
因
縁
に
約
束
せ
ら
れ
て
成
り
立
っ
た
個
性
を
全
く
自
我
と
執
し
て
、
我
見
我

慢
我
愛
の
性
を
以
て
、
我
な
る
者
は
一
定
に
固
定
せ
る
我
あ
り
と
認
め
て
居
る
。
之
を
分
別
起
性
と
名
づ
く
。
全
く
固

定
せ
る
我
賓
在
す
と
計
度
す
る
は
賞
は
迷
で
あ
る
。
之
の
迷
ふ
て
我
と
謂
ふ
の
を
人
我
と
す
。

理
性
が
開
け
て
世
界
の
因
縁
の
理
法
が
明
か
に
矯
り
て
見
れ
ば
、
元
来
此
身
心
は
種
々
の
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
て
成

り
立
っ
た
る
一
の
統
制
の
自
治
障
に
過
ぎ
ぬ
。
宇
宙
法
爾
の
理
法
因
縁
の
理
法
は
確
か
に
在
る
と
認
め
て
因
縁
我
在
り

と
計
す
る
を
法
我
と
名
づ
く
。
此
の
法
我
を
計
度
す
る
は
固
定
的
個
性
を
計
度
す
る
よ
り
は
自
我
を
能
く
明
む
る
も
の



な
れ
ど
も
、
未
だ
自
我
の
根
底
を
自
賛
し
た
も
の
で
無
い
。

一
大
理
性
を
本
と
し
て
市
し
て
世
界

の
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
て
人
間
若
し
く
は
他
の
動
物
の
性
と
矯
り
し
が
即
ち
末
那
識
で
あ
る
。
此
理
を
諦
か
に
自
費
し

て
因
果
の
上
に
成
立
っ
た
我
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
寅
性
の
我
は
無
い
と
認
む
る
が
人
空
若
し
く
は
人
無
我
と
云
ふ
。
人

我
よ
り
解
脱
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
進
ん
で
因
縁
法
我
を
も
超
越
し
て
自
性
清
浄
の
霊
智
現
前
し
た
時
は
、
如
来
本
費

の
卒
等
性
智
と
冥
合
し
た
慮
、
之
を
始
賓
の
卒
等
性
智
と
名
づ
く
。
即
諾
併
最
正
費
を
成
ず
る
時
の
一
切
智
無
師
自
然

本
よ
り
衆
生
の
本
性
は
人
間
と
云
ふ
固
定
性
で
も
畜
生
な
る
賓
性
で
も
な
く
、

智
の
現
じ
た
慮
で
あ
る
。
前
の
大
国
鏡
智
は
心
の
相
に
て
此
性
智
は
心
の
性
で
あ
る
。

踏
備
の
卒
等
性
智

本
よ
り
禰
陀
の
一
大
性
智
は
、
本
然
な
る
一
切
を
統
一
橋
理
の
智
と
も
ま
た
本
莞
の
智
光
と
も
名
づ
け
て
、
本
よ
り

法
界
に
遍
照
せ
る
性
智
で
あ
る
。
諸
俳
正
賓
を
成
ず
る
時
に
始
売
が
本
賓
と
合
す
る
の
で
あ
る
。

宇
宙
の
自
性
に
徹
底
的
に
大
悟
す
る
時
は
、
自
性
本
然
の
平
等
性
智
現
前
す
。
然
る
に
自
然
と
因
縁
と
に
規
定
せ
ら

れ
た
る
我
は
生
理
に
縛
ら
れ
因
縁
に
約
束
せ
ら
れ
て
自
由
を
得
ぬ
。
天
性
我
を
脱
し
て
理
性
的
自
費
の
我
は
、
人
間
と卒等性智

し
て
は
法
律
に
も
道
徳
に
も
権
利
と
義
務
と
を
隼
重
し
、
自
己
の
天
職
を
自
費
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
世
界
の
上
に
は
是
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な
る
も
、
然
れ
ど
も
自
然
に
約
束
せ
ら
れ
て
未
、
だ
紐
劃
的
の
自
在
を
得
る
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
若
し
自
性
の
根
底
な
る
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如
来
性
智
と
合
す
る
時
は
、
自
性
我
に
て
大
自
在
で
あ
る
即
ち
是
れ
大
我
大
自
費
で
あ
る
。
卒
等
性
智
は
本
然
自
性
の

光
に
て
、
十
方
三
世
一
切
世
界
及
び
衆
生
性
を
超
越
し
た
る
紐
射
の
理
性
に
し
て
、
而
も
其
の
大
自
性
中
に
十
方
三
世

一
切
の
世
界
及
び
衆
生
を
統
捕
し
て
二
切
の
自
性
の
根
底
と
震
っ
て
を
る
。
此
の
自
性
清
浄
を
自
曲
覚
し
て
、
全
く
調
陀

の
大
我
の
中
の
我
と
し
て
、
此
の
自
性
の
光
の
下
に
、
理
性
を
以
て
自
己
の
職
を
篤
す
は
最
も
高
等
な
る
も
の
で
あ
る
。

偽
教
の
諸
主
義

前
の
大
国
鏡
智
は
一
大
観
念
態
に
し
て
、

一
大
心
霊
の
相
象
と
し
て
、
天
台
の
三
観
、
唯
識
の
員
如
親
等
は
、
此
方

面
に
相
嘗
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
己
に
明
し
ぬ
。
而
し
て
斯
卒
等
性
智
は
性
宗
と
云
ふ
三
論
の
八
不
中
道
の
如
き
は
八

不
中
道
観
と
云
ふ
も
の
L

、
其
の
性
質
か
ら
云
は
工
、
員
如
の
自
性
を
見
る
主
義
な
れ
ば
、
凡
夫
及
外
道
の
迷
執
と
妄

見
を
被
せ
ば
八
不
中
正
の
員
性
は
自
ら
額
示
す
る
の
で
、
般
若
皆
空
を
以
て
一
切
を
否
定
す
。
凡
夫
の
五
翠
よ
り
乃
至

併
の
一
切
種
智
に
歪
る
迄
も
悉
く
否
定
す
。
有
ゆ
る
迷
情
を
排
ふ
て
而
し
て
後
本
然
の
自
性
の
み
在
て
顕
現
す
と
。
此

主
義
は
観
念
を
用
ふ
る
よ
り
は
寧
ろ
一
切
観
念
を
も
破
っ
て
破
り
破
れ
る
者
は
悉
く
破
し
、
自
然
に
破
れ
ざ
る
も
の
の

自
性
の
み
願
明
す
。
開
家
は
観
念
を
用
ゐ
ず
直
ち
に
人
心
を
指
し
て
自
性
清
浄
の
本
費
無
漏
聖
智
寅
在
す
る
こ
と
を
護



見
す
。
直
ち
に
一
切
を
破
っ
て
自
性
を
護
見
す
る
と
、
空
懐
中
等
の
法
を
向
ふ
に
置
て
観
念
す
る
の
は
大
に
趣
を
殊

に
す
。
性
宗
般
若
輔
那
宗
等
は
是
性
智
の
方
面
よ
り
悟
入
す
る
も
の
と
す
。
(
以
上
の
卒
等
性
智
は
「
漏
陀
数
義
」
よ
り
)

く 2)

卒
等
性
智

頭
に
日
く紐

劉
卒
等
の
自
性
よ
り
人
と
世
界
と
紳
性
の

偏
依
園
の
三
性
は
一
如
の
海
の
波
浪
な
り

宇
宙
高
法
は
卒
等
理
性
の
一
理
よ
り
護
展
し
、
種
々
寓
差
の
性
と
な
り
、
ま
た
卒
等
の
性
に
掃
す
る
も
の
と
す
。

切
色
心
依
正
の
寓
法
は
悉
く
其
性
を
異
に
す
。
然
れ
共
此
根
底
は
卒
等
性
な
り
。

性
智
は
宇
宙
心
の
自
性
、
世
界
及
び
一
切
個
々
の
内
性
な
り
と
す
。

性
智
を
人
の
心
理
に
比
例
せ
ば
、
理
性
に
相
嘗
す
ベ
し
。
ま
た
人
の
内
性
自
我
又
は
自
費
に
比
す
べ
し
。
是
れ
法
界

自
性
。

卒
等
性
と
は
差
別
性
に
反
劃
す
る
理
性
な
り
。
然
れ
ば
宇
宙
に
は
相
劃
差
別
の
高
法
と
其
根
底
統
一
な
る
卒
等
性
あ

平等性智137 



る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
差
別
と
卒
等
と
の
三
性
を
分
別
し
法
身
の
卒
等
な
る
こ
と
を
明
さ
ん
。
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性
1
1
1

一
、
偏
執
性

三
性
と
は
唯
識
論
等
に
よ
り
て
名
を
籍
る
に
、
一
、
偏
執
性
ま
た
分
別
性
、
二
、
依
他
起
性
、
一
ニ
、
園
成
賞
性
、
に

し
て
初
の
二
性
は
自
然
高
物
及
び
一
切
個
々
の
性
、
後
の
質
性
は
宇
宙
の
本
盟
副
ち
如
来
の
自
性
な
り
。
今
初
の
分
別

性
を
個
性
又
は
人
性
と
名
づ
く
。
一
切
の
個
々
動
植
物
及
び
寓
物
は
各
々
特
殊
的
に
性
を
な
せ
り
。
唯
識
論
に
偏
計
所

執
性
と
は
、
各
人
は
此
因
縁
所
成
の
我
な
る
を
識
ら
ず
、
衆
縁
和
合
の
上
に
特
別
に
我
な
る
主
宰
者
あ
る
か
の
如
く
分

別
し
計
度
す
。
其
賓
は
全
く
我
な
る
も
の
在
る
に
あ
ら
ず
。
之
を
賞
我
と
執
す
る
の
は
謬
な
り
と
す
。

依
他
起
性
と
は
、
す
べ
て
の
個
人
は
、
質
に
我
な
る
も
の
特
殊
的
に
賞
在
す
る
に
非
ず
し
て
、
此
身
は
四
大
の
依
り

て
集
れ
る
も
の
、
斯
心
は
四
組
の
依
り
集
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
相
胤
到
に
規
定
せ
ら
れ
て
成
ず
る
も
の
な
れ
ば
、
依
他
起

性
と
な
す
。

園
成
質
性
と
は
、
因
縁
相
侍
っ
て
成
立
す
る
寓
物
の
紐
劃
的
根
底
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
即
ち
園
成
賓
性
是
れ
な
り
。

此
質
性
は
宇
宙
の
本
韓
、
因
縁
に
よ
り
て
成
り
た
る
も
の
に
非
ず
。
本
然
自
爾
の
性
徳
園
か
に
寓
徳
を
具
備
し
て
蝕
少

す
る
虞
な
し
、
故
に
園
成
賓
性
と
云
ふ
。



偏
執
性
を
個
腫
性
ま
た
人
性
と
日
ふ
。
小
に
し
て
自
治
睦
を
な
す
。
一
切
の
有
機
、
若
く
は
動
物
或
は
植
物
一
々

各
々
自
治
艦
を
成
し
て
個
性
を
構
成
せ
り
。
小
自
治
陸
を
な
す
所
の
個
々
に
は
其
性
を
構
成
す
。
極
め
て
微
少
な
る
動

物
の
如
き
は
数
多
の
数
を
緊
め
て
検
す
る
時
は
同
一
の
如
く
に
思
は
る
L

も
、
其
内
性
に
於
て
は
特
殊
的
な
ら
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
卒
等
の
理
よ
り
天
則
が
自
然
界
を
護
展
せ
ん
に
は
平
等
に
近
き
者
よ
り
盆
々
差
別
の
方
に
向
て
護
達
す
。
故

に
劣
等
な
る
生
物
よ
り
は
盆
々
高
等
な
る
生
物
に
進
む
に
随
て
各
自
の
特
殊
的
性
質
を
願
著
に
す
。
此
高
等
な
る
性
あ

る
個
人
を
我
と
云
ひ
、
此
我
を
構
成
す
る
所
の
資
質
の
調
剤
同
一
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
各
伺
人
は
其
性
質
を
殊
に
す
。

世
界
数
十
億
の
人
類
中
一
と
し
て
形
気
の
費
性
特
殊
的
な
ら
ざ
る
は
な
か
る
べ
し
。
此
人
の
内
性
の
特
殊
的
な
る
は
其

面
の
異
な
る
如
く
同
一
な
る
は
な
し
。
近
来
犯
罪
人
の
揖
印
を
徴
査
す
る
に
人
の
指
尖
の
紋
理
が
各
自
異
様
に
し
て
彼

此
相
似
た
る
も
の
六
百
四
十
億
の
中
僅
か
に
一
。
一
々
の
指
の
紋
理
に
於
て
す
ら
是
の
如
し
。
複
雑
な
る
因
縁
よ
り
成

立
す
る
所
の
形
気
の
性
質
に
至
つ
て
は
、
一
切
悉
く
特
別
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

生
物
を
構
成
す
る
有
機
が
種
々
の
関
係
に
よ
り
て
一
切
の
個
々
を
特
別
の
性
と
な
す
。
之
を
機
制
我
と
す
。
此
機
制

卒等性智

我
は
相
互
に
自
他
を
角
立
し
彼
我
を
計
度
す
。

人
類
よ
り
巴
下
の
動
物
は
未
だ
一
意
識
的
に
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
各
自
が
特
殊
的
の
性
を
存
す
る
こ
と
は
否
定
す
べ
か
ら

ず
。
彼
等
は
未
だ
護
達
せ
ざ
る
人
類
な
れ
ば
な
り
。
人
類
と
同
じ
く
我
的
形
式
が
伏
在
す
る
も
の
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
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ず
ま
た
小
に
し
て
自
治
睦
を
な
す
も
の
を
個
睦
と
す
れ
ば
、
個
人
は
個
人
と
し
て
の
自
治
睦
を
成
し
、
其
よ
り
小
な
る

自
治
瞳
を
統
轄
す
。
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人
の
身
睦
の
中
に
眼
は
眼
と
し
て
自
治
腫
を
な
し
、
五
官
四
肢
五
臓
六
肺
悉
く
自
治
盟
を
成
し
て
、
其
よ
り
は
小
な

る
自
治
躍
を
支
配
す
。
人
鐙
を
組
織
す
る
細
胞
は
賓
に
小
な
り
。
然
れ
ど
も
一
々
細
胞
は
各
小
自
治
佳
を
な
せ
り
。
悉

く
其
個
性
を
成
せ
り
。
而
し
て
此
中
に
ま
た
千
高
年
に
幾
ぜ
ざ
る
遺
惇
性
ま
で
有
せ
り
。
此
が
生
命
の
単
位
、
性
質
の

単
位
な
り
。
斯
る
微
細
な
る
細
胞
に
、
遺
停
せ
る
性
を
有
し
之
を
褒
め
て
個
性
を
構
成
す
。

然
れ
ば
い
か
に
微
少
な
る
生
物
と
難
も
生
命
の
単
位
な
り
。
微
細
な
る
細
胞
敷
多
よ
り
組
織
せ
ら
れ
た
る
生
命
な
れ

ば
、
ま
た
其
形
祭
の
質
鷲
ん
ぞ
殊
な
ら
ざ
る
を
得
ん
。

人
類
よ
り
は
姐
か
に
原
始
の
生
物
に
遡
る
時
は
、
其
内
的
生
活
の
構
造
が
甚
だ
単
純
な
れ
ば
、
其
内
性
に
於
て
も
随

っ
て
皐
純
な
り
。
其
車
純
な
る
も
の
ほ
ど
其
内
性
が
自
然
的
千
等
に
近
し
。
生
物
よ
り
は
向
ほ
有
機
性
の
元
料
た
る
無

機
物
に
至
て
は
調
々
自
然
的
卒
等
に
近
し
と
云
ふ
ベ
し
。
自
然
現
存
の
内
性
は
卒
等
性
な
り
。

自
然
卒
等
性
よ
り
乃
至
原
始
生
物
を
費
生
し
、
幾
干
高
の
階
級
を
経
て
人
類
に
進
み
、
盆
主
其
が
特
殊
的
の
内
性
を

著
し
く
し
、
個
々
の
我
執
も
設
達
し
、
一
意
識
的
に
我
見
を
な
す
。



人
性
の
種
々

個
人
性
是
我
な
る
も
の
は
因
縁
和
合
の
緊
合
た
る
を
識
ら
ず
し
て
、
賓
我
と
計
度
す
る
は
、
是
我
の
原
理
を
知
ら
ざ

る
凡
夫
の
妄
執
な
り
と
は
、
唯
識
家
の
主
唱
す
る
慮
な
り
。
然
り
而
し
て
ま
た
研
究
す
べ
き
債
値
あ
る
も
の
は
、
個
人

的
特
殊
性
な
り
。
生
理
皐
心
理
皐
上
よ
り
研
究
す
べ
き
身
睦
を
構
成
す
べ
き
物
質
の
細
胞
の
内
的
生
活
性
質
に
於
て
は

種
々
に
殊
な
れ
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
生
理
皐
心
理
撃
者
は
人
睦
を
構
成
す
る
骨
格
等
に
縁
っ
て
其
性
質
を
推
察
す
。

是
れ
個
人
性
を
構
成
す
る
因
な
り
。

分
つ
。
人
の
内
性
た
る
我
と
な
る
肉
鐙
の
形
気
の
菓
質
に
就
て
も
種
々
に
分
つ
。
希
脳
臓
の
カ
l

レ
ン
は
人
の
気
質
を
四
種
に

一
、
多
血
質
、
血
液
循
環
が
漉
々
快
活
に
て
熱
し
易
し
。
二
、
謄
汁
質
、
筋
肉
よ
く
護
達
し
威
厳
あ
り
。
三
、

粘
液
質
、
精
神
鈍
に
し
て
忍
耐
強
し
。
四
、
神
経
質
、
頭
大
き
く
鐙
痩
せ
紳
経
敏
捷
な
り
、
等
と
大
別
す
。
四
質
相
互

錯
綜
混
合
し
て
ま
た
種
々
に
分
つ
ベ
し
。

先
天
的
要
素
元
因
一
日

z
l『
本
能

づ
」
直
売

質

平等性智

個
人
の
性
質
を
構
成
す
る
因
縁
は
、
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一
教

後
天
的
要
素
費
縁
〈一

境
遇

先
天
的
元
因
は
父
母
の
遺
停
。
内
に
根
本
的
本
能
は
自
然
生
理
衝
動
、
飢
て
食
を
求
め
掲
し
て
水
を
需
む
る
如
き
、

直
賓
と
は
人
の
善
悪
等
自
然
に
判
断
す
る
性
を
有
す
、
ま
た
肉
韓
物
質
的
の
菓
質
、
即
ち
人
の
気
質
を
四
種
に
分
つ
が

「
自
然

育
士
家
庭

F祉
舎
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円
H
J

。

合
u
n
T
t

後
天
に
は
周
園
の
事
情
祉
曾
と
家
庭
教
育
に
よ
り
て
特
殊
的
性
を
成
立
す
。

後
天
に
は
四
園
の
境
遇
に
規
定
せ
ら
る
。
地
勢
に
も
関
係
す
。
例
へ
ば
山
岳
の
人
は
濁
立
的
勇
気
に
富
み
偏
狭
に
傾

き
易
く
、
卒
坦
の
地
に
栖
む
人
は
快
活
に
し
て
自
治
の
精
神
に
乏
し
。
法
土
の
人
は
質
朴
に
し
て
都
曾
に
育
つ
人
は
軽

薄
に
流
れ
易
く
、
ま
た
家
庭
と
祉
舎
と
皐
校
等
の
教
育
の
事
情
は
人
の
性
質
を
種
々
に
襲
ぜ
し
む
。

家
庭
に
は
軍
人
と
商
家
農
家
と
官
吏
等
の
如
し
。
大
に
気
風
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
太
卒
の
時
代
、
職
園
時
代
等

の
境
遇
に
も
個
性
を
殊
に
す
。
ま
た
各
其
園
風
は
自
ら
個
人
性
に
及
ぼ
す
影
響
。

個
人
性
に
付
て
は
定
命
論
あ
り
。
自
然
に
天
運
循
濃
し
て
其
人
の
生
年
月
等
に
よ
り
て
其
気
質
を
天
に
菓
く
と
か
。

ま
た
天
元
十
二
宮
十
干
等
天
運
が
人
の
運
命
を
来
た
す
な
ど
と
云
ふ
。



何
れ
に
し
て
も
個
人
性
の
種
々
に
分
る
L

所
以
の
も
の
は
、
元
因
と
資
縁
の
世
界
的
相
即
ち
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
た

る
こ
と
は
確
賓
な
り
。

個
人
の
性
先
天
的
本
能
と
直
費
に
劃
し
て
は
、
宗
教
の
輿
ふ
る
所
は
之
を
開
護
し
て
如
来
の
卒
等
性
智
に
契
は
し
め
、

即
ち
員
理
の
光
明
を
う
る
な
り
。
形
気
の
質
に
は
、
自
然
に
其
菓
け
た
る
偏
僻
を
兎
れ
ざ
る
が
故
に
、
之
を
淘
汰
し
霊

化
す
る
に
あ
り
。
後
天
の
一
境
遇
に
よ
り
て
薫
染
し
た
る
悪
習
を
一
洗
し
正
善
に
鍛
練
す
る
に
あ
り
。

斯
く
個
人
性
質
は
千
差
寓
別
に
し
て
各
特
殊
的
な
り
。
然
れ
共
こ
れ
を
規
定
す
る
に
は
因
縁
を
待
た
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
之
を
依
他
起
性
と
名
づ
く
。

ニ
、
依
他
起
性

依
他
起
性
と
は
ま
た
因
縁
性
と
も
云
ひ
、
世
界
自
然
に
有
す
る
所
の
性
能
に
て
、
世
界
寓
物
は
是
非
と
も
因
縁
の
約

束
を
離
れ
て
成
立
す
る
も
の
な
く
、
因
は
濁
り
成
ら
ず
必
ず
縁
を
待
つ
、
例
へ
ば
地
球
の
寓
物
は
太
陽
の
縁
力
に
よ
ら

ざ
れ
ば
生
成
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
如
し
。
陰
陽
二
気
相
依
っ
て
雌
雄
相
交
ひ
て
生
成
す
る
が
如
し
。

卒等性智

物
の
引
力

因
縁
椙
和
し
物
を
成
す
。
高
物
が
因
縁
を
な
す
所
以
は
、
物
に
は
必
ず
内
面
に
人
の
理
性
の
如
き
性
能
を
有
す
れ
ば
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な
り
。

物
に
引
力
あ
る
は
物
々
皆
内
性
の
自
己
に
因
縁
を
求
め
て
合
せ
ん
と
す
る
理
性
存
せ
り
。
若
し
物
に
自
動
の
力
あ
る
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を
否
定
せ
ば
引
力
の
依
り
て
出
る
所
を
認
む
る
能
は
ざ
る
べ
し
。

物
分
子
の
因
縁
が
す
べ
て
の
分
子
は
相
互
に
自
己
に
引
力
の
理
性
あ
り
て
自
ら
愛
す
る
も
の
と
抱
合
し
、
又
縁
壷
る

時
は
則
ち
去
っ
て
、
ま
た
他
の
愛
す
る
分
子
と
抱
合
す
。
化
皐
の
元
素
に
於
て
も
元
素
相
互
の
因
縁
力
あ
り
て
、
因
縁

相
謄
す
る
も
の
は
合
し
、
否
な
れ
ば
離
散
す
。
酸
素
の
一
と
水
素
の
こ
を
接
着
せ
し
む
れ
ば
雨
性
栂
臨
服
す
る
が
故
に
抱

合
す
。
ま
た
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
如
き
は
此
親
和
力
に
封
し
て
離
聞
を
性
と
す
る
窒
素
の
作
用
な
り
。
彼
は
因
縁
相

醸
せ
ざ
る
が
故
に
離
散
す
。

物
質
に
愛
情
の
念
あ
り
と
ヘ
ヲ
ケ
ル
が
解
し
た
る
も
、
物
質
の
内
性
は
人
の
愛
情
の
如
き
理
性
あ
る
如
く
に
調
ひ

て
、
相
愛
す
る
も
の
は
因
縁
相
依
り
て
抱
合
す
。

依
他
起
性
の
横
竪

世
界
寓
物
は
他
に
依
り
て
起
る
。
首
内
法
が
横
に
空
間
的
に
相
依
り
て
成
す
を
因
縁
と
云
ひ
、
竪
に
時
間
的
に
栢
依
る

を
因
果
と
云
ふ
。

見
よ
宇
宙
の
無
限
な
る
、
天
鐙
の
無
数
な
る
、
因
縁
相
依
っ
て
網
の
如
く
に
、
星
宿
相
ひ
連
絡
し
、
成
住
壊
空
、
成



じ
て
は
ま
た
壊
し
、
一
克
因
に
は
必
ず
結
果
あ
り
、
因
果
貫
連
し
て
永
却
に
窮
り
な
し
。

生
物
の
連
絡

人
生
の
悶
縁
の
連
絡
は
原
始
の
人
類
よ
り
l
|

物
心
相
互
の
関
係
l
l

劇
物
の
燦
然
た
る
秩
序
|
|
因
縁
因
果

天
韓
地
界
動
植
物
に
候
理
あ
り
秩
序
あ
り
。
ま
た
一
滴
の
水
一
貼
の
塵
に
も
分
子
の
抱
合
し
て
散
ぜ
ず
。

時
間
的
に
も
寓
物
が
一
念
一
刻
の
少
時
間
よ
り
、
千
高
年
永
劫
に
一
切
の
生
物
が
生
滅
起
伏
し
、
無
機
物
も
其
賦
態

が
種
々
に
襲
轄
し
て
止
ま
ず
。
空
間
的
に
緯
を
成
し
、
時
間
的
に
経
を
成
し
た
る
高
物
が
襲
輔
極
り
な
き
中
に
、
之
を

統
一
し
揖
理
す
る
所
の
理
性
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

因

縁

四

「
倶
有
因1
|

土
用
果

一
同
類
因l
!

等
流
果

「
因
縁
♂
相
麿
因
|
|
土
用
果

一
一
遍
行
因
|
|
等
流
果

縁
~
戸
異
熟
因
|
|
異
熟
果

)
等
無
間
縁
「

一
所
縁
々
+
能
作
因
|
|
靖
上
果

f
増
上
縁
戸
離
繋
果

平等性智

因
縁
の
中
、
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保
有
国
土
用
果
。
|
|
倶
有
は
同
時
の
因
果
。
空
間
的
に
因
果
、
甲
乙
同
時
に
相
ひ
待
っ
て
成
立
す
。
天
文
拳
の
太

陽
と
地
球
相
互
の
引
力
、
植
物
撃
の
植
物
は
動
物
と
の
相
依
相
互
の
闘
係
に
て
同
時
の
因
果
法
な
り
。

同
類
因
等
流
果
o
l
l
-

時
間
的
に
前
後
継
績
し
て
絶
え
ず
異
時
の
因
果
法
な
り
。
因
果
の
高
物
が
生
滅
轄
費
す
る
は

火
炎
の
如
く
、
高
有
は
念
々
に
生
滅
し
て
、
自
己
の
一
定
の
法
則
を
守
り
て
、
人
間
の
血
肉
骨
等
、
前
後
新
陳
代
謝
し

な
が
ら
、
自
己
の
定
性
を
失
は
ず
、
無
絡
に
生
滅
質
化
の
中
に
、
各
々
自
性
を
守
る
は
、
化
皐
の
元
素
の
襲
化
し
な
が

ら
も
各
自
性
を
守
る
が
如
し
。
同
類
困
に
依
っ
て
等
流
果
を
得
る
。

相
麿
悶
土
用
果
。
|
|
心
に
属
す
る
因
果
法
に
し
て
、
前
の
倶
有
困
に
由
て
土
用
果
を
得
る
物
に
闘
す
る
分
を
除
き

心
理
に
の
み
関
係
す
る
因
果
法
な
り
。
心
法
の
四
十
六
種
其
心
の
作
用
は
必
ず
時
聞
を
別
に
し
て
起
る
に
あ
ら
ず
。
花

を
視
る
に
、
能
縁
の
心
が
所
縁
の
境
に
接
鰯
し
、
叉
幾
分
の
警
費
(
作
意
〉
を
な
し
、
青
か
白

か
(
想
像
)
思
惟
観
察
(
思
)
因
縁
相
躍
し
て
菊
花
等
の
認
識
を
生
ず
。
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又
快
感
不
快
(
受
)
、

遁
行
因
等
流
果
。
|
|
前
の
同
類
因
と
寛
狭
の
別
な
り
。
貧
眠
等
の
(
十
)
見
此
の
煩
悩
は
四
諦
の
中
に
遁
行
す
る

故
に
。

異
熟
因
異
熟
果
。
|
|
異
熟
と
は
果
に
就
て
の
語
、
異
熟
の
果
を
呈
す
る
原
因
の
故
に
、
善
悪
無
記
に
於
て
、
因
は

善
或
は
悪
に
し
て
、
果
は
無
記
。
善
悪
の
業
に
依
て
未
来
異
熟
の
果
を
生
ず
。
業
因
に
二
種
、
引
業
と
浦
業
。



増
上
縁
の
中
、

能
作
因
増
上
果
。
ー
ー
一
の
結
果
に
、
全
宇
宙
の
蔦
有
悉
く
其
原
因
な
り
。
直
接
親
密
強
勝
的
に
勢
力
を
輿
ふ
る
も

の
、
倶
有
等
の
五
種
因
果
法
と
、
第
二
間
接
弱
劣
的
に
資
く
る
輿
力
増
上
の
能
作
困
、
及
び
第
三
類
に
直
接
に
勢
力
を

輿
へ
ず
間
接
に
も
(

員
性
の
妙
用
因
縁
に
よ
り
て
襲
易
す
。
民
理
の
霊
能
之
を
性
徳
と
云
ひ
、
因
縁
に
よ
り
て
寓
有
に
現
象
す
。
因
縁
を

離
れ
て
前
向
有
と
現
ず
る
能
は
ず
。
貫
性
随
縁
々
々
貫
性
。
原
因
あ
れ
ば
必
ず
結
果
あ
り
。
之
を
物
理
に
例
せ
ば
寅
性
は

物
分
子
の
如
く
、
因
縁
成
立
の
高
象
は
恰
も
事
物
の
如
し
。
分
子
が
因
縁
に
よ
り
て
事
物
と
な
り
、
事
物
と
な
り
て
も

分
子
は
其
質
を
襲
ぜ
ず
。
性
徳
寓
物
に
現
象
す
と
も
改
襲
な
し
。

随
縁
襲
易
の
高
物
に
、
因
果
の
関
係
法
則
巌
然
と
し
て
、
古
今
改
轄
す
る
事
な
き
は
、
本
不
襲
の
貫
性
之
を
統
ぶ
れ

'-.-/ 

中
絶

ば
な
り
。

縁
起
法
界

理
賓
因
果

不
思
議

卒等性智

因
縁
因
果
の
成
す
寓
物
の
裏
面
に
有
す
る
理
性
、

調
停
迦
大
悟
の
員
理
上
に
現
象
せ
る
因
果
縁
起
の
員
況
を
説
明
す
る
に
、
心
界
の
現
象
も
因
果
法
則
に
よ
り
て
動
き
、147 

物
界
の
現
象
も
亦
然
り

ο
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園
成
質
性
は
前
偏
依
二
性
の
根
底
、
一
切
の
人
性
と
相
待
規
定
の
世
界
性
と
は
此
賓
性
を
離
れ
て
健
あ
る
こ
と
な

し
。
世
界
高
物
は
因
縁
の
関
係
を
離
れ
て
成
立
す
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
之
が
統
一
的
根
底
た
る
は
賓
性
な
り
。
賓

性
は
因
縁
に
よ
り
て
成
れ
る
に
非
ず
。
故
に
相
待
を
超
え
て
紐
封
ま
た
他
に
規
定
せ
ら
るhぶ
も
の
に
非
ず
。
同
一
の
木

睦
固
浦
に
し
て
依
く
る
所
な
く
本
然
自
爾
。
造
作
を
離
る
、
故
に
成
と
云
ふ
。
卒
等
永
恒
異
質
の
理
性
な
れ
ば
質
性
と

云
ふ
。
賞
性
は
紐
劃
無
規
定
一
切
差
別
を
離
れ
た
る
故
に
卒
等
と
云
ふ
。
賓
性
は
時
間
空
間
及
び
一
切
差
別
を
紹
し
寓

物
の
自
性
。
平
等
の
賓
性
は
一
切
高
物
の
自
性
に
し
て
、
若
し
此
質
性
な
か
ら
ん
か
世
界
高
物
あ
る
こ
と
な
し
。

理

性
卒
等
性
智
は
人
の
精
神
の
理
性
に
相
比
す
べ
き
も
の
、
平
等
の
性
智
が
一
切
に
内
性
と
し
て
存
す
れ
ば
こ
そ
、
自
然

律
と
し
て
天
則
、
自
然
に
秩
序
が
整
束
す
。
然
れ
ば
宇
宙
開
一
切
高
物
の
生
成
活
動
の
中
に
一
と
し
て
秩
序
の
整
は
ざ

る
な
し
。
高
物
は
卒
等
性
の
内
存
に
し
て
之
を
離
れ
た
る
も
の
在
る
こ
と
な
し
。
本
性
は
大
自
由
な
り
、
一
切
を
自
己

よ
り
裂
す
。

賓
性
の
自
設
は
外
面
よ
り
は
因
果
の
理
法
と
し
て
観
ぜ
ら
る
。
歯
肉
物
は
生
成
に
は
必
ず
因
果
的
に
現
は
る
。
内
観
す



れ
ば
性
智
が
自
由
の
護
現
な
り
。
平
等
性
が
護
現
し
て
因
果
律
と
な
り
ま
た
一
切
個
々
差
別
の
自
性
と
現
は
る
。

紐
割
同
時
態
、
平
等
一
如
の
理
性
の
一
切
差
別
高
有
の
性
な
り
。

の
調
に
あ
ら
ず
。
一
切
蔦
有
の
中
に
存
在
し
て
自
由
設
動
す
。

一
如
千
等
の
性
と
云
ふ
も
、
無
痛
惜
惜
超
然
単
濁

性

徳
平
等
一
如
の
本
質
に
一
切
高
有
の
性
徳
を
合
蔵
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
例
へ
ば
凡
そ
複
雑
極
り
な
き
も
の
人
の
脳
髄

の
構
造
に
及
ぶ
も
の
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
脳
髄
に
は
一
切
の
記
憶
、
心
象
、
感
情
、
智
力
、
一
意
志
性
格
等
の
一
切
活
動
を

包
括
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
然
れ
ど
も
脳
は
ま
た
本
来
無
一
物
に
し
て
一
如
卒
等
た
り
。
卒
等
に
し
て
一
切
の
差
別
を

組
括
す
。
宇
宙
全
燈
の
園
成
性
の
一
分
子
た
る
個
人
の
脳
髄
も
亦
た
然
り
。
一
切
差
別
を
包
括
し
て
卒
等
な
り
。
況
や

一
切
の
淵
源
た
る
、
一
切
を
包
括
せ
る
宇
宙
心
の
国
成
性
に
於
て
を
や
。

密
家
に
、
性
智
を
、
因
に
は
虚
空
蔵
に
配
し
、
果
に
は
費
生
如
来
を
以
て
す
。
虚
空
蔵
は
虚
空
に
一
切
寓
有
を
包
蔵

す
る
が
如
く
、
性
徳
無
蓋
を
具
備
し
て
徐
り
な
し
。
果
分
に
は
本
有
に
具
備
せ
る
性
徳
の
修
得
額
現
の
一
切
智
を
費
生

如
来
と
云
ふ
。
ま
た
費
生
如
来
を
三
界
の
主
と
名
*
つ
く
る
は
即
ち
大
我
の
義
な
り
。
大
日
を
大
我
と
す
る
は
線
稀
に
し

て
理
性
を
大
我
と
云
ふ
は
別
の
名
な
り
。

卒等性智

圃
成
賓
性
と
は
皐
語
に
て
大
日
ま
た
費
生
如
来
等
は
是
れ
宗
教
の
表
競
な
り
。
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宇
宙
内
存
の
心
王
如
来
の
理
性
が
一
切
寓
有
に
内
在
し
て
、
一
方
に
は
天
則
秩
序
と
し
て
、
自
護
的
に
高
物
を
産
出

せ
し
む
る
に
、
論
理
的
規
律
に
随
て
建
設
す
。
若
し
人
に
理
性
な
か
ら
ん
か
す
べ
て
の
秩
序
を
整
頓
す
る
の
能
な
し
。

平
等
性
は
寓
有
の
内
的
理
性
な
れ
ば
、
自
然
の
造
作
は
一
と
し
て
秩
序
を
な
さ
い
A

る
な
く
、
僚
理
な
き
な
し
。
自
然
界

の
内
性
自
渡
的
の
勢
力
よ
り
産
出
せ
る
寓
物
を
外
部
よ
り
見
れ
ば
因
果
律
的
に
現
は
る
。
之
を
依
他
起
性
と
云
ふ
。
因

縁
依
他
の
根
底
は
卒
等
性
に
あ
り
。
依
他
起
性
の
因
縁
を
籍
り
て
成
立
し
た
る
個
人
性
は
即
ち
吾
人
な
り
。
此
偏
執
的

の
吾
人
も
本
国
成
性
を
も
て
自
性
と
す
れ
ど
も
、
偏
計
の
肉
我
の
凡
質
に
覆
は
れ
て
、
自
性
天
員
の
光
を
失
ふ
。
終
局

目
的
の
心
露
界
に
向
ひ
て
、
如
来
の
性
智
に
闘
す
る
時
は
一
如
に
曾
す
。
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卒
等
即
ち
差
別

例
へ
ば
物
理
的
に
卒
等
の
員
理
は
分
子
の
如
く
依
他
の
差
別
は
事
々
物
々
の
如
し
。
事
物
は
襲
化
起
伏
休
む
こ
と
な

き
も
、
分
子
は
千
高
年
を
粧
て
も
其
自
性
を
繁
ず
る
こ
と
な
し
。
平
等
の
理
性
は
依
他
の
因
縁
に
よ
り
て
、
十
界
依
正

乃
至
無
量
の
一
切
に
襲
現
す
と
も
、
平
等
の
理
性
は
常
然
と
し
て
不
襲
な
り
。
因
縁
に
依
っ
て
十
界
三
千
乃
至
塵
敷
の

高
象
を
現
ず
。

差
別
の
卒
等



自
端
技
自
動

頭
に
日
く
、
卒
等
性
を
根
底
と
し
て
は
、
無
壷
の
差
別
を
稜
生
し
、

凡
そ
一
切
差
別
の
寓
物
は
全
一
の
理
性
を
根
底
と
し
、
即
ち
固
成
質
性
が
自
護
自
動
的
に
護
生
せ
る
寓
物
が
、
表
面

に
は
因
縁
相
依
り
因
果
連
綿
し
て
、
種
々
に
襲
現
す
る
も
、
内
面
は
平
等
理
性
な
り
と
す
。

高
物
は
卒
等
性
一
元

動
物
植
物
の
一
元
|
|
動
物
と
植
物
と
は
、
高
等
に
護
達
し
た
る
松
柏
と
牛
馬
と
の
如
く
に
至
て
は
其
差
別
の
懸
隔

甚
し
き
も
、
其
原
始
に
遡
る
時
は
無
差
別
の
卒
等
な
り
と
云
ふ
ベ
し
。
動
植
物
何
れ
も
其
原
始
は
一
の
ア
メ
ー
バ
の
微

粒
が
水
中
に
僻
泳
し
ゐ
た
り
。
是
れ
植
物
に
も
動
物
に
も
別
か
れ
ず
し
て
動
植
何
れ
に
も
成
り
う
べ
き
生
物
な
り
き
。

最
下
級
な
る
微
粒
に
至
つ
て
は
そ
ネ
ラ
の
如
き
プ
ロ
ハ
イ
オ
ン
の
如
き
生
物
に
も
無
生
物
に
も
決
し
難
き
な
り
。

即
ち
其
原
始
は
地
球
が
冷
却
し
た
る
時
、
太
陽
の
光
線
と
電
気
の
或
部
分
の
因
縁
力
に
よ
り
て
一
種
の
生
物
的
組
織

を
な
し
、
こ
れ
を
原
形
質
と
云
ふ
。
即
ち
炭
酸
水
窒
の
化
合
物
な
り
。
此
四
元
素
は
是
れ
物
質
な
り
。
此
物
質
に
自
然

生
命
あ
り
て
、
こ
の
徴
粒
よ
り
護
達
し
進
化
し
て
、
下
等
な
る
動
植
物
よ
り
克
に
進
ん
で
高
等
な
る
動
物
に
化
し
た
る

も
の
な
り
と
。

卒等性智

化
皐
の
元
素
も
今
日
は
七
八
十
の
一
克
素
あ
り
と
云
は
る
。
其
元
素
に
も
ま
た
其
元
素
た
る
べ
き
も
の
あ
る
べ
し
。
即
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ち
炭
、
酸
、
水
、
窒
の
如
き
、
ま
た
此
四
元
素
以
外
も
、
其
元
単
純
卒
等
の
元
素
よ
り
其
因
縁
の
結
果
と
し
て
種
々
の

元
素
と
な
り
し
如
し
と
は
、
専
門
皐
者
の
読
な
り
。
之
に
由
っ
て
之
を
見
れ
ば
卒
等
の
一
元
よ
り
因
縁
に
よ
り
て
数
多

の
元
素
と
化
し
た
り
し
を
知
る
。
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一
大
元
素
は
卒
等
同
一
な
る
も
其
中
に
唯
だ
因
縁
相
躍
し
て
接
近
す
る
も
の
と
、
因
縁
相
臨
隠
せ
ず
し
て
離
間

す
る
部
と
あ
り
。
相
醸
す
る
部
分
は
相
ひ
接
し
相
ひ
琢
黙
っ
て
力
の
起
駐
を
生
ず
、
是
れ
即
ち
極
微
分
子
な
り
。
此
分
子

の
因
縁
力
は
盆
加
は
れ
ば
元
素
と
な
り
物
質
と
な
る
。
相
膳
せ
ざ
る
部
分
は
相
臆
せ
る
物
力
の
潟
に
緊
張
せ
ら
れ
て
反

抗
の
力
を
生
じ
、
相
臆
せ
る
も
の
は
調
和
合
し
て
重
厚
と
な
り
、
相
醸
せ
ざ
る
も
の
は
盆
稀
薄
と
な
る
。
物
質
は
重
厚

の
極
に
し
て
、
宇
宙
卒
等
の
消
極
力
を
集
め
て
陰
動
し
、
稀
薄
の
極
は
即
ち
精
気
に
し
て
、
卒
等
の
精
極
力
を
合
し
、

日
く
、

物
質
に
劃
し
て
陽
動
す
。
宇
宙
一
切
の
現
象
界
は
物
質
と
精
気
の
因
縁
合
散
の
関
係
よ
り
成
り
し
も
の
と
云
は
る
。
高

物
は
根
本
卒
等
の
一
元
に
し
て
因
縁
力
の
震
に
襲
化
す
。
此
寓
物
は
表
面
よ
り
見
れ
ば
因
縁
力
因
果
律
に
生
滅
襲
易
す

る
も
の
の
、
其
高
物
の
内
面
に
、
一
切
有
機
物
は
自
己
の
内
性
よ
り
自
護
的
に
生
成
す
。
例
へ
ば
稲
の
種
子
は
土
地
と

潤
熱
等
の
縁
力
に
よ
ら
ざ
れ
ば
繭
護
せ
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
外
部
よ
り
其
助
縁
を
輿
ふ
る
と
も
自
己
に
自
渡
す
べ
き

性
能
な
か
ら
ん
か
い
か
で
か
蔚
護
す
べ
き
も
の
ぞ
。
一
切
の
動
植
物
が
生
成
化
育
の
理
は
同
じ
く
自
護
的
自
治
的
な
る

は
こ
れ
が
原
理
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
一
切
高
物
の
根
底
自
性
が
卒
等
の
一
元
性
に
基
源
す
る
も
の
と
言
ふ
ベ
し
。



物
質
の
内
性

物
質
皆
な
活
け
り
と
は
、
植
物
の
如
き
地
下
に
根
を
張
り
空
中
に
蔓
を
は
び
こ
り
自
ら
動
き
自
ら
活
け
り
。
ま
た
営

養
分
を
自
ら
吸
集
し
其
生
活
的
形
式
の
働
き
動
物
と
異
な
る
こ
と
な
し
。

一
切
寓
物
は
外
面
よ
り
見
れ
ば
物
質
に
し
て
、
内
面
エ
り
自
劃
す
れ
ば
精
神
な
り
。
此
生
命
心
力
の
内
的
生
活
を
性

と
云
ふ
。
然
れ
ば
一
切
高
物
の
内
的
生
活
の
皆
な
差
別
の
性
を
な
す
も
其
根
底
に
至
て
は
卒
等
の
一
性
な
り
と
云
は
ざ

る
べ
か
ら
ず
。

物
質
内
性
即
ち
理
性
な
れ
ば
、
物
質
向
上
せ
ば
即
ち
生
物
と
な
る
。
是
れ
内
性
に
よ
れ
ば
な
り
。

す
べ
て
の
生
物
は
皆
個
性
、
人
は
い
か
に
進
歩
す
と
も
卒
等
の
自
性
を
離
れ
て
生
物
を
造
る
こ
と
能
は
ず
。
人
力
を

以
て
炭
水
等
を
以
て
原
形
質
を
造
り
乃
至
生
物
を
造
る
こ
と
能
は
ず
。
其
原
形
質
な
る
者
は
前
代
の
形
質
よ
り
生
ず
。

然
ら
ば
其
原
形
質
も
地
球
の
太
初
す
べ
て
の
生
物
な
か
り
き
。
然
れ
ば
何
れ
よ
り
護
生
し
た
り
し
ゃ
。
そ
は
地
球
の
冷

却
し
た
る
或
程
度
に
於
て
自
然
に
護
生
し
た
る
は
地
球
の
内
性
子
等
性
た
れ
ば
な
り
。

卒
等
性
は
宇
宙
線
障
の
内
性
な
り
。
全
一
の
理
性
を
根
底
と
し
て
、
此
に
性
智
が
世
界
に
高
物
を
自
護
せ
し
む
る
に

卒等性智

は
内
よ
り
護
す
。
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外
面
に
は
因
縁
胃
果
の
闘
係
と
現
は
る
。
卒
等
全
一
の
力
能
く
寓
物
を
制
す
。
常
に
生
物
を
向
上
せ
し
む
。
ま
た
原

形
質
を
造
り
生
命
を
造
る
。
宇
宙
全
瞳
の
内
性
が
即
ち
造
化
な
り
。
宇
宙
は
紐
大
の
設
備
絶
大
の
構
造
、
永
久
自
動
の

働
き
は
濁
り
卒
等
性
の
み
能
く
す
。

宇
宙
は
全
一
の
理
性
な
り
。
一
切
の
局
部
た
る
差
別
の
個
々
は
、
紹
劉
的
に
濁
立
の
自
性
を
有
せ
ず
。
個
々
は
卒
等

全
一
を
自
性
と
し
て
其
相
待
的
差
別
の
一
員
な
り
。
宇
宙
は
紐
劉
の
理
性
に
し
て
高
有
は
一
理
性
の
襲
性
な
り
。
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二
、
卒
等
性
は
質
醗
及
び
意
識
の
二
性
の
下
に
差
別
性
に
護
展
す
。

三
、
一
や
等
性
因
縁
の
作
用
は
、
卒
等
性
が
、
自
己
を
差
別
の
調
和
的
興
態
に
護
展
す
る
自
性
に
し
て
、
目
的
論
的
必

然
の
現
象
な
り
と
す
。

紹
掛
理
性
は
自
由
に
し
て
理
性
な
れ
ば
、
論
理
的
に
必
然
性
を
も
っ
て
自
己
の
本
質
を
護
展
す
。
卒
等
性
は
内
面
よ

り
自
護
的
の
調
和
を
保
つ
。
全
陸
と
し
て
の
寓
有
は
外
部
の
制
裁
を
う
け
ず
。

卒
等
性
の
必
然
的
理
性
は
卒
等
よ
り
差
別
に
護
展
す
る
は
向
上
の
目
的
あ
れ
ば
な
り
。

卒
等
よ
り
差
別
に
設
展
す

宇
宙
の
内
性
は
卒
等
に
し
て
、
理
性
は
高
有
の
内
性
に
し
て
全
一
性
を
高
有
の
根
底
と
し
て
、
首
問
物
を
向
上
設
建
せ



し
む
。
卒
等
全
一
よ
り
差
別
に
向
っ
て
護
展
す
と
の
理
は
高
有
が
自
己
に
其
性
能
を
伏
磁
せ
り
。
生
物
進
化
の
理
に
つ

い
て
考
ふ
る
も
、
原
始
動
物
の
原
形
質
に
巳
に
種
々
の
階
級
に
向
上
す
べ
き
性
能
を
伏
臓
す
と
言
ふ
も
不
可
な
か
ら

ん
。
生
物
生
命
の
内
性
に
人
類
に
成
り
う
べ
き
伏
能
を
有
し
た
る
も
の
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

一
盟
よ
り
差
別
。
原
始
生
物
の
微
粒
に
濁
一
的
統
一
の
盟
系
を
な
す
故
に
、
極
小
の
生
命
は
、
汎
神
論
に
、
極
大
の

個
酷
な
り
。
極
大
が
大
造
化
の
如
く
極
小
も
小
造
化
な
り
。
極
小
の
生
物
に
内
性
が
一
微
粒
の
原
形
質
炭
酸
の
化
合
物

の
一
個
が
分
れ
て
二
個
と
な
り
、
ま
た
分
殖
し
乃
至
雌
雄
雨
性
を
分
つ
に
至
て
は
合
位
し
て
ま
た
分
殖
す
。
最
微
小
な

る
生
物
の
原
形
質
よ
り
分
殖
し
臆
化
し
種
々
に
襲
易
し
遺
停
し
自
然
淘
汰
の
理
に
進
化
せ
ら
れ
て
単
細
胞
、
水
母
形
、

脊
椎
乃
至
人
類
に
至
る
。

前
の
原
形
質
よ
り
分
れ
て
、
つ
い
に
因
縁
相
ひ
依
り
て
、
一
韓
よ
り
分
れ
て
、
時
間
的
に
子
々
孫
々
に
相
績
し
、
空

間
的
に
は
分
猶
分
涯
し
て
、
世
界
全
面
に
蔓
延
す
。

綿
と
し
て
断
ゆ
る
こ
と
な
し
。

一
切
の
生
物
生
命
は
本
一
世
よ
り
、
康
く
世
界
に
分
布
し
長
く
連

卒等性智

生
物
進
化

世
界
荷
物
は
自
己
に
生
命
と
な
る
べ
き
性
能
を
有
す
る
は
内
面
に
千
等
全
一
の
理
性
を
有
す
れ
ば
な
り
。
世
界
に
於
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て
生
物
の
生
命
は
物
質
的
化
皐
的
外
面
上
よ
り
の
研
究
に
よ
れ
ば
日
く
、
生
物
生
命
は
炭
酸
水
蜜
の
化
合
物
の
原
形
質

に
酸
化
と
弾
擁
力
あ
り
。
酸
化
は
生
活
力
の
元
気
、
弾
援
は
護
動
の
元
、
ま
た
消
化
と
分
殖
作
用
起
る
。
消
化
は
営
養

を
も
て
自
己
を
保
存
し
、
分
殖
は
種
族
を
保
存
す
。
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此
二
作
用
は
生
物
を
向
上
せ
し
む
る
機
能
な
り
。

進
化
に
五
則
あ
り
。
て
生
存
競
争
の
努
力
。
二
、
襲
易
、
身
障
組
織
の
物
質
が
自
然
に
襲
易
し
之
に
困
っ
て
種
類

を
生
ず
。
一
ニ
、
臆
化
、
身
瞳
が
外
界
の
縁
に
感
醸
す
。
四
、
遺
惇
其
形
質
を
遣
す
。

内
性
伏
臓

全
一
な
る
内
性
の
分
た
る
個
人
の
内
性
な
れ
ば
、

一
睡
の
理
性
よ
り
差
別
の
高
性
が
護
展
せ
り
と
云
は
x

、
種
性
の

淵
源
は
如
何
。

卒
等
の
紳
性
は
絶
劃
一
如
。
一
如
は
無
定
性
。
無
定
性
と
は
一
性
、
一
性
は
消
極
の
無
性
に
あ
ら
ず
し
て
無
性
は
性

と
し
て
性
な
ら
ざ
る
は
な
き
積
極
的
卒
等
性
な
り
。
卒
等
無
定
性
の
一
理
よ
り
一
切
差
別
の
背
向
性
を
開
展
す
。

一
切
智
の
理
性
に
よ
り
で
よ
く
秩
序
を
整
来
し
て
高
物
を
産
出
す
。

一
如
の
理
性
に
無
壷
の
性
徳
を
具
備
し
、



統
一
揖
理

相
制
の
統
一
性
l
l

一
切
の
差
別
は
平
等
性
|
|
内
面
よ
り
自
発
的
の
調
和
を
保
つ

宇
宙
寓
有
が
相
互
の
闘
係
に
就
い
て
は
、
歯
肉
物
を
統
一
す
る
理
性
の
存
在
す
る
こ
と
を
承
認
せ
ら
る
べ
し
。
現
よ
天

憧
の
星
宿
は
空
間
的
に
は
一
の
太
陽
系
に
敷
多
の
属
星
を
率
ゐ
、
相
互
に
閥
蓮
し
、
各
恒
星
は
向
ほ
大
な
る
聯
絡
を
も

て
因
縁
を
成
し
、
一
帝
網
の
如
く
に
、
空
間
に
繋
れ
、
地
上
の
高
物
が
相
互
に
相
ひ
制
し
因
縁
相
係
っ
て
散
在
せ
り
。
ま

た
時
間
的
に
は
、
一
切
の
星
辰
が
成
じ
て
は
ま
た
獲
し
、
壊
し
て
は
ま
た
成
じ
、
成
住
壌
空
、
因
果
的
の
関
係
を
も
て

展
縛
し
て
貫
連
す
。
世
界
の
寓
物
大
小
と
な
く
擾
々
紛
々
た
る
、
こ
れ
ら
を
外
部
よ
り
謄
望
す
る
相
互
時
は
何
の
関
係

も
な
き
如
く
に
見
ゆ
る
も
、
其
内
性
に
於
て
不
可
離
の
関
聯
を
な
す
は
、
相
待
関
係
の
裏
面
に
卒
等
性
に
統
一
一
揖
理
せ

ら
れ
た
り
。

地
上
高
物
中
に
就
い
て
、
有
機
物
が
因
縁
相
ひ
依
り
て
成
立
し
、
因
果
相
ひ
係
り
て
相
績
す
。
夫
婦
相
ひ
縁
り
、
親

子
の
因
果
租
先
よ
り
し
て
累
代
に
分
布
し
、
世
界
に
覇
蔓
し
、
人
類
の
原
始
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
親
の
精
按
が
子

に
結
び
、
千
高
代
を
通
じ
て
一
系
漣
綿
た
り
。
高
固
に
亙
り
て
繁
茂
せ
り
。
定
に
是
れ
一
室
の
枝
僚
に
外
な
ら
ず
。

2fi等性智

人
類
及
び
生
物
の
内
性
の
連
絡
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濁
り
人
類
の
み
に
あ
ら
ず
、
生
物
原
始
の
源
よ
り
、
人
類
に
至
る
ま
で
の
生
物
生
命
の
血
服
は
系
統
連
綿
た
り
。
吾

人
が
肉
的
生
命
の
服
絡
を
操
り
て
高
々
代
の
祖
先
に
遡
る
時
は
劣
等
な
る
生
物
た
る
や
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。

空
間
に
世
界
に
蹟
布
し
時
聞
に
一
切
生
物
の
階
級
を
通
じ
て
内
的
生
命
の
関
係
を
な
す
に
は
、
ま
た
内
性
に
於
て
卒

等
の
理
性
の
存
在
は
否
定
す
べ
か
ら
ず
。
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自
費
的
踊
和

秩
序
の
整
束

自
然
界
の
寓
物
元
睦
よ
り
一
切
生
物
に
至
る
ま
で
、
宇
宙
開
に
現
存
す
る
高
物
の
賦
態
を
見
る
に
、
い
か
に
紛
々
擾

擾
た
る
も
、
秩
序
の
整
然
た
ら
ざ
る
は
な
し
。

宇
宙
の
寓
物
に
建
設
的
衝
合
の
行
は
る
与
や
、
太
陽
系
を
見
て
も
其
調
和
の
よ
く
調
ひ
た
る
、
遠
心
カ
と
求
心
力
の

遊
星
の
巡
環
す
る
や
、
太
陽
を
中
心
と
し
て
公
輔
し
、
其
秩
序
の
整
然
た
る
規
律
の
正
し
き
こ
と
永
却
に
遣
は
ず
。
天

櫨
の
無
数
の
星
宿
何
れ
か
其
正
規
を
逸
す
る
も
の
ぞ
。
地
上
の
寓
物
何
物
か
自
然
の
律
に
閥
せ
ざ
る
も
の
か
あ
る
。

高
物
一
定
せ
る
規
則
の
存
す
る
こ
と
は
一
令
等
理
智
に
統
べ
ら
る
れ
ば
な
り
。

唯
物
論
者
が
自
然
の
働
を
説
明
す
る
に
、
高
物
の
生
々
活
動
は
之
を
成
立
す
る
物
質
の
非
理
的
分
子
が
盲
目
的
に
褒

合
し
偶
然
に
裂
生
し
た
る
結
果
な
り
と
云
ふ
が
如
き
は
、
吾
人
は
肯
ぜ
ざ
る
所
、
高
物
が
自
己
よ
り
自
費
的
に
生
成
す



る
に
、
論
理
的
規
律
に
随
て
動
く
べ
き
理
性
が
存
し
、
秩
序
の
整
束
た
る
は
、
物
自
身
が
嬬
理
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、

よ
り
は
高
等
な
る
理
性
に
よ
り
て
、
統
橋
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
き
口
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
倍
々
の
生
物
各
自
全
一
の
理
性

に
繋
が
れ
る
限
り
に
於
て
、
各
其
自
性
を
全
う
す
。
然
れ
ど
も
卒
等
全
一
の
理
性
と
連
絡
し
う
れ
ば
な
り
。
警
へ
ば
人

の
隈
官
は
能
く
覗
莞
あ
り
て
其
眼
の
性
あ
る
も
、
若
し
人
の
身
韓
を
離
れ
て
其
用
を
な
す
能
は
ざ
る
如
く
、
宇
宙
は
内

性
全
一
の
卒
等
性
に
よ
り
て
、
高
物
各
其
性
を
全
う
し
、
能
く
調
和
し
整
束
す
。
全
一
の
卒
等
を
離
れ
秩
序
な
く
し
て

何
ぞ
能
く
成
立
す
ベ
け
ん
。

大
宇
宙
内
性
は
全
一
の
理
性
に
統
べ
ら
れ
、
平
等
性
海
を
離
れ
て
差
別
の
波
浪
あ
る
こ
と
な
し
。
然
れ
ば
即
ち
高
物
一

切
の
伺
々
は
平
等
全
一
の
一
分
、
分
々
悉
く
全
一
を
代
表
し
塑
摸
す
。
宇
宙
全
一
の
理
性
が
表
願
せ
る
一
切
の
生
物
な

れ
ば
、
い
か
に
微
小
な
る
も
の
も
濁
立
的
自
治
鯉
を
な
す
。
而
し
て
其
よ
り
は
上
の
自
治
瞳
系
に
統
べ
ら
る
。
た
と
へ

ば
人
位
を
組
織
す
る
細
胞
は
賓
に
微
細
な
る
も
の
な
れ
ど
も
一
々
の
細
胞
皆
自
治
穫
を
な
す
。
人
の
眼
耳
等
の
五
官
よ

り
四
肢
五
臓
六
肺
一
々
の
毛
孔
に
至
る
迄
各
一
睡
系
を
な
す
。
各
小
睦
系
は
其
上
の
統
一
的
睡
系
に
支
配
せ
ら
る
。
人

:zp:等性智

の
眼
球
を
組
織
す
る
所
の
各
細
胞
は
各
小
自
治
瞳
を
な
す
も
、
分
々
を
合
し
て
一
の
眼
球
統
腫
系
に
統
一
せ
ら
れ
、
眼159 



球
燈
系
は
人
の
身
憶
に
統
制
せ
ら
れ
、

一
切
の
個
人
は
一
園
の
自
治
陸
に
統
制
せ
ら
れ
、

一
切
の
惑
星
は
太
陽
系
に
統
制
せ
ら
れ
、

能
く
一
切
を
統
一
し
犠
理
す
。

一
切
の
閤
慢
は
一
地
球
に
統
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制
せ
ら
れ
、

一
切
の
天
鐙
は
宇
宙
に
統
一
せ
ら
る
。
宇
宙
全
一
の
平
等
性
は

吾
人
が
此
個
入
植
を
統
制
す
る
理
性
を
自
我
と
云
ふ
。
ま
た
自
費
と
も
云
ふ
。
此
自
我
は
能
く
一
切
の
精
紳
活
動
及

び
身
睦
一
切
を
統
制
す
。
此
自
我
の
根
底
た
る
平
等
全
一
の
理
性
を
健
達
す
る
を
正
費
を
得
た
り
と
な
す
。
若
し
こ
れ

に
達
す
る
時
は
法
界
を
全
う
し
て
卒
等
性
智
の
光
の
み
。

性
智
自
然
界

吾
人
の
心
霊
が
性
智
た
る
如
く
、
宇
宙
心
霊
は
一
大
理
性
な
り
。

然
れ
ば
即
ち
自
然
一
切
寓
物
が
論
理
的
規
律
に
随
っ
て
四
時
の
運
行
蔦
物
の
化
育
を
な
す
に
非
ず
や
。
数
皐
に
も
重

皐
力
阻
平
等
の
員
理
は
自
然
界
を
通
じ
て
員
理
な
り
。
然
ら
ば
理
の
数
と
し
て
推
理
す
る
こ
と
を
う
る
は
、
い
か
に
襲
態

な
る
物
に
も
臨
服
用
し
て
違
ふ
こ
と
な
し
。
全
一
は
全
種
に
於
て
永
恒
に
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
平
等
の
理
性
を
地
憶
と
し

て
、
無
量
差
別
の
紋
を
織
り
な
す
。
宇
宙
自
然
の
現
象
は
卒
等
性
を
地
と
し
て
、
高
差
の
模
様
を
採
重
し
た
る
織
衣
な

り



生
理
に
於
て
も
物
理
一
切
の
理
法
と
し
て
一
定
の
則
あ
り
て
因
果
律
に
随
ふ
。

性
智
は
自
然
界
の
内
性
に
し
て
、
天
則
秩
序
の
理
性
と
し
て
、
自
然
律
を
規
定
す
。
而
し
て
性
智
自
己
は
紹
封
無
規

定
に
し
て
、
自
然
界
の
方
面
に
は
寓
物
を
し
て
時
間
空
間
に
因
果
律
に
規
定
す
。

一
切
小
大
と
な
く
秩
序
の
整
束
せ
る
篠
理
の
整
然
た
る
を
性
智
と
す
。
一
切
の
個
々
小
極
も
自
費
的
の
調
和
を
な
し

て
大
極
の
一
分
を
代
表
す
。
之
を
統
一
し
踊
理
す
る
は
全
性
智
に
て
、
一
切
分
々
に
は
差
別
的
の
性
智
な
り
。

高
物
内
性
の
理
性
が
外
面
の
因
縁
と
な
り
、
差
別
邸
ち
卒
等
理
性
一
切
高
物
を
統
一
し
揖
理
す
。

因
縁
因
果
の
関
係
の
法
則
巌
然
と
し
て
古
今
襲
轄
す
る
こ
と
な
く
卒
等
の
理
性
に
統
べ
ら
る
れ
ば
な
り
。

一
切
の

絡
局
目
的
と
し
て
の
性
智

頚
に
日
く
、
内
性
向
上
の
目
的
は
、

一
切
霊
性
を
設
展
し
、

一
切
の
生
命
内
性
を
向
上
し
た
る
人
卒等性智

一
大
員
我
に
曾
す
に
あ
り
。

宇
宙
心
の
内
性
は
自
然
界
に
向
つ
て
は
卒
等
よ
り
も
先
づ
差
別
性
に
護
展
し
、

平
等
同
性
に
騎
せ
し
め
て
、

類
を
頂
黙
と
し
、
即
ち
人
性
は
差
別
の
懸
隔
他
に
超
て
特
殊
性
を
願
著
に
す
。
差
別
の
極
に
達
し
た
る
人
性
を
、
向
ほ

百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
め
て
、
終
局
目
的
と
し
て
は
、
心
霊
界
に
向
っ
て
、
差
別
よ
り
は
心
霊
平
等
性
に
進
む
。
其
移161 



局
に
は
一
切
諸
併
と
同
じ
く
、
心
性
卒
等
の
性
海
に
舎
せ
し
む
。

若
し
宇
宙
が
世
界
の
進
行
過
程
に
向
っ
て
目
的
あ
り
と
せ
ば
、
什
腰
が
是
目
的
な
る
。
宇
宙
の
無
限
な
る
微
小
の
吾

人
の
得
て
圃
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
宇
宙
全
一
を
小
さ
く
代
表
せ
る
僅
か
な
る
一
地
球
の
上
に
見
る
も
、
其
目
的
設

計
は
意
識
的
な
ら
ず
し
て
、
自
然
に
目
的
に
適
合
す
る
理
性
存
す
る
如
く
に
信
ぜ
ら
る
。
其
目
的
は
い
か
に
と
云
ふ

に
、
先
づ
地
球
の
護
展
は
生
命
の
現
化
を
目
的
と
し
、
生
命
の
向
上
は
一
意
識
の
現
化
を
目
的
と
し
、
意
識
の
進
化
は
心

撃
の
現
化
を
目
的
と
し
、
斯
心
霊
の
開
展
は
世
界
の
目
的
な
り
と
せ
ば
、
斯
く
世
界
は
生
命
を
向
上
せ
し
め
心
霊
を
賓

現
し
、
心
霊
は
宇
宙
の
卒
等
性
智
と
一
致
す
。
終
局
の
目
的
は
宇
宙
の
自
性
天
員
の
光
明
と
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
り

と
信
ぜ
ざ
る
を
え
ず
。
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卒
等
性
よ
り
流
出
せ
る
個
々
と
す
れ
ば
、
生
物
原
始
よ
り
人
類
に
至
る
ま
で
、
其
原
始
に
於
て
巳
に
霊
性
具
備
せ
る

も
の
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
一
切
悉
有
併
性
と
日
ふ
。
霊
性
額
現
す
る
は
人
類
に
至
っ
て
初
め
て
現
化
す
る
も

原
始
に
伏
能
す
。
伏
醸
し
た
る
も
ま
だ
現
化
せ
ざ
る
な
り
。
轍
へ
ば
人
の
小
児
の
不
識
的
一
意
志
が
漸
々
に
護
達
し
て
意

識
的
と
な
る
は
、
外
界
よ
り
之
を
注
入
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
小
児
が
自
己
本
能
に
伏
蔵
す
る
意
識
を
開
渡
し
た
る
結

果
な
る
が
如
し
。

自
然
現
存
及
び
地
球
よ
り
植
物
等
は
眠
れ
る
精
神
に
し
て
、
人
類
に
至
っ
て
初
め
て
意
識
的
に
費
醒
し
た
る
も
の
と



一
五
ふ
ベ
し
。
人
類
に
で
も
接
見
は
人
性
一
意
識
ま
だ
費
醒
せ
ざ
る
な
り
Q

人
類
が
他
の
生
物
に
比
較
し
て
魔
醒
せ
り
と
云
ふ
も
之
れ
他
の
生
物
に
比
較
し
て
の
相
封
の
謂
な
り
。
組
制
到
的
畳
醒

は
即
ち
妙
魔
果
満
の
暁
を
期
す
。

三
世
諸
併
番
々
の
出
世
は
、
宇
宙
の
終
局
目
的
に
、

し
め
ん
が
痛
な
り
。

一
切
衆
生
の
一
大
仰
性
を
開
設
し
て
、
諸
傍
平
等
性
に
命
日
入
せ

目
的
と
方
便

組
大
な
る
設
備
を
以
て
宇
宙
自
然
界
を
建
設
し
、
中
に
就
い
て
現
世
界
を
設
立
せ
り
。
斯
地
球
が
最
初
太
陽
よ
り
分

娩
し
て
熱
の
冷
却
し
た
る
或
程
度
に
於
て
、
炭
酸
等
の
化
合
物
た
り
し
時
微
小
の
生
物
に
震
性
を
伏
磁
し
、
而
し
て
生

物
の
向
上
は
ま
こ
と
に
是
れ
内
存
の
理
性
存
す
れ
ば
な
り
。
徴
小
な
る
生
物
、
唯
原
始
の
生
物
に
は
生
理
衝
動
即
ち
営

養
生
殖
の
自
然
の
気
あ
る
の
み
。
此
生
理
衝
動
に
は
苦
楽
相
伴
ひ
、
本
能
的
に
生
活
し
、
い
か
な
る
難
に
遇
ふ
も
只
生

命
を
保
護
し
、
こ
れ
ら
の
不
断
の
努
力
は
漸
次
に
向
上
し
、
最
下
等
の
生
物
よ
り
高
々
億
々
の
生
が
層
一
層
階
級
を
経

過
し
、
単
細
胞
よ
り
複
細
胞
、
水
母
形
脊
椎
と
陸
柚
と
な
り
暗
乳
生
物
と
な
り
た
り
。
つ
ひ
に
生
物
中
の
議
長
た
る
人

類
と
向
上
し
た
る
な
り
。
若
し
外
界
の
費
縁
に
よ
ら
ざ
れ
ば
自
ら
生
成
し
護
達
す
る
能
は
ざ
る
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
自 平等性智163 



己
に
自
護
的
自
性
を
有
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
ま
た
向
上
し
う
る
理
な
か
ら
ん
。
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生
物
の
生
命
、
車
細
胞
の
生
命
は
一
個
が
二
つ
に
分
れ
て
分
殖
し
、
無
縁
識
が
向
上
し
て
有
綾
細
胞
と
な
り
。
有
稜

細
胞
の
生
命
は
核
に
あ
り
。
綾
の
外
包
は
唯
だ
之
を
助
く
る
矯
の
み
。
生
命
は
外
包
に
あ
ら
ず
。
核
が
分
殖
す
る
は
分

れ
て
一
が
二
と
な
る
。
肉
腫
は
外
包
に
し
て
生
命
た
る
核
は
分
れ
て
子
と
な
り
、
子
々
相
績
す
と
云
ふ
も
、
生
命
た
る

核
は
一
系
の
漣
綿
た
る
な
り
。
親
よ
り
子
に
至
り
て
外
包
は
更
迭
す
。
肉
腫
及
び
生
命
は
心
霊
現
化
の
震
に
機
関
た
る

な
り
。
此
生
命
と
肉
桂
は
心
霊
が
能
う
べ
き
限
り
向
上
し
、
心
霊
の
光
明
を
得
て
、
員
理
の
卒
等
性
智
を
盟
得
せ
し
め

ん
が
篇
の
方
便
な
り
。
人
類
の
す
べ
て
の
精
神
、
智
力
、
感
情
、
一
意
志
に
於
て
も
。

此
身
韓
と
精
紳
と
は
共
に
相
離
る
べ
か
ら
ざ
る
関
係
あ
り
。
然
れ
ど
も
物
質
的
身
睦
よ
り
は
精
神
は
高
等
な
り
。
ま

た
肉
腫
の
護
達
は
、
心
霊
を
完
全
に
開
展
せ
し
め
ん
が
潟
の
手
段
と
し
て
貴
重
な
り
。
人
類
が
す
べ
て
の
生
物
に
凌
駕

し
濁
り
超
越
せ
る
も
の
は
物
質
よ
り
は
精
紳
的
に
進
化
の
程
度
高
き
が
故
な
り
。
同
じ
人
類
中
に
於
て
賢
人
聖
人
と
稿

せ
ら
る
L

者
は
身
種
よ
り
は
精
神
的
に
超
絶
し
た
る
者
と
云
ふ
ベ
し
。

精
神
的
に
向
上
の
目
的
は
自
己
の
伏
臓
を
啓
護
し
其
性
を
遂
ぐ
る
に
あ
り
。
其
性
を
途
ぐ
る
と
は
吾
人
が
天
性
の
奥

底
は
卸
ち
卒
等
性
を
根
底
と
な
す
。
直
指
人
心
見
性
成
併
是
れ
な
り
。
人
は
自
然
界
に
向
つ
て
は
卒
等
よ
り
盆
差
別
に

護
展
し
、
人
類
に
至
て
身
障
及
び
精
神
の
朕
態
最
も
複
雑
と
な
り
、
而
も
是
れ
差
別
を
な
す
こ
と
も
願
著
な
り
。
而
し



て
終
局
目
的
に
は
心
援
界
に
向
っ
て
千
等
性
智
に
入
っ
て
千
等
性
の
大
調
和
を
な
す
。

見
性
成
併
と
は
一
切
衆
生
、
生
命
一
盟
、
理
智
不
二
、
向
上
の
終
局
は
自
己
の
本
性
を
額
一
示
し
、
併
々
卒
等
に
関
す

る
に
あ
り
。
此
震
性
を
遠
く
る
を
目
的
と
し
身
偉
物
質
的
の
生
活
は
即
ち
其
手
段
な
り
。

鯵

局
衆
生
の
内
的
性
は
単
純
よ
り
複
雑
に
進
み
、
卒
等
よ
り
差
別
に
向
ひ
、
人
類
中
に
於
て
盆
文
明
に
進
む
に
随
っ
て
個

人
的
資
格
を
重
ん
ず
。

差
別
的
個
性
が
完
全
に
護
達
し
た
る
後
個
人
性
は
い
か
に
進
む
べ
き
や
と
な
れ
ば
、
俳
陀
な
る
大
聖
の
数
ふ
る
所
に

よ
れ
ば
、
向
上
の
終
局
は
、
差
別
た
超
越
し
た
る
員
理
の
極
、
平
等
性
智
に
鯖
入
す
。
自
然
差
別
の
方
面
に
は
差
別
の

程
度
高
き
を
貴
と
び
、
心
霊
界
に
誼
入
す
る
に
は
平
等
の
大
調
和
女
牟
ぶ
。
故
に
俳
教
が
終
局
目
的
に
向
は
し
む
る

に
、
差
別
の
我
を
固
執
し
我
見
我
愛
に
偏
す
る
を
凡
夫
と
云
ひ
、
平
等
無
我
の
員
理
に
契
合
す
る
を
聖
者
と
な
す
。

終
局
目
的
に
輔
趣
す
る
は
い
か
に
理
性
ケ
願
示
す
る
や
と
云
ふ
に
、
小
乗
教
に
よ
れ
ば
、
人
性
の
我
見
差
別
の
性
を

卒等性智

超
紹
し
、
平
等
無
我
の
員
空
寂
滅
の
員
理
に
謹
入
す
。
是
れ
卒
等
性
の
消
極
的
方
面
と
一
致
す
る
に
あ
り
。
若
し
唯
識

に
よ
れ
ば
、
人
の
末
那
の
分
別
我
を
樽
じ
て
、
如
来
平
等
性
に
契
合
す
る
時
は
併
々
平
等
に
輔
す
。
開
門
に
よ
れ
ば
、
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衆
生
の
自
性
本
来
是
併
に
し
て
元
来
煩
悩
な
く
無
漏
の
聖
蓑
自
ら
具
足
す
。
自
性
天
員
の
仰
は
本
よ
り
昧
ら
か
ら
ず

ん
』
。
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差
別
我
と
卒
等
の
園
田
我

大
乗
菩
薩
は
初
護
心
よ
り
僻
果
に
至
る
ま
で
に
差
別
的
人
我
性
と
平
等
の
俳
性
と
の
中
に
、
人
性
を
脱
し
て
霊
性
顕

現
す
る
を
目
的
と
な
す
。
差
別
の
人
性
と
卒
等
の
霊
性
と
を
轍
へ
ば
人
性
は
月
球
の
黒
色
な
る
、
田
監
性
は
(
如
来
性

は
)
太
陽
の
如
し
。
如
来
の
霊
光
顕
示
す
る
に
随
っ
て
人
性
解
脱
す
。
月
の
新
月
よ
り
十
五
日
夜
に
至
る
ま
で
漸
次
に

盈
る
が
如
く
、
菩
薩
が
初
護
心
よ
り
五
十
二
位
の
階
級
あ
る
は
人
性
よ
り
擾
性
盆
額
一
示
す
る
に
程
度
あ
り
。
菩
薩
初
地

よ
り
十
地
等
質
に
至
り
、
十
四
日
の
月
に
例
す
。
満
月
は
是
れ
妙
費
に
し
て
全
く
本
質
の
卒
等
性
智
圃
揃
に
額
は
れ
た

り
。
如
来
性
智
に
関
し
て
、
如
々
の
智
、
如
々
の
理
と
相
際
し
、
一
切
妄
想
分
別
の
夢
醒
め
、
相
待
差
別
の
相
を
超
え

て
、
自
性
天
員
の
天
朗
か
に
本
来
清
浄
の
心
性
即
ち
自
性
の
光
な
る
を
悟
る
。

諸
併
平
等
の
慧
性
ピ
ル
シ
ヤ
ナ
偏
一
切
鹿
大
我
即
是
れ
員
我
な
り
。
純
一
無
雑
の
紳
性
は
即
ち
圃
成
質
性
な
り
。
園

成
賓
性
の
光
明
は
即
ち
大
日
の
平
等
性
智
な
り
。
全
法
界
を
身
と
し
民
如
を
性
と
す
。
大
我
の
光
明
即
ち
性
智
。
小
我

分
別
の
性
と
世
界
相
待
の
我
性
と
は
大
我
卒
等
性
の
一
分
源
。
若
し
一
大
員
我
の
海
水
な
く
ば
相
待
差
別
の
波
無
し
。



く 3>

卒
等
性
智

組
曲
割
理
性
態

如
来
一
切
智
慧
態
の
一
面
な
る
理
性
的
智
態
を
平
等
性
智
と
名
づ
く
。
如
理
智
な
り
。
前
の
園
智
は
紐
劃
観
念
に
し

て
個
人
の
心
象
に
は
観
念
ま
た
認
識
篤
象
と
し
て
賓
現
す
。
個
人
観
念
が
開
護
し
大
観
念
と
相
臨
隠
し
て
宗
教
意
識
は
観

念
的
に
紐
封
依
属
の
地
を
得
た
り
き
。
性
智
は
紐
劃
理
性
に
し
て
、
個
人
の
理
性
の
賓
現
し
、
個
人
の
生
理
機
能
の
精

紳
活
動
た
る
執
震
及
び
感
情
自
費
等
の
生
理
的
着
色
と
な
る
。
此
各
々
世
界
の
各
自
己
を
執
す
る
生
理
機
制
よ
り
着
色

せ
ら
れ
た
る
執
意
感
情
自
費
等
を
超
え
た
る
一
大
自
費
ま
た
一
大
員
我
は
紐
劃
理
性
態
な
り
。

組
制
到
理
性
を
根
底
と
す
る
に
拘
ら
ず
、
天
則
理
性
の
相
待
規
定
の
世
界
に
は
、
物
心
二
瞳
と
な
り
て
、
物
性
に
も
心

性
に
も
性
質
は
種
々
無
量
に
襲
易
し
、
本
同
一
理
性
の
根
底
な
る
も
相
待
的
現
象
の
高
物
に
は
千
差
高
別
の
性
質
を
現

は
す
に
至
る
。
宇
宙
高
類
襲
易
し
分
類
し
分
れ
た
る
各
自
は
、
同
一
性
の
中
に
襲
易
の
傾
き
あ
り
て
全
く
同
一
な
る
に 平等性智167 



非
ら
ず
。
こ
与
に
於
て
分
別
の
心
を
起
し
彼
我
を
執
し
愛
情
好
悪
の
情
を
起
す
。
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天
則
は
同
一
理
性
よ
り
物
心
二
性
と
な
り
、
天
則
に
よ
り
て
種
々
無
量
に
分
類
し
、
此
分
類
の
中
に
襲
易
し
、
大
に

し
て
は
天
睦
の
星
宿
よ
り
小
に
し
て
は
地
球
の
物
々
は
、
襲
易
の
故
に
彼
我
の
見
を
起
し
愛
情
と
な
る
。
空
間
的
に
は

高
類
一
と
し
て
同
一
の
性
相
な
る
も
の
な
き
が
如
く
、
性
質
に
於
て
も
相
ひ
同
じ
か
ら
ず
。
故
に
彼
我
の
分
別
あ
り
。

時
間
的
に
云
へ
ば
、
昨
日
の
我
と
今
日
の
我
と
は
同
一
形
式
の
中
に
内
容
が
襲
易
し
、
生
滅
輔
襲
に
規
定
せ
ら
れ
て
一

定
不
動
の
安
立
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
相
待
規
定
な
る
も
の
は
彼
我
は
相
互
に
制
限
せ
ら
れ
て
無
限
の
理
想
に
障
磁
を

輿
へ
、
生
滅
持
費
の
規
定
は
時
々
動
縛
し
て
不
襲
の
理
性
の
員
を
浸
す
。
こ
与
に
於
て
生
減
努
易
の
中
に
常
住
の
築
地

な
く
、
苦
毒
の
浪
を
起
す
。
相
待
的
に
彼
我
分
別
の
執
着
よ
り
平
等
の
理
性
に
順
は
ず
、
自
他
利
害
の
見
を
起
し
て
罪

悪
を
造
る
に
至
る
。
相
待
分
別
の
性
を
脆
せ
ざ
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
苦
悩
と
罪
悪
の
吠
態
よ
り
解
脱
す
る
に
よ
し
な

し
。
相
待
彼
我
分
別
の
性
情
よ
り
脱
す
れ
ば
、
紐
封
理
性
の
千
等
性
即
ち
紹
封
理
性
の
一
大
員
我
に
超
入
し
て
、
組
封

的
に
空
間
に
相
待
規
定
を
超
え
時
間
生
滅
の
規
定
を
越
え
永
恒
不
襲
の
不
動
の
性
地
を
得
ん
。

前
の
園
智
に
置
入
し
て
は
白
磁
と
一
大
白
観
と
合
一
し
、
観
念
的
に
紐
封
依
属
の
相
象
を
得
た
る
も
、
未
だ
待
比
的

に
彼
我
の
性
情
あ
り
。
時
間
的
に
自
己
が
性
情
費
轄
す
。
今
、
性
智
光
に
よ
り
て
紹
割
前
T等
理
性
の
地
を
得
た
り
。
主

我
執
一
意
よ
り
解
脱
し
、一
切
の
物
と
心
と
主
観
と
客
観
と
は
本
平
等
理
性
に
し
て
、
無
限
空
聞
を
議
し
て
平
等
に
、
無



限
の
時
聞
を
壷
し
て
平
等
に
、
襲
易
な
く
、
善
悪
迷
悟
凡
聖
浄
機
生
滅
等
の
一
切
の
相
待
規
定
を
超
絶
し
、
一
牛
等
湛
然

の
理
性
、
妄
想
分
別
の
波
浪
な
く
、
員
賓
理
性
の
天
零
れ
て
自
性
天
員
の
月
さ
や
か
な
り
。
こ
れ
を
如
来
卒
等
性
智
態

と
な
す
。

紹
封
理
性
が
如
何
に
し
て
相
待
分
別
の
性
質
を
作
る
か
。
ま
た
相
待
分
別
の
性
情
を
脱
し
て
如
何
に
し
て
紹
針
卒
等

理
性
に
蹄
趣
ず
る
こ
と
を
得
ん
。

初
め
に
全
一
一
令
等
理
性
、
二
栢
待
分
別
の
性
、
三
分
別
邸
卒
等
の
理
。

金
一
平
等
理
性

宇
宙
全
一
の
絶
封
理
性
は
本
来
日
来
心
性
平
等
に
し
て
、
彼
我
の
性
あ
る
こ
と
な
し
。
物
心
二
質
、
生
悌
二
性
、
其

根
底
は
卒
等
理
性
な
り
。

主
観
と
客
観
界
と
は
其
根
底
は
卒
等
理
性
に
し
て
、
分
別
の
性
な
く
、
外
界
と
内
界
と
は
、
現
象
に
て
は
異
る
も
、

根
底
に
て
は
一
致
す
。
自
己
の
経
験
に
よ
る
も
人
は
外
観
に
は
物
質
な
る
も
自
ら
内
観
す
れ
ば
心
性
な
り
。
他
の
内
面

は
外
よ
り
知
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
自
己
の
内
観
の
推
論
に
よ
り
て
他
の
内
面
を
知
る
の
外
に
由
な
し
。
一
切
は
同
一
形

卒等性智

に
よ
り
て
生
活
す
る
が
故
に
同
一
理
性
の
一
員
な
る
自
己
の
内
面
の
心
理
な
る
が
故
に
之
が
本
元
た
る
宇
宙
に
し
て
内
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面
は
心
性
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ば
宇
宙
内
面
は
同
一
理
性
な
る
こ
と
を
読
す
ベ
し
。
形
而
上
的
の
麓
明
に
よ
れ

ば
意
識
と
寅
在
と
の
本
質
問
}
な
り
と
す
。
自
己
の
理
性
が
他
の
と
同
じ
き
を
推
し
て
人
類
の
精
紳
生
活
に
よ
り
て
ま

た
他
の
生
物
を
も
推
す
こ
と
を
得
ベ
し
。
他
の
生
物
は
未
だ
護
遣
の
程
度
は
低
き
も
人
類
と
同
じ
形
式
天
則
に
障
っ
て

精
神
生
活
を
営
む
も
の
な
れ
ば
何
れ
も
根
底
は
同
一
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
動
物
の
劣
性
な
る
心
理
的
性
質
は

植
物
と
差
な
く
、
之
が
生
命
を
輿
ふ
る
物
質
元
素
の
細
胞
に
於
て
も
、
植
物
と
動
物
と
は
同
一
に
し
て
水
中
に
在
っ
て

生
活
し
、
細
胞
は
頓
て
植
物
と
も
ま
た
は
生
物
と
も
何
れ
に
も
な
り
得
ベ
き
性
質
な
り
。
斯
く
心
理
内
性
は
進
化
の
原

始
に
遡
り
て
見
れ
ば
機
制
的
な
る
を
越
え
て
無
機
的
天
然
的
原
質
に
も
ま
た
意
志
的
分
子
を
存
せ
ん
。
天
然
現
存
の
中

に
一
切
に
偏
し
て
心
理
内
性
と
な
る
べ
き
本
質
存
在
す
る
こ
と
を
知
る
。

物
質
も
心
質
も
卒
等
理
性
よ
り
賓
現
し
た
る
こ
質
と
す
れ
ば
、
客
観
的
存
在
と
す
れ
ば
、
卒
等
理
性
に
よ
り
て
相
待

理
性
の
約
束
を
脆
し
得
る
な
り
。
物
と
心
と
は
同
物
の
二
質
性
、
主
観
と
客
観
と
は
同
一
理
性
に
し
て
、
相
待
と
紐
封

と
は
其
基
礎
一
致
せ
り
。
生
と
併
と
は
其
根
底
は
卒
等
な
り
。
若
し
寓
差
の
性
質
な
る
も
の
其
質
性
同
一
に
あ
ら
ざ

れ
ば
、
寅
性
は
紐
劃
た
る
能
は
ず
。
相
待
性
の
矯
め
に
碍
ら
る
与
が
故
に
何
ぞ
夫
れ
然
ら
ん
。
相
待
規
定
の
寓
有
と
絶

叫
到
の
理
性
と
其
本
性
各
別
な
ら
ば
、
相
待
規
定
を
脆
し
て
絶
劃
理
性
に
依
属
す
る
こ
と
能
は
ず
。

一
切
の
高
有
は
同
一
理
性
副
ち
如
来
の
卒
等
理
智
を
寅
性
と
せ
ざ
る
な
く
、
ま
た
之
に
統
構
せ
ら
る
。
故
に
ま
た
相

170 



待
規
定
よ
り
出
た
る
性
情
を
脱
し
て
如
来
の
平
等
理
性
に
蹄
趣
す
る
こ
と
を
得
ベ
き
理
性
を
有
せ
り
。

内
界
も
外
界
も
卒
等
な
り
。
相
待
と
紹
劉
と
は
基
礎
致
一
の
故
に
吾
人
が
相
待
を
超
え
て
組
関
に
一
致
す
る
こ
と
を

得
る
と
共
に
、
迷
的
衆
生
の
理
性
と
倍
的
併
陀
と
は
其
根
底
卒
等
理
性
な
り
。
若
し
生
傍
其
質
性
に
し
て
根
本
的
差
別

あ
ら
ん
か
、
五
日
人
は
迷
的
性
を
脱
し
て
悟
的
光
明
性
平
等
性
智
態
に
闘
入
す
る
こ
と
能
は
ず
。
然
る
時
は
理
性
は
紹
劉

な
る
能
は
ず
。
卒
等
性
智
は
紐
封
な
り
。
吾
人
は
天
則
理
性
よ
り
附
せ
ら
れ
た
る
俳
性
が
如
来
の
卒
等
性
智
の
光
に
よ

り
て
開
展
す
る
時
は
、
平
等
性
智
に
致
一
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
識
る
時
は
、
宗
教
意
識
は
天
然
の
相
待
規
定
を
脱

し
て
紹
劃
の
理
性
に
契
合
し
、
解
脱
融
合
軍
化
せ
ら
る
べ
き
理
性
あ
る
こ
と
を
知
る
が
故
に
、
大
に
時
依
し
安
立
す
る

の
理
を
得
た
り
。

平
等
性
と
は
、
内
界
と
外
界
と
、
相
待
と
紐
封
と
、
規
定
と
無
規
定
と
、
生
と
併
と
、
迷
と
悟
と
、
質
性
平
等
に
し

て
絶
封
理
性
な
り
。
理
性
の
光
が
自
性
の
中
の
一
切
を
、
紹
針
理
性
よ
り
、
差
別
の
寓
物
に
賓
現
し
、
而
し
て
卒
等
理

性
自
己
の
光
が
自
性
中
の
一
切
相
待
的
分
別
性
を
開
展
し
て
自
性
に
蹄
趣
せ
し
む
る
理
性
を
卒
等
性
智
と
云
ふ
。

蓄
の
光
に
よ
り
て
照
さ
る
L

時
は
紹
劉
卒
等
性
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

切

平等性智

相
待
分
別
性
質
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紐
封
卒
等
性
が
何
に
よ
っ
て
相
待
的
差
別
の
高
差
の
性
質
と
襲
ず
る
や
。
賓
性
は
無
規
定
に
し
て
ま
た
無
定
相
な
る

も
、
本
質
内
容
に
無
量
の
性
徳
を
具
し
て
、
一
切
能
力
に
賓
現
せ
ら
れ
無
定
相
が
一
切
の
定
相
を
規
定
す
。

理
性
は
唯
一
に
し
て
一
切
差
別
の
性
相
を
包
括
し
、
種
々
に
襲
易
し
分
類
す
。
延
長
し
開
展
す
る
に
随
っ
て
盆
無
量 172 

の
性
を
境
ず
。
併
し
い
か
程
に
襲
縛
す
る
も
其
賓
性
は
卒
等
に
し
て
内
性
不
可
割
に
統
一
せ
ら
る
。
内
性
の
卒
等
態
の

一
分
の
顕
動
的
方
面
に
は
一
切
差
別
の
相
を
襲
現
す
。

同
一
本
性
が
種
々
に
襲
易
す
る
理
を
、
暫
く
物
理
的
に
説
明
せ
ば
、
進
化
読
に
よ
る
に
、
物
質
元
素
の
一
大
元
素
は

車
純
同
一
の
性
質
な
る
、
其
結
合
の
差
異
に
よ
り
て
、
種
々
の
元
素
と
な
り
ぬ
。
一
大
元
素
同
一
の
中
に
相
愛
す
る
も

の
は
接
近
を
欲
し
、
相
憎
む
も
の
は
離
聞
を
欲
す
。
相
愛
す
る
分
は
集
合
し
て
力
の
起
臨
を
生
じ
、
之
を
極
微
の
分
子

と
云
ふ
。
既
に
起
貼
を
生
ず
れ
ば
他
よ
り
も
強
き
力
と
な
り
て
、
愛
す
る
者
は
萌
加
は
り
、
元
素
と
な
り
物
質
と
な

る
。
相
憎
む
分
は
、
合
同
の
痛
め
に
緊
張
せ
ら
れ
て
、
反
抗
の
力
を
生
ず
。
集
る
も
の
盆
集
合
し
て
、
重
厚
と
な
り
、

反
抗
す
る
も
の
は
盆
稀
薄
と
な
る
。
現
に
物
質
は
重
厚
の
極
に
し
て
、
消
極
の
力
を
集
め
て
陰
動
し
、
稀
薄
の
極
は
即

ち
今
日
の
精
気
に
し
て
、
積
極
の
力
を
集
め
、
物
質
に
劃
し
て
陽
動
す
。
宇
宙
現
象
界
は
物
質
と
精
気
と
の
陰
陽
二
動

の
争
ひ
よ
り
出
づ
と
。
陰
陽
二
気
の
別
る
L

所
以
な
り
。

物
質
一
大
元
素
よ
り
、
陰
陽
商
動
の
争
ひ
よ
り
、
地
球
の
冷
却
せ
し
後
光
線
と
電
気
と
の
刺
激
に
よ
り
て
、
生
物
組



織
の
元
質
を
生
じ
、
炭
酸
水
蛍
の
化
合
物
が
元
形
質
の
生
命
と
な
り
て
、
原
始
的
生
物
は
雌
維
の
別
な
く
同
一
の
白
瞳

の
中
に
自
ら
二
性
を
合
畜
し
延
長
し
て
二
っ
と
分
れ
雨
方
共
に
ま
た
二
倒
と
な
り
ま
た
相
ひ
分
れ
て
、
斯
の
如
く
に
分

る
与
繁
殖
作
用
あ
り
。
其
中
に
自
ら
生
殖
的
形
式
あ
る
が
如
し
。

同
一
細
胞
が
進
化
し
偶
性
を
な
す
に
至
り
し
は
進
化
読
に
よ
れ
ば
生
物
繁
殖
作
用
に
身
燈
組
織
の
物
的
襲
易
の
理
法

あ
り
。
併
殺
に
所
謂
異
熱
性
の
如
し
。
物
が
異
種
に
媛
、
ず
べ
き
理
法
な
り
。
異
種
に
愛
現
す
る
に
は
必
ず
内
性
に
繁
易

を
生
じ
た
る
hや
疑
ひ
な
し
。
此
の
繁
易
理
性
が
寛
に
雌
雄
の
雨
性
と
獲
じ
雨
性
の
偶
合
に
よ
り
て
雨
性
の
感
腔
に
よ
り

て
ま
た
之
に
麿
化
し
ま
た
前
の
形
質
に
類
似
す
る
形
性
を
遺
停
す
。
例
数
に
之
を
等
流
と
一
五
ふ
。
雌
雄
両
性
は
本
同
一

性
が
努
力
に
よ
り
同
類
の
静
争
が
自
然
に
襲
易
し
て
陰
陽
剛
柔
の
性
と
な
り
、
其
内
性
を
表
す
る
相
に
於
て
も
雌
雄
は

其
相
貌
を
異
に
す
。
雌
維
は
物
的
生
命
の
性
を
異
に
す
る
と
共
に
心
性
に
於
て
相
異
れ
り
。

生
物
皐
者
の
ヘ
ツ
ケ
ル
日
く
、
生
物
の
原
始
に
存
す
る
雌
雄
の
細
胞
が
相
慕
ふ
力
は
一
克
素
の
調
和
力
よ
り
来
る
と
一
五

平
等
理
性
態
が
繁
現
す
る
寓
物
に
は
種
々
の
有
機
的
機
能
に
複
雑
な
る
緊
合
的
素
質
の
痛
め
に
着
色
せ
ら
れ
て
千
差

平等性智

ふ
の
外
に
解
し
難
し
と
。
最
も
進
化
せ
る
人
類
の
男
女
相
慕
ふ
情
は
ま
た
此
力
の
護
達
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ず
と
。

高
別
の
性
質
を
現
す
に
至
る
。

人
の
先
天
的
性
質
に
種
々
に
差
異
あ
る
は
、
物
質
的
に
関
係
あ
る
こ
と
、
先
天
に
は
遺
俸
と
し
て
性
質
を
類
似
せ
し
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め
、
精
神
的
組
織
に
も
身
睦
の
組
織
に
も
、
紳
経
質
と
粘
液
質
と
は
陰
気
に
し
て
、
多
血
と
膿
汁
な
る
は
陽
気
な
る
如

き
、
後
天
に
も
年
齢
の
襲
移
に
よ
り
、
身
心
疲
鈴
営
養
不
充
分
の
矯
め
に
、
機
能
朕
態
の
襲
化
を
生
じ
、
ま
た
疾
病
等

の
矯
め
に
性
質
を
襲
化
す
る
こ
と
あ
り
。
何
れ
に
し
て
も
物
質
と
精
紳
と
の
性
質
上
に
関
係
あ
る
こ
と
は
守
ふ
べ
か
ら

ず
。
物
心
二
質
は
卒
等
性
な
れ
ば
な
り
。

後
天
に
精
紳
生
活
の
性
格
を
襲
ず
る
機
制
的
生
理
的
の
機
能
の
精
神
活
動
の
記
憶
性
格
心
情
等
。
性
格
と
は
一
定
の

動
機
に
印
象
し
之
に
相
嘗
せ
る
動
機
を
起
さ
し
む
る
脳
障
分
子
の
素
養
な
り
。
心
情
と
は
一
定
の
感
情
的
印
象
が
同
様

の
感
情
を
再
護
せ
し
む
る
脳
臆
分
子
の
素
養
。
斯
る
精
神
状
態
は
生
理
規
定
の
複
合
の
機
能
に
し
て
生
理
機
制
に
混
合

の
結
果
な
り
。
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意
識
的
自
費
人
絡
は
相
待
な
る
有
限
の
機
制
に
の
み
、
意
識
は
知
魔
に
規
定
せ
ら
れ
内
容
は
感
魔
的
形
式
を
離
れ
、

感
費
よ
り
受
し
寓
象
も
内
部
の
活
動
す
る
も
の
も
人
の
感
魔
は
相
待
的
受
感
性
、
自
費
は
一
定
の
内
容
を
有
す
る
意
識

に
し
て
相
待
世
界
意
識
に
生
ず
べ
き
精
神
生
活
に
し
て
、
我
を
意
識
せ
ば
之
に
封
比
す
る
非
我
を
立
〈
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
此
に
於
て
主
我
の
意
識
は
天
然
生
活
を
支
配
す
。

唯
一
誠
論
に
末
那
と
云
ふ
。
彼
我
を
分
別
す
る
精
神
な
り
。
主
我
に
よ
り
て
我
撰
我
見
我
慢
我
愛
等
の
執
一
意
的
感
情
起

る
。
此
に
願
望
不
快
感
等
す
べ
て
の
封
比
的
感
情
は
主
我
に
よ
り
て
生
ず
。
ま
た
愛
情
惨
忍
好
悪
幹
哀
等
は
彼
我
分
別



よ
り
起
る
べ
き
感
情
な
り
。
ま
た
記
憶
心
情
性
格
一
意
識
自
費
感
情
等
の
人
格
的
精
紳
生
活
を
必
要
と
し
て
有
す
る
も
の

は
卒
等
性
が
生
理
機
制
の
複
雑
な
る
乗
合
中
に
襲
現
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。
是
等
の
精
神
性
質
な
る
も
の
は
卒
等
理
智

を
離
れ
て
其
れ
が
本
性
能
あ
る
に
非
ざ
る
も
、
機
制
的
着
色
の
も
の
を
平
等
性
と
は
簡
別
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
人
格
に

は
自
費
主
我
に
属
す
る
封
比
的
感
情
及
び
一
意
識
甚
だ
多
し
。
人
格
意
識
は
理
想
の
向
上
す
る
に
随
っ
て
椙
待
的
規
定
の

拘
束
に
満
足
す
る
こ
と
能
は
ず
。

人
格
丑
忠
誠
は
天
則
の
理
性
よ
り
出
で
て
後
に
掃
趣
の
理
性
あ
る
方
便
と
し
て
は
必
要
な
る
も
の
な
り
。
人
格
一
意
識
に

よ
り
て
天
則
の
精
神
生
活
は
相
互
の
競
争
に
よ
り
て
進
化
向
上
し
て
枇
舎
的
生
活
人
類
的
生
活
と
な
り
で
は
盆
卒
等
性

が
天
則
の
中
に
現
は
れ
来
り
し
も
の
な
り
。

本
来
人
類
は
同
一
理
性
が
生
命
進
化
の
天
則
に
よ
り
て
数
多
分
類
し
種
々
に
饗
易
し
い
か
に
襲
化
す
る
も
同
一
の
形

式
よ
り
進
化
し
た
る
も
の
な
り
。
生
命
進
化
の
潟
に
分
類
襲
化
し
た
る
も
の
は
終
局
目
的
に
は
相
待
的
主
我
人
格
的
一
意

識
を
超
越
し
て
平
等
理
性
に
蹄
ず
る
こ
と
を
う
。

心
接
的
生
活
に
進
み
て
護
達
し
た
る
理
想
即
ち
宗
教
怠
誠
は
天
然
の
生
活
の
理
性
に
は
満
足
す
る
こ
と
能
は
ず
。
主卒等性智

我
意
識
は
盆
向
上
な
る
理
想
を
鹿
倒
す
。
主
我
の
根
底
に
立
っ
て
高
尚
な
る
理
想
無
限
を
希
望
す
る
如
き
は
到
底
自
家

撞
着
を
兎
る
L

こ
と
能
は
ず
。
人
格
自
費
及
び
天
然
一
意
識
に
依
層
せ
る
相
待
規
定
を
脱
し
て
結
封
理
性
に
依
層
せ
ん
に
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は
、
自
費
の
根
底
た
る
理
性
を
聞
き
て
卒
等
性
智
に
鯖
入
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

性
智
は
一
切
の
白
魔
的
意
識
を
聞
き
て
紐
封
理
性
の
大
安
立
の
地
を
得
せ
し
め
ん
が
矯
め
の
光
明
な
り
。
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分
別
創
平
等
性

鍋
趣
の
理
性

有
限
人
格
的
意
識
自
費
は
相
待
規
定
に
出
で
た
る
性
格
心
情
生
理
機
能
の
着
色
に
よ
り
で
な
り
。

界
的
一
意
識
を
生
ず
る
も
其
生
理
規
定
の
賓
性
は
一
切
を
包
括
す
る
統
一
的
平
等
理
性
な
り
。

宗
教
一
意
識
に
感
情
及
び
性
格
に
於
て
固
満
に
完
全
を
求
む
。
然
る
に
其
不
満
不
快
感
は
局
部
的
心
象
の
上
に
の
み
見

る
べ
き
も
、
之
を
脱
し
て
園
瀬
に
完
全
な
る
朕
態
に
到
ら
ん
と
欲
せ
ば
賓
性
な
る
卒
等
性
に
合
一
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

天
然
の
一
一
意
識
は
未
だ
自
己
本
来
卒
等
性
の
個
睦
現
な
る
こ
と
を
識
ら
ず
、
賞
に
主
我
を
執
し
不
快
の
感
情
不
満
の
意

志
は
と
て
も
脱
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。

一
切
の
自
費
は
世

自
費
開
展
し
、
自
己
全
く
卒
等
性
の
局
部
賓
現
に
し
て
、
表
面
は
伺
人
の
如
く
な
る
も
内
面
不
可
割
に
平
等
性
に
一

致
し
た
る
一
意
識
は
、
相
待
を
脱
し
て
絶
待
依
止
の
地
を
得
た
る
な
り
。
先
の
自
観
が
一
大
自
観
に
実
合
し
観
念
的
に
紐

封
観
念
態
を
意
識
せ
る
よ
り
は
、
卒
等
性
観
に
は
自
己
の
本
性
が
全
く
絶
調
理
性
と
同
一
理
性
に
し
て
、
如
来
は
紐
封

自
己
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
う
ベ
し
。
自
己
と
組
関
理
性
と
同
一
の
理
性
な
れ
ば
な
り
。
自
費
な
る
も
の
は
彼
に
劃
比
す



る
自
売
を
超
え
て
絶
封
自
売
を
賓
性
と
す
る
が
故
に
宇
宙
と
し
て
一
大
員
我
な
ら
ざ
る
な
し
。
平
等
性
智
の
光
に
て
小

我
の
迷
執
蕎
る
L

時
我
即
ち
一
大
員
我
の
個
人
現
な
り
と
知
る
。

主
観
と
客
観
と
、
相
待
と
絶
劃
と
は
、
同
一
理
性
に
し
て
空
間
無
限
の
世
界
を
通
じ
時
間
無
限
に
貫
徹
し
て
獲
易
あ

る
こ
と
な
し
。
全
く
卒
等
性
智
現
ず
る
時
は
、
無
限
の
空
聞
を
憲
し
て
自
己
の
有
限
も
同
一
理
性
な
る
を
知
る
べ
し
。

本
来
平
等
性
智
は
一
切
高
差
を
通
じ
て
理
性
卒
等
自
性
の
智
態
な
ら
ざ
る
も
の
な
し
。
然
る
に
衆
生
は
自
己
の
性
智

を
異
性
と
す
る
に
拘
ら
ず
、
迷
に
依
っ
て
自
ら
分
別
し
て
、
主
我
を
計
し
彼
我
を
隔
て
、
物
と
心
と
を
異
と
し
、
依
と

正
と
の
二
性
を
見
る
。
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
生
滅
費
時
究
り
な
し
。
抑
も
自
己
は
是
れ
卒
等
性
智
態
な
り
と
意
識
せ
ざ

り
し
が
故
な
り
。
自
性
の
最
深
の
根
底
を
究
む
る
時
は
卒
等
性
智
光
を
放
ち
て
照
す
。
即
ち
知
る
天
地
同
根
、
高
物
一

糧
、
生
傍
不
二
、
依
正
同
一
、
物
心
一
致
の
平
等
性
即
ち
自
己
の
質
性
な
る
こ
と
を
。

生
備
不
ニ
性

衆
生
は
天
然
素
質
に
覆
は
れ
て
垢
識
の
性
格
た
り
。
併
陀
は
一
切
の
垢
質
脱
却
し
て
員
善
の
霊
性
態
な
り
。
然
れ
ど

も
主
我
に
属
す
る
垢
質
を
脱
し
て
自
己
の
根
底
に
掃
入
す
る
時
、
紐
封
員
我
如
来
の
寒
性
と
冥
合
し
、
能
舗
の
心
性
と

所
輔
の
霊
性
と
は
卒
等
の
理
性
な
り
。
但
し
主
我
迷
妄
の
み
あ
っ
て
分
別
の
妄
見
の
波
浪
を
起
す
。
妄
我
の
波
静
り
て 卒等性智177 



自
性
清
浄
の
民
我
の
海
は
湛
然
と
し
て
浩
瀞
と
し
て
涯
り
な
く
三
際
を
壷
し
て
襲
易
な
し
。
此
に
於
て
初
め
て
自
性
員

我
の
交
に
逢
ふ
て
本
来
自
己
如
来
の
能
子
な
り
し
を
知
る
。
自
性
の
底
無
限
な
れ
ば
洋
々
た
る
敷
喜
は
胸
中
に
湧
き
出

で
新
鮮
な
る
活
気
温
厚
な
る
和
風
風
静
に
八
紘
を
歌
ひ
、
紐
封
員
我
の
員
善
の
泉
源
よ
り
善
湧
出
し
、
員
性
は
不
襲
に

し
て
永
恒
常
然
。
至
善
は
高
徳
の
掃
す
る
所
の
海
に
し
て
ま
た
一
切
の
道
徳
を
生
じ
、
内
外
不
二
、
生
悌
一
午
等
、
相
待

規
定
を
離
れ
紐
封
無
規
定
卒
等
の
性
地
に
超
入
し
、
自
己
は
是
れ
卒
等
性
智
の
一
化
現
、
生
物
規
定
の
有
儀
依
身
は
相 178 

待
規
定
の
約
束
に
濯
轄
す
る
も
、
員
我
の
空
は
普
く
十
方
に
通
じ
三
際
に
徹
し
て
、
去
る
も
な
く
来
る
も
な
く
、
常
恒

不
動
に
し
て
大
安
心
の
地
な
る
平
等
性
智
を
得
た
り
。
之
を
生
悌
平
等
の
性
智
を
得
た
り
と
云
ふ
。
此
の
紐
封
理
性
の

智
態
は
個
人
自
費
の
憲
に
は
一
大
自
費
と
意
識
せ
ら
れ
、
ま
た
一
大
員
我
と
目
せ
ら
る
。
此
の
泉
源
よ
り
感
情
に
は
無

限
の
霊
幅
を
流
出
し
常
恒
不
断
に
宗
教
的
感
情
を
安
立
し
無
限
の
蜜
幅
を
賓
現
す
。

知

* 
性
智
の
本
相
絶
封
理
性
態
は
一
切
を
超
絶
し
た
る
が
故
に
、
吾
人
の
生
理
的
性
能
と
相
待
意
識
と
は
卒
等
性
智
を
説

明
す
る
こ
と
能
は
ず
。
但
し
自
ら
謹
入
し
て
自
性
と
紐
封
自
性
と
冥
合
し
て
自
ら
之
を
謹
し
之
を
意
識
せ
ん
の
み
。

切
分
別
の
性
を
離
れ
た
る
自
性
即
ち
自
ら
冥
合
的
に
一
致
す
べ
き
性
智
は
本
来
清
浄
に
し
て
慮
徹
霊
照
自
性
天
員
。



本
来
純
粋
至
精
平
等
理
性
智
態
即
ち
如
々
の
性
と
如
々
の
智
と
の
み
あ
っ
て
法
界
に
周
偏
す
。
生
物
機
能
の
性
質
に

は
主
我
及
び
是
に
属
す
る
執
一
意
感
情
等
の
人
格
的
性
格
の
痛
に
覆
は
れ
て
員
性
を
現
は
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
が
、
平
等

性
の
光
の
よ
く
是
を
開
展
し
て
其
契
機
と
な
り
て
個
人
の
員
性
を
額
示
す
。

紐
割
卒
。
等
理
智
の
頴
現
た
る
寓
類
の
中
に
、
三
悪
は
理
性
潜
伏
し
て
闇
黒
の
朕
態
と
な
り
、
人
に
は
生
理
機
能
人
格
、

自
費
人
格
理
性
と
し
て
現
は
る
。
生
理
的
着
色
を
兎
れ
ず
。
二
乗
は
偏
員
空
性
消
極
の
片
面
を
謹
す
。

俳
陀
は
平
等
性
智
は
絶
射
に
し
て
一
切
蔦
有
の
自
性
に
し
て
、
此
の
理
性
は
凝
然
員
如
に
非
ず
、
即
ち
一
大
貝
我
に

し
て
、
如
来
の
千
等
性
智
は
至
員
に
し
て
、
一
切
の
迷
妄
一
切
虚
限
の
性
を
脱
し
超
然
と
し
て
至
員
な
り
。
如
来
の
性

智
は
一
切
生
理
的
罪
悪
の
拭
態
を
超
絶
し
て
至
高
善
の
み
。
不
霊
一
帽
の
状
態
を
越
え
て
至
美
態
な
り
。

性
智
の
用

人
が
天
然
及
び
垢
質
の
心
理
的
朕
態
を
脱
せ
ん
と
せ
ん
に
は
、
此
の
性
智
光
に
よ
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
光
は
紳
的

照
鑑
と
し
て
、
個
人
の
理
性
に
現
ず
。
人
に
宿
罪
と
賎
命
と
あ
り
。
此
天
然
を
超
て
完
全
に
道
徳
的
性
格
と
な
ら
ん
に

は
、
自
由
と
必
至
と
の
致
一
を
認
識
し
、
如
来
の
本
質
即
ち
卒
等
性
智
態
を
直
観
し
、
之
に
騎
命
し
、
此
の
性
智
の
中

に
動
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
高
徳
な
り
。
悪
と
は
主
我
に
支
配
せ
ら
る

L

の
調
に
し
て
、
善
と
は
如
来
性
智
に
支
配

卒等性智179 



せ
ら
る
与
理
性
。
自
己
の
自
由
を
知
ら
ず
、
世
界
の
勢
力
に
支
配
せ
ら
る
与
人
は
黒
閣
の
肢
に
、
如
来
の
員
我
に
一
致

し
た
る
精
神
は
自
由
な
り
。
悪
の
根
本
た
る
主
我
よ
り
善
に
轄
ず
る
に
は
自
己
の
根
底
た
る
性
智
を
開
示
す
る
の
外
な

し
。
他
律
的
や
随
意
撰
揮
の
能
く
す
る
所
に
非
ず
。
自
己
が
性
智
に
従
ひ
心
霊
の
自
由
に
動
く
は
道
徳
態
な
り
。
個
人

一
一
意
志
に
悪
の
護
生
す
る
は
、
一
切
能
の
力
に
よ
り
賓
現
せ
る
個
人
精
神
の
主
我
よ
り
起
る
も
の
な
り
。
然
れ
共
絶
封
賓

性
は
至
善
の
故
に
人
の
天
性
な
る
相
待
的
の
悪
は
脱
却
の
矯
め
の
悪
に
し
て
、
至
善
の
目
的
を
願
は
す
痛
め
の
方
便
の

み
。
終
局
目
的
に
は
紐
割
に
闘
す
べ
き
理
性
あ
り
。
之
に
到
る
世
界
過
程
に
は
善
悪
の
闘
争
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

善
悪
の
闘
争
は
鎖
垢
を
脱
却
せ
ん
が
如
く
、
性
差
同
を
顧
は
す
爵
の
手
段
な
り
。
終
局
至
善
に
到
達
す
る
を
目
的
と

す
。
世
界
は
自
由
と
必
至
に
よ
り
て
進
行
す
。
其
目
的
は
如
来
の
慈
悲
な
り
。

宗
教
道
徳
と
は
共
性
の
最
高
朕
態
は
一
切
の
劃
比
を
滅
し
、
組
封
致
一
に
鯖
し
、
卒
等
性
智
に
入
り
、
性
智
の
個
人

一
切
の
一
意
志
感
情
を
支
配
す
る
に
至
る
は
是
れ
道
徳
態
な
り
。

と
し
て
、

歪
量
四
態

併
殺
三
論
家
は
客
睦
を
至
員
の
性
智
態
と
し
て
紐
封
心
霊
を
見
る
。
日
く
森
然
た
る
高
象
の
差
別
は
波
浪
の
大
海
に

立
つ
が
如
く
波
浪
の
大
海
に
高
差
の
波
を
現
ず
。
寅
象
は
無
象
な
り
。
高
差
は
質
性
卒
等
を
性
と
す
。

一
切
の
相
は
卸
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ち
員
空
、
空
が
即
色
な
り
と
Q

高
象
を
浪
じ
て
一
切
の
戯
論
を
八
不
に
超
え
、
質
性
一
如
の
理
を
照
す
。
心
性
の
不
生

を
悟
り
、
境
智
の
不
異
を
知
る
。
心
は
前
後
際
を
求
む
る
に
不
可
得
な
り
。
大
海
の
浪
は
随
縁
よ
り
起
る
。
随
縁
の
蔦

差
は
水
性
本
来
平
等
な
り
と
悟
る
。
三
論
に
は
一
切
の
相
を
混
じ
て
員
性
千
等
に
悟
入
す
る
を
宗
致
と
す
。

天
蓋
に
は
寂
光
、
如
来
は
境
と
智
と
を
融
し
心
性
を
知
見
し
、
寂
に
し
て
能
く
照
す
、
照
に
し
て
寂
な
り
、
鹿
化
は

随
縁
に
現
じ
て
而
も
寂
な
り
。
質
性
は
水
の
如
し
。
高
象
は
影
の
如
し
。
影
と
澄
水
と
不
二
、
境
即
智
、
智
即
一
境
、
一
境

智
本
卒
等
な
り
と
照
す
を
極
致
と
す
。

華
巌
は
重
々
無
意
の
理
を
説
く
も
、
蹄
す
る
所
は
因
分
可
説
、
果
分
は
甚
深
に
し
て
読
く
べ
か
ら
ず
。
宗
教
の
輔
す

る
所
卒
等
の
質
性
に
あ
り
。

宗
教
一
意
識
の
求
む
る
所
、
紹
封
自
己
に
蹄
せ
ん
と
す
る
に
は
、
卒
等
性
智
に
よ
る
に
非
ざ
れ
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
物
心

二
な
る
は
紹
封
に
非
ず
。
依
正
二
な
る
は
封
比
的
な
り
。
一
切
相
待
規
定
を
脱
し
時
間
に
空
間
に
組
関
理
致
に
到
っ
て
、

大
安
心
の
地
を
得
ん
に
は
卒
等
性
智
に
よ
り
て
始
め
て
達
す
る
こ
と
を
得
ん
。
是
れ
性
知

H
を
圃
智
の
次
に
説
明
す
る
所

以
な
り
。

卒等性智

く 4)

卒
等
性
智
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性
智
は
宇
宙
心
の
内
性
、
即
ち
宇
宙
心
は
如
来
の
自
性
に
し
て
、
現
象
界
の
相
待
差
別
の
高
物
の
根
底
自
性
な
り
。

宇
宙
を
表
面
の
現
象
よ
り
見
れ
ば
、
紛
々
擾
々
無
数
雑
多
に
差
別
の
性
相
を
呈
す
。
副
ち
天
鐙
の
如
き
地
上
の
動
植
物

182 

の
如
き
種
々
雑
多
の
性
を
な
す
も
、
こ
は
産
出
せ
ら
れ
た
る
物
々
の
性
に
し
て
、
是
を
産
出
す
る
の
根
底
は
純
一
無
雑

平
等
性
な
り
。

卒
等
性
が
世
界
蔦
物
に
劃
す
る
に
三
義
あ
り
。
然
も
性
智
の
徳
を
彰
す
。

一
、
性
智
は
相
待
差
別
背
向
性
の
根
底
。

一
切
の
有
機
物
の
生
成
は
根
底
よ
り
自
渡
的
。

二
、
性
智
は
相
待
差
別
の
寓
法
を
統
顕
す
。

内
性
に
高
差
を
統
制
す
る
理
性
な
り
。

三
、
性
智
は
一
切
生
命
を
向
上
し
終
局
目
的
に
は
平
等
性
に
向
は
し
む
。

内
性
よ
り
開
後
す
べ
き
理
性
存
せ
り
。

平
等
性
智
は
宇
宙
心
の
自
性
、

一
切
個
々
の
内
性
な
り
と
す
。

性
智
は
人
の
心
理
に
比
し
て
言
は
ば
理
性
に
相
嘗

す
。
ま
た
人
の
内
性
な
り
。
自
我
ま
た
自
費
に
比
例
す
ベ
し
。

宇
宙
の
本
睦
自
性
の
智
な
り
。
平
等
性
と
は
差
別
性
に
反
封
す
る
理
性
。
宇
宙
に
自
然
界
の
相
待
差
別
と
之
が
根
底



統
一
な
る
卒
等
性
あ
る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。

相
劃
差
別
性
と
組
封
卒
等
の
性
と
を
分
別
し
、
差
別
性
の
高
物
は
紐
劃
卒
等
性
を
根
底
と
し
、
ま
た
之
に
統
制
せ
ら

れ
、
然
し
て
終
局
目
的
と
し
て
は
紹
封
の
自
性
に
師
趣
せ
し
む
べ
き
理
性
存
す
る
こ
と
を
論
ぜ
ん
。

初
め
に
差
別
と
平
等
と
の
二
性
を
分
別
せ
ん
に
、
暫
く
唯
識
論
等
の
三
性
の
名
を
蒋
り
て
、
宇
宙
の
本
盟
及
び
現
象

界
の
寓
有
の
性
を
分
た
ん
。
三
性
と
は
偏
執
性
と
依
他
起
性
と
固
成
賓
性
と
是
な
り
。
初
め
二
性
は
自
然
界
の
高
物
に

具
有
す
る
性
、
後
の
質
性
と
は
宇
宙
の
本
睦
即
ち
如
来
の
自
性
な
り
。
自
性
と
は
本
然
自
爾
の
性
徳
な
り
。
後
天
に
生

成
し
た
る
性
に
あ
ら
ず
。
ま
た
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
て
成
り
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
放
に
自
性
と
云
ふ
。

初
の
偏
性
と
依
他
起
性
の
二
性
は
自
然
の
有
機
物
よ
り
ま
た
自
然
界
の
寓
有
に
通
じ
て
有
す
る
性
。
今
依
他
起
性
を

世
界
性
と
名
づ
け
、
偏
性
を
個
性
ま
た
人
性
と
名
づ
け
、
而
し
て
こ
の
二
性
を
分
別
せ
ん
。

依
他
起
性
と
は
、
世
界
の
寓
物
は
、
是
非
と
も
相
掛
規
定
と
て
、
因
と
縁
と
が
相
依
り
て
闘
係
に
よ
り
て
生
成
す
。

因
濁
り
成
ら
ず
、
必
ず
縁
を
霜
り
て
由
っ
て
以
て
生
や
す
。
例
へ
ば
地
球
の
有
機
物
が
太
陽
の
能
力
に
縁
ら
ざ
れ
ば
護
育

す
る
こ
と
能
は
ず
。
陰
陽
二
気
相
ひ
調
和
し
雌
雄
雨
性
相
交
て
生
成
す
る
が
如
し
。
依
他
と
は
原
因
な
る
自
性
が
自
己

と
異
る
他
性
と
の
闘
係
に
よ
り
て
成
る
如
く
陰
に
侍
す
れ
ば
陽
気
は
他
性
な
り
、
雌
性
に
侍
す
れ
ば
雄
性
は
異
性
な
る

が
如
し
。
自
然
界
の
蔦
物
は
一
と
し
て
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
有
る
こ
と
な
し
。
之
を
因
縁
所
生
の
法
と
云

卒等性智183 



ふ
。
是
れ
世
界
自
然
の
性
な
る
故
に
世
界
性
と
云
ふ
。
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次
に
偏
執
性
ま
た
人
性
個
韓
性
。
世
界
性
な
る
依
他
起
性
に
は
、
本
資
性
の
相
異
な
る
も
の
が
相
依
り
、
こ
の
交
感

よ
り
成
生
す
る
所
の
個
々
に
は
、
化
皐
上
の
水
素
と
酸
素
と
化
合
し
て
或
る
水
を
成
す
如
く
、
ま
た
緒
兵
の
赤
色
と
青

色
と
の
調
合
の
如
く
に
、
一
切
の
無
機
物
有
機
物
を
通
じ
て
、
因
縁
相
ひ
依
り
て
成
せ
る
結
果
た
る
物
々
に
、
各
自
の

特
殊
性
を
成
す
こ
と
は
理
の
自
然
な
り
。
こ
は
世
界
性
の
如
く
普
遍
性
に
あ
ら
ず
。
世
界
普
遍
性
と
云
ふ
は
、
陰
陽
二

気
雌
雄
雨
性
の
交
感
に
よ
り
て
生
物
を
護
生
す
る
如
き
は
、
何
な
る
生
物
に
も
遁
じ
て
代
ふ
べ
か
ら
ざ
る
理
性
な
り
。

然
る
に
第
三
の
個
性
に
至
つ
て
は
特
殊
的
に
し
て
寓
人
各
々
特
別
の
性
を
菓
く
。
父
母
の
因
縁
よ
り
子
を
生
ず
る
は
普

遁
性
な
れ
ど
も
、
其
子
の
菓
く
る
所
の
資
性
に
つ
き
て
は
特
殊
的
な
り
。

差
別
の
個
人
性
は
一
切
の
有
機
即
ち
動
物
或
は
植
物
一
々
悉
く
特
殊
的
の
性
を
有
せ
ざ
る
は
な
か
る
べ
し
。
極
め
て

微
少
な
る
動
物
の
如
き
は
千
寓
の
敷
を
も
て
褒
め
何
も
悉
く
同
一
の
性
な
る
が
如
く
に
思
は
る
れ
ど
も
、
其
内
性
に
至

つ
て
は
決
し
て
普
遍
性
の
裏
に
特
殊
性
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
天
則
の
理
性
が
自
然
界
を
護
展
せ
ん
に
は
、
不
識
的
卒
等

よ
り
差
別
の
方
に
向
っ
て
護
達
す
。
故
に
劣
性
な
る
生
物
よ
り
は
盆
々
高
等
の
生
物
に
進
む
に
随
っ
て
、
各
自
の
特
殊

的
の
性
能
を
願
著
に
す
。
殊
に
人
類
に
至
っ
て
愈
特
殊
性
を
著
す
個
性
の
主
之
を
我
と
な
す
。
人
は
個
人
性
の
特
殊
な

る
に
ま
た
普
備
的
に
我
を
執
す
。
我
執
は
人
類
の
普
繍
性
な
れ
ど
も
、
此
我
を
構
成
す
る
費
性
に
於
て
ま
た
特
殊
的
な



り
。
其
は
個
人
を
構
成
す
る
資
性
各
々
同
一
な
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
無
量
の
伺
が
各
自
濁
立
し
て
我
を
執
す
。切

の
個
人
が
い
か
に
其
性
資
が
能
く
似
る
と
雌
も
全
く
同
一
な
る
は
あ
ら
ず
。
世
界
無
数
億
の
人
々
中
一
と
し
て
形
気
の

資
性
特
殊
的
な
ら
ざ
る
な
し
。
此
理
は
濁
り
人
類
に
止
ま
ら
ず
一
切
の
生
物
に
も
推
す
事
を
得
ベ
し
。
人
性
の
異
り
は

其
面
の
如
く
一
人
と
し
て
同
一
な
る
は
な
か
る
べ
し
。
近
年
犯
罪
人
の
揖
印
を
徴
査
す
る
に
、
人
の
指
尖
の
紋
理
は
各

自
悉
く
異
様
を
な
し
て
、
彼
此
相
一
致
す
る
如
く
に
似
る
も
の
六
百
四
十
億
の
中
僅
か
に
一
個
の
割
合
な
り
と
す
。
次

に
他
の
動
物
は
ま
だ
(
意
識
的
生
活
に
入
ら
ざ
る
を
以
て
意
識
的
主
我
な
ら
ざ
る
も
、
個
々
の
特
殊
的
濁
立
性
の
存
す
る

事
は
決
し
て
否
定
す
べ
か
ら
ず
向
ほ
之
を
横
げ
て
一
切
の
植
物
に
も
及
ぼ
し
て
個
々
特
殊
性
の
存
し
て
人
と
同
じ
き
性

が
伏
在
す
る
事
は
理
に
於
て
許
さ
る
べ
し
。

生
物
を
構
成
す
る
有
機
が
種
々
の
因
縁
に
よ
り
て
一
切
の
個
々
は
特
殊
的
差
別
性
を
な
す
、
之
を
機
制
我
と
す
。

切
の
機
制
我
が
相
互
に
自
他
を
角
立
し
彼
我
を
封
比
す
。
性
に
於
て
此
の
相
互
の
懸
隔
は
世
界
差
別
の
方
面
よ
り
は
と

て
も
全
く
接
近
致
一
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
各
自
の
根
底
な
る
内
性
を
聞
き
て
卒
等
の
自
性
に
入
っ
て

初
め
て
接
近
一
致
す
る
こ
と
を
う
ベ
し
。

卒等性智

固
成
賓
性
と
は
紳
性
ま
た
は
如
来
性
と
云
ひ
、
前
の
偏
依
二
性
の
根
底
な
り
。

一
切
の
特
殊
的
個
々
の
性
は
自
然
に
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普
遍
的
に
し
て
因
縁
の
相
闘
に
よ
り
て
生
成
せ
り
。
こ
の
根
底
た
り
統
一
た
る
園
成
質
性
は
宇
宙
寓
有
の
最
終
根
底
に



し
て
、
世
界
寓
物
は
相
掛
規
定
即
ち
因
と
縁
と
の
関
係
を
離
れ
て
生
成
せ
る
物
一
と
し
て
あ
る
こ
と
な
し
。
然
る
に
之

が
根
底
た
る
賞
睦
の
本
性
は
、
因
縁
よ
り
成
り
た
る
も
の
に
非
ず
。
故
に
相
劃
を
超
え
て
紐
劃
無
規
定
な
り
。
宇
宙
全

一
の
本
腫
に
し
て
、
固
揃
に
し
て
依
く
る
慮
な
し
。
本
然
本
有
の
理
性
な
れ
ば
造
作
を
離
る
、
故
に
成
と
云
ふ
。
自
然

現
象
界
の
高
物
は
生
滅
襲
化
極
り
な
く
、
常
住
な
る
も
の
あ
る
こ
と
な
し
。
然
る
に
本
性
は
も
と
永
恒
不
襲
恒
久
遁
在

統
一
卒
等
の
員
理
の
性
の
故
に
紳
性
或
は
賓
性
と
日
ふ
。
質
性
は
相
待
規
定
を
超
て
紐
封
無
規
定
、
紹
劃
の
園
性
は
一

切
差
別
を
離
れ
た
る
故
に
不
等
性
な
り
、
然
ら
ば
一
切
の
根
底
は
穂
べ
て
の
規
定
を
超
え
差
別
を
紐
し
た
る
卒
等
性
智

即
ち
絶
封
理
性
と
も
云
ふ
ベ
し
。
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賓
性
は
時
間
空
聞
を
超
え
一
切
差
別
を
紹
し
紐
劉
卒
等
、
宇
宙
と
し
て
同
一
の
自
性
な
ら
ざ
る
な
し
。
故
に
ま
た
大

我
と
名
づ
く
。
全
一
大
我
に
は
自
己
の
外
に
一
一
物
も
あ
る
事
な
し
。
然
る
に
本
性
は
内
我
の
如
き
心
要
素
を
離
れ
た

り
。
故
に
組
劉
理
性
と
云
ふ
。
之
を
質
性
と
な
す
。

紳
性
は
前
二
性
に
劃
し
、
根
底
寅
睡
と
統
一
橋
理
と
終
局
嬬
取
の
三
能
あ
り
。

前
二
性
は
自
然
界
に
現
れ
た
る
差
別
の
性
、
後
の
は
宇
宙
の
本
睦
に
て
、
終
局
時
趣
の
賓
性
な
り
。

如
来
摂
取
の
光
明
は
自
然
を
超
え
て
如
来
の
自
性
に
掃
し
て
永
恒
の
員
性
に
趣
く
。

性
智
は
貧
性
の
光
な
り
賓
性
は
性
智
の
睡
な
り
。
睦
と
光
と
は
韓
と
見
、
相
と
見
る
に
外
な
ら
ず
。



一
、
性
智
は
寓
有
差
別
の
根
底

高
物
は
内
性
よ
り
自
渡
的
、
内
性
無
量
の
性
を
具
備
す
。

覗
よ
自
然
界
の
高
有
が
大
に
し
て
は
天
睡
の
無
窮
よ
り
小
に
し
て
は
地
上
の
一
切
生
物
に
至
る
迄
因
縁
に
依
っ
て
成

る
も
の
、
一
切
の
個
々
の
差
別
性
を
成
す
も
の
、
一
と
し
て
起
伏
隠
顕
生
滅
襲
化
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
此
の
生
滅
費
化

の
高
物
は
起
伏
隠
願
を
な
す
世
界
性
と
個
性
な
る
も
の
L

生
滅
襲
化
差
別
性
の
物
。
其
物
自
身
が
本
臨
根
底
な
り
と

は
、
唯
物
論
者
の
主
張
す
る
所
な
れ
ど
も
、
吾
人
は
之
を
肯
定
す
る
事
能
は
ず
。

自
然
界
の
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
て
生
成
す
る
所
の
一
切
差
別
の
寓
物
、
即
ち
一
切
生
物
が
護
生
す
る
に
は
、
本
よ
り

因
濁
り
起
ら
ず
必
ず
縁
と
待
て
初
め
て
生
成
す
る
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
一
切
有
機
物
に
は
自
己
の
内
性
よ
り
自
護
的
に

生
成
す
る
は
、
例
へ
ば
稽
の
種
子
は
之
を
土
地
に
播
き
て
潤
熱
等
の
縁
に
よ
ら
ざ
れ
ば
繭
護
す
べ
き
理
な
き
も
、
然
れ

ど
も
外
部
よ
り
其
助
縁
を
輿
ふ
る
と
も
、
自
己
に
自
設
す
べ
き
性
能
な
か
ら
ん
か
、
い
か
で
か
繭
護
す
べ
き
も
の
ぞ
。

一
切
の
動
植
物
が
生
成
化
育
の
理
に
於
て
同
じ
く
自
渡
的
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
自
護
的
自
治
的
な
る
は
之
が
原
理
な
か

る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
一
切
の
寓
物
の
自
性
の
根
底
が
卒
等
性
の
一
大
原
理
に
依
接
す
れ
ば
な
り
。
一
切
の
高
物
は
此
自

性
の
根
底
を
離
れ
て
生
成
す
る
も
の
に
非
ず
。
有
機
物
の
個
々
は
表
面
は
一
々
各
別
な
る
如
き
も
、
内
面
の
自
性
は
卒

卒等性智187 



等
性
と
連
絡
す
。
之
と
連
絡
せ
る
限
り
に
於
て
、
一
々
自
己
内
性
に
自
己
を
開
護
す
べ
き
性
能
本
能
伏
在
せ
り
。
例
へ

ば
動
物
の
卵
子
又
は
植
物
の
種
子
よ
り
ま
た
完
全
に
護
蓮
し
後
老
衰
し
萎
麻
酔
す
る
に
至
る
ま
で
、
皆
自
己
の
内
的
性
能

な
ら
ざ
る
は
な
し
。
是
等
内
性
の
自
護
に
秩
序
あ
り
保
理
あ
る
は
皆
性
智
の
作
用
な
り
。
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内
性
伏
歳

卒
等
よ
り
差
別
を
護
展
す
。

全
一
な
る
宇
宙
の
内
性
と
一
分
た
る
個
人
の
内
性
と
は
根
底
に
於
て
一
睡
の
理
性
な
り
と
す
れ
ば
卒
等
の
理
性
よ
り

一
切
差
別
の
寓
性
は
、
如
何
な
る
内
性
よ
り
現
出
し
た
り
や
の
疑
問
起
る
ベ
し
。
宇
宙
心
た
る
如
来
性
は
卒
等
に
し
て
、

絶
劃
理
性
態
な
り
と
す
れ
ば
、
高
差
の
種
性
の
淵
源
を
説
明
す
る
に
由
な
し
と
は
読
か
ん
な
れ
ど
も
、
卒
等
は
絶
劃
一

如
な
り
、
如
来
の
自
性
は
卒
等
一
如
な
り
と
雄
も
一
如
は
無
定
性
な
り
。
無
定
の
一
性
は
消
極
的
の
無
性
に
あ
ら
ず
し

て
、
積
極
の
無
定
性
な
る
が
故
に
、
無
性
は
性
と
し
て
性
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
卒
等
無
定
性
の
一
理
よ
り
、

の
高
性
を
開
護
す
。
こ
れ
を
如
来
醸
性
と
名
づ
け
、
ま
た
胎
臓
と
云
ひ
、
卒
等
性
の
中
に
一
切
の
寓
性
を
合
蔵
す
る
の

一
切
差
別

請
な
り
。

世
界
一
切
の
相
待
一
切
個
々
の
高
性
は
、
卒
等
性
よ
り
開
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
紹
封
卒
等
性
は
相
待
差
別
の



寓
性
を
護
展
す
べ
き
根
底
な
り
。
性
智
は
高
物
の
根
底
内
性
に
し
て
、
圃
性
は
陰
陽
雌
雄
等
の
如
き
招
待
性
を
離
れ
て

紹
劉
な
り
。
之
を
如
来
自
性
に
し
て
宇
宙
の
内
性
、
一
切
寓
有
の
根
底
と
す
。

性
智
は
統
一
揖
理

統
制
と
規
定

宇
宙
寓
有
の
相
互
の
関
係
に
就
い
て
は
、
一
切
高
物
を
統
一
し
踊
理
す
る
所
の
理
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
承
認
せ
ら

る
ベ
し
。
現
よ
自
然
界
の
高
物
が
天
地
無
窮
に
散
在
し
存
立
す
る
を
、
天
睦
の
星
宿
は
空
間
的
に
は
一
の
太
陽
系
と
し

て
敷
百
千
の
属
星
を
率
へ
相
互
に
闘
絡
し
、
各
々
の
恒
星
は
夫
よ
り
一
一
層
大
な
る
聯
絡
を
も
っ
て
縁
を
成
し
、
無
窮
の

因
縁
相
関
よ
り
網
の
如
く
に
連
絡
し
て
空
間
に
繋
り
、
小
に
し
て
は
地
上
の
蔦
物
が
相
互
に
相
係
り
因
縁
相
係
り
て
地

上
に
散
在
す
。
ま
た
時
間
的
に
は
天
韓
は
一
切
の
星
辰
が
成
じ
て
は
壊
し
壊
し
て
は
ま
た
成
じ
、
成
住
壊
空
因
果
的
の

関
係
を
も
て
展
轄
し
て
連
絡
し
、
自
然
界
の
大
小
と
な
く
擾
々
紛
綜
た
る
高
物
が
外
部
よ
り
謄
望
す
る
時
は
相
互
間
に

何
の
関
係
も
な
き
如
く
な
れ
ど
も
、
裏
面
に
於
て
最
も
深
密
な
る
関
係
の
存
せ
ざ
る
は
な
し
。

卒等性智

地
上
の
高
物
中
に
就
て
有
機
物
が
因
縁
相
依
り
て
成
立
し
因
果
相
縁
り
て
相
績
す
。
夫
婦
相
関
親
子
の
関
係
空
間
の

闘
聯
時
間
的
の
連
絡
が
一
一
万
一
組
よ
り
贋
く
分
布
し
て
世
界
に
輔
蔓
し
親
子
相
績
し
て
千
蔦
代
に
相
績
し
て
人
類
の
原
始
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よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
親
の
精
核
は
子
に
結
び
千
高
代
を
通
じ
て
一
系
連
綿
た
り
。
世
界
に
繁
盛
せ
る
群
類
は
一
室
に
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布
け
る
校
僚
に
外
な
ら
ず
。

濁
り
人
類
の
み
に
あ
ら
ず
生
物
原
始
の
本
源
よ
り
現
今
の
人
類
に
至
る
ま
で
の
生
理
的
相
績
の
総
は
連
綿
と
し
て
繋

れ
り
。
吾
人
が
生
理
的
生
命
の
称
を
操
り
て
生
物
の
一
主
岨
に
連
り
、
劣
等
な
る
生
物
の
血
脈
を
播
き
て
人
類
は
存
せ

り
。
此
連
絡
は
生
物
の
内
性
に
よ
り
て
繋
れ
る
も
の
な
る
を
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
空
間
的
の
世
界
に
蹟
り
時
間
的
に
は
寓

代
に
至
り
、
こ
れ
内
的
生
活
の
性
能
に
於
て
分
離
す
べ
か
ら
ざ
る
理
性
の
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
す
べ
か
ら
ず
。
こ
は

生
物
の
闘
聯
に
つ
き
て
論
ぜ
し
の
み
。

自
然
界
の
荷
物
、
天
位
の
大
な
る
よ
り
一
切
生
物
に
至
る
ま
で
、
宇
宙
開
に
現
存
せ
る
荷
物
に
就
て
活
動
を
見
る

に
、
い
か
に
擾
々
紛
紅
た
る
中
に
も
、
自
然
が
寓
物
を
生
成
す
る
に
は
秩
序
の
整
然
た
ら
ざ
る
は
な
し
。
唯
物
論
者
が

自
然
の
働
き
を
説
明
す
る
に
、
前
向
物
の
生
々
活
動
は
之
を
成
立
す
る
物
質
の
非
理
性
的
分
子
が
盲
目
的
に
豪
合
し
て
偶

然
に
護
生
し
た
る
結
果
な
り
と
云
ふ
が
如
き
は
吾
人
は
肯
定
せ
ざ
る
所
な
り
。
高
物
が
自
己
よ
り
白
設
的
に
生
成
す
る

に
理
論
的
規
律
に
随
っ
て
動
く
べ
き
理
性
を
存
す
る
も
、
秩
序
の
整
然
た
る
こ
と
は
高
物
自
己
が
自
ら
統
崩
す
る
に
あ

ら
ず
し
て
物
自
身
よ
り
は
高
等
な
る
理
性
に
よ
り
て
統
踊
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
統
嬬
の
性
は
首
目
的
非
理
的
に
あ

ら
ず
し
て
、
規
律
的
理
性
的
な
り
。
警
へ
ば
人
に
四
文
五
官
其
他
一
々
の
骨
節
筋
肉
一
々
の
細
胞
に
至
る
ま
で
各
一
統



制
を
成
ず
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
は
高
等
な
る
人
睦
と
云
ふ
一
の
統
一
制
を
な
せ
り
。
人
の
眼
は
能
く
覗
耳
は
能
く
聞
く

も
身
腫
と
云
ふ
統
制
を
離
れ
て
能
く
視
聴
の
用
を
な
す
こ
と
能
は
ざ
る
が
如
し
。

人
の
身
瞳
の
一
切
の
四
支
一
切
の
細
胞
は
身
憶
に
統
制
せ
ら
れ
、
一
切
の
個
人
は
一
園
に
統
制
せ
ら
れ
、
園
の
園
植

は
一
世
界
に
よ
り
て
統
一
し
、
す
べ
て
の
惑
星
は
太
陽
系
に
よ
り
て
統
一
し
、

一
切
の
天
腫
は
宇
宙
全
一
に
よ
り
て
統

制
せ
ら
る
。
宇
宙
全
鰹
の
統
制
を
離
れ
て
は
太
陽
系
と
難
も
活
動
す
べ
き
理
な
か
ら
ん
。

る
は
寓
有
内
存
の
性
智
の
な
す
所
な
り
と
云
ふ
べ
し
。

一
切
寓
有
を
統
一
し
犠
理
す

規
定
の
原
理

性
智
は
寓
有
内
存
の
理
性
と
し
天
則
秩
序
の
理
と
し
て
自
然
を
規
定
す
。
性
智
の
自
性
は
紹
封
に
し
て
無
規
定
因
縁

よ
り
生
じ
た
る
に
非
ず
、
因
果
に
規
定
せ
ら
る
L

も
の
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
一
切
寓
物
の
時
間
的
空
間
的
に
因
果
律
に

規
定
す
る
規
定
を
離
る
与
も
の
あ
る
こ
と
な
し
。
此
の
す
べ
て
の
規
定
の
一
大
原
則
は
性
智
と
す
。

一
切
大
小
と
な
く

秩
序
の
整
然
た
る
理
法
僚
理
の
修
然
た
る
一
大
原
則
を
性
智
と
す
。

卒等性智

絡
局
目
的
と
し
て
の
性
智

宇
宙
高
物
に
統
制
の
理
保
理
の
常
然
た
る
は
内
存
性
智
の
然
ら
し
む
る
所
と
は
論
じ
ぬ
。
而
し
て
内
存
の
性
智
は
一
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切
の
生
命
を
向
上
し
護
達
せ
し
め
、
設
達
の
頂
黙
と
し
て
人
類
は
理
性
的
一
意
識
と
し
て
生
存
せ
り
。
而
し
て
相
待
な
る

因
縁
所
生
の
衆
生
の
性
は
、
因
と
縁
と
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
其
形
気
の
性
は
悉
く
特
殊
的
に
し
て
、
差
別
的
小
我
の
園

瞳
な
れ
ば
、
其
性
格
皆
特
殊
的
差
別
性
を
な
し
、
而
し
て
ま
た
生
理
の
自
然
と
し
て
自
他
を
分
別
す
る
小
我
の
性
も
、
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其
根
底
に
於
て
は
平
等
性
智
と
一
致
し
、
最
深
の
奥
な
る
一
大
員
我
と
調
和
し
、
即
ち
卒
等
性
智
の
本
睦
は
紹
封
固
成

自
然
の
性
に
し
て
、
一
切
諸
併
卒
等
誼
入
の
一
境
と
相
臨
す
る
所
の
智
な
り
。

終
局
の
幅
削
す
る
所
は
、
性
智
の
光
は
、
清
浄
本
然
た
る
自
性
天
員
の
象
な
り
。
自
性
の
光
即
ち
終
局
の
自
費
な
り
。

員
正
自
費
の
瞳
は
即
ち
大
我
な
り
。
大
我
は
副
ち
宇
宙
自
発
な
り

Q

如
々
の
智
と
如
々
理
と
相
臆
し
た
る
所

ο

理
迦
牟
尼
無
上
正
費
の
自
性
清
浄
の
性
智
現
前
し
て
、
千
等
性
は
一
切
衆
生
の
最
終
の
理
趣
自
性
の
根
底
を
大
悟

す
。
即
ち
紹
稿
し
て
日
く
、
奇
な
る
哉
一
切
衆
生
具
す
る
に
一
切
智
自
然
智
卒
等
智
有
せ
り
、
之
を
開
示
す
る
時
は
一

切
諸
併
と
異
な
る
こ
と
な
し
と
。

諸
併
如
来
卒
等
詮
入
の
智
は
即
ち
卒
等
性
智
現
前
な
り
。
本
畳
の
性
智
と
始
費
の
性
智
と
一
致
し
た
る
な
り

ο

性
智
は
天
地
高
物
の
根
底
自
性
に
し
て
、
此
一
大
性
智
は
内
性
よ
り
寓
有
差
別
の
性
た
る
衆
生
の
根
底
な
り
。
ま
た

性
智
は
一
一
切
の
小
大
と
な
く
之
を
統
一
し
、
ま
た
精
神
生
命
を
向
上
し
、
終
局
目
的
に
は
生
命
を
向
上
し
、
心
援
を
開

護
し
、
諸
傍
千
等
の
自
性
に
詮
入
す
。
此
義
を
以
て
性
智
に
三
義
あ
る
な
り
。



性
智
の
光

活

縁

卒
等
性
智
は
一
切
高
有
の
自
性
の
光
な
り
。
一
切
衆
生
機
制
我
の
分
別
性
の
矯
め
に
、
自
他
を
差
別
し
彼
我
を
争

ふ
。
若
し
性
智
の
光
に
嬬
取
せ
ら
る
る
時
は
、
如
来
自
性
光
中
に
在
り
。
一
切
の
個
々
な
れ
ば
一
切
の
時
と
し
一
切
の

慮
と
し
て
接
近
不
可
離
の
因
縁
を
な
せ
り
。

ま
た
性
智
と
衆
生
の
霊
性
と
は
も
と
同
一
の
員
性
な
れ
ば
、
吾
人
の
霊
性
は
一
大
霊
性
の
個
瞳
現
な
り
と
云
ふ
こ
と

を
得
ペ
し
。
即
ち
宇
宙
心
の
清
津
な
る
自
性
が
妄
想
分
別
の
雲
壁
画
れ
た
る
憲
に
照
せ
る
光
な
り
。

ま
た
吾
人
が
内
性
の
主
た
る
我
は
機
制
我
を
超
え
て
一
大
員
我
と
一
致
す
る
こ
と
を
う
ベ
し
。
吾
人
の
妄
分
別
を
離

れ
た
る
無
我
の
中
に
現
じ
来
る
我
は
大
我
の
個
々
現
な
り
。
大
我
中
の
一
切
衆
生
の
震
我
と
し
て
現
れ
た
り
と
す
れ

ば
、
一
大
鐘
我
の
内
面
に
於
て
一
睡
な
り
。
故
に
大
我
を
離
れ
た
る
一
切
の
内
性
な
し
と
す
れ
ば
、

一
切
な
れ
ば
、
己
に
空
聞
を
超
え
時
聞
を
超
え
て
一
や
等
性
中
に
あ
り
て
接
近
不
可
離
な
り
。

ま
た
換
言
せ
ば
自
費
と
大
自
費
と
は
本
来
一
睡
の
故
に
接
近
不
可
離
の
因
縁
を
明
す
。
衆
生
の
妄
想
分
別
の
自
費
は

各
自
性
質
を
異
に
し
ま
た
経
験
を
殊
に
す
。
各
其
性
に
障
っ
て
自
分
勝
手
に
し
て
、
自
他
卒
等
彼
我
一
睡
と
し
て
遁
臨
服

す
る
こ
と
は
到
底
望
む
べ
か
ら
ざ
る
も
、
分
別
我
を
離
れ
た
る
性
智
の
源
よ
り
起
る
理
性
は
卒
等
の
員
性
な
り
。
故
に

一
種
の
員
我
中
の

卒等性智193 



高
人
共
通
す
。
彼
我
一
致
す
ベ
し
。
い
か
に
と
な
れ
ば
虞
理
は
我
(
分
)
離
れ
た
れ
ば
な
り
。

宇
宙
高
物
は
卒
等
よ
り
差
別
へ
と
護
展
し
、
差
別
の
終
局
は
卒
等
に
掃
す
。
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内
性
自
愛
的
順
序

宇
宙
が
自
然
界
を
護
展
し
、
自
然
界
が
無
機
界
有
機
界
を
設
展
し
、
終
局
に
騎
趣
す
る
傾
向
を
見
る
は
、

る
地
球
上
の
生
物
生
命
の
護
達
の
順
序
に
就
い
て
考
ふ
る
も
、
卒
等
よ
り
差
別
に
護
展
し
差
別
性
の
向
上
設
達
の
終
局

は
卒
等
に
闘
す
る
な
り
。

一
部
分
な

宇
宙
内
性
の
自
設
は
動
物
生
殖
の
本
た
る
卵
細
胞
と
精
細
胞
と
結
合
す
る
所
に
、
ま
た
自
護
的
精
榊
は
全
形
瞳
細
胞

及
び
卵
中
に
存
ず
の
み
な
ら
ず
、
最
始
の
原
形
質
原
位
に
も
存
せ
り
。
原
形
質
は
裳
温
の
刺
戟
を
感
知
し
運
動
を
現
は

し
営
養
を
構
取
す
。
微
生
瞳
ま
た
麗
毛
運
動
と
な
れ
ば
水
中
を
慌
泳
す
。

高
物
の
内
性
に
は
自
設
的
に
是
の
如
き
性
能
を
有
す
。
生
物
の
精
神
性
質
の
差
別
と
平
等
と
の
階
段
を
考
ふ
る
も
、

無
機
有
機
合
一
久
微
な
る
生
物
の
精
神
は
無
機
元
素
よ
り
得
た
る
も
の
に
て
、
ま
た
一
切
生
物
護
生
せ
る
は
必
ず
無
機

の
結
合
よ
り
生
、
ず
と
す
れ
ば
、
無
機
一
克
素
化
合
の
結
果
、
其
自
義
的
活
動
よ
り
有
機
原
形
質
を
生
じ
た
る
も
の
。
生
物

進
化
の
理
に
よ
り
て
考
ふ
る
も
、
生
物
の
最
も
劣
等
な
る
原
始
的
生
物
の
内
的
性
の
如
き
は
最
も
皐
純
に
し
て
個
々
の



性
質
に
差
別
な
き
に
非
ざ
る
も
、
人
類
の
如
き
高
等
に
護
達
し
た
る
も
の
の
内
的
性
質
に
比
す
れ
ば
、
其
差
別
の
度
に

於
て
卒
等
に
近
き
こ
と
勿
論
な
り
。

人
類
と
難
も
原
始
の
人
類
の
内
性
は
単
純
に
し
て
、
盆
々
内
的
生
活
の
向
上
す
る
に
随
っ
て
盆
主
内
的
生
活
は
複
雑

と
成
り
、
個
々
の
内
性
が
複
雑
に
進
む
に
随
っ
て
個
々
の
内
性
が
特
殊
性
を
著
く
し
、
潟
に
差
別
の
度
に
於
て
も
随
つ

て
顛
著
な
り
。
人
類
内
性
の
特
殊
的
な
る
は
人
々
面
貌
の
一
な
ら
ざ
る
如
く
な
ら
ん
。

人
類
よ
り
は
一
一
層
原
始
の
生
物
に
遡
る
時
は
、
其
内
的
生
活
の
機
能
が
甚
だ
単
純
に
し
て
内
性
に
於
て
も
ま
た
単
純

な
り
。
す
べ
て
の
単
純
な
る
も
の
ほ
ど
同
類
の
内
性
が
卒
等
に
近
か
る
べ
し
。
最
原
始
生
物
の
内
性
に
至
つ
て
は
最
も

卒
等
に
近
か
る
べ
し
。
生
物
よ
り
は
向
遡
り
生
物
有
機
性
の
原
料
た
る
無
機
物
に
至
つ
て
は
其
内
性
向
ほ
平
等
な
る
べ

し
。
ヘ
ツ
ケ
ル
は
生
物
を
五
階
段
と
し
、
一
と
し
て
自
設
的
活
動
な
ら
ざ
る
は
な
し
と
諭
ず
。
五
階
段
と
は
、
一
、
最

下
等
の
有
機
睦
に
は
往
々
生
長
の
運
動
の
み
。
二
、
多
く
の
原
始
生
物
は
粘
液
質
物
を
一
方
に
分
泌
し
て
旬
ひ
又
は
泳

ぐ
運
動
を
な
す
。
三
、
水
に
浮
ぶ
生
物
水
母
の
類
は
水
の
法
入
に
よ
り
或
は
空
気
吐
出
の
方
法
に
よ
り
て
其
睦
量
を
費

じ
て
昇
降
を
自
在
に
す
。

卒等性智

自
然
界
の
内
的
は
卒
等
な
る
も
や
は
り
内
性
は
不
識
的
精
神
な
り
と
は
皐
者
の
主
唱
す
る
所
、
然
れ
ば
即
ち
自
然
は

平
等
性
よ
り
内
性
白
渡
的
に
自
然
よ
り
太
陽
及
び
地
球
等
を
護
展
し
、
地
球
に
於
て
無
機
物
よ
り
有
機
物
を
設
展
し
、195 



有
機
物
は
原
始
的
生
物
よ
り
漸
次
に
向
上
護
達
し
て
単
細
胞
複
細
胞
脊
椎
動
物
陸
棲
動
物
乃
至
高
等
動
物
よ
り
絡
に
人
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類
に
至
っ
て
護
遠
の
頂
貼
に
達
せ
り
。

斯
く
生
物
を
護
達
せ
し
む
る
に
は
之
を
賛
成
す
る
外
界
の
関
係
を
待
つ
べ
き
も
、
然
れ
ど
も
自
己
の
内
性
に
白
設
す

べ
き
性
な
か
ら
ん
か
、

い
か
で
か
護
達
す
る
こ
と
を
得
ん
。

郷
聞
き
に
陳
べ
し
如
く
自
然
の
卒
等
性
よ
り
乃
至
原
始
生
物
を
護
展
し
、
幾
千
蔦
の
階
級
を
経
て
人
類
に
進
み
、
盆
々

内
性
が
特
殊
的
と
な
り
、
我
と
他
と
の
個
々
の
性
の
差
別
が
劃
然
と
な
り
、
随
っ
て
内
的
生
活
の
我
執
も
著
し
く
護
達

し
、
一
孟
意
識
的
に
我
見
を
な
す
。

個
人
的
内
性
を
構
成
す
る
所
の
要
素
に
就
い
て
は
、
男
女
の
異
性
の
如
き
は
世
界
性
に
し
て
内
性
に
あ
ら
ず
。
特
殊

的
内
性
を
構
成
せ
し
は
い
か
な
る
闘
係
に
よ
り
て
千
差
寓
別
の
内
性
を
な
す
や
と
の
問
題
に
就
い
て
は
、
因
と
縁
と
の

感
臆
の
関
係
を
離
れ
て
は
成
立
す
る
者
に
非
ざ
る
は
勿
論
な
れ
ど
も
個
々
の
自
性
も
種
々
に
襲
化
す
べ
き
性
を
具
せ

り
内
性
の
成
立
を
説
か
ん
に
は
因
と
縁
と
の
関
係
あ
り
。
人
の
先
天
的
要
素
に
本
能
と
直
莞
と
あ
り
。
其
本
能
を
賛
成
す

る
に
後
天
的
に
外
園
の
事
情
に
規
定
せ
ら
る
。
先
天
の
要
素
。
本
能
と
理
性
と
は
普
偏
性
に
し
て
内
性
の
我
と
な
る
。

ま
た
肉
韓
の
票
質
に
於
て
も
種
々
に
分
つ
。
希
蝋
の
カ
l

レ
ン
は
人
の
気
質
を
四
種
に
分
つ
。

一
、
多
血
質
、
呼
吸
や



血
液
循
環
が
活
濃
快
活
に
て
熱
し
易
し
、
二
、
膿
汁
質
、
筋
肉
能
く
護
達
し
威
厳
あ
り
。
三
、
粘
液
質
、
精
紳
が
鈍
療
忍
耐

強
し
。
四
、
紳
経
質
、
陸
痩
せ
頭
が
大
く
紳
経
鋭
敏
。
か
く
四
種
と
成
る
も
四
質
を
相
互
錯
綜
し
て
叉
種
々
に
分
つ
ベ
し
。

後
天
の
要
素
は
先
づ
四
園
の
境
遇
に
約
束
せ
ら
る
。
地
勢
に
も
関
係
す
例
へ
ば
山
岳
の
人
は
濁
立
勇
気
の
象
に
富
み
偏

狭
に
傾
き
易
く
、
卒
坦
の
地
に
栖
む
人
は
快
活
に
し
て
自
治
の
精
神
に
乏
し
。
田
舎
人
は
質
撲
に
し
て
都
舎
に
育
つ
人

は
軽
薄
に
流
れ
、
ま
た
家
庭
に
よ
り
教
育
と
祉
舎
の
事
情
と
は
人
の
性
質
を
種
々
に
襲
ぜ
し
む
。
家
庭
に
は
皐
者
の
家

と
商
家
と
軍
人
と
職
工
と
は
大
に
其
気
風
を
殊
に
す
。
ま
た
祉
舎
の
朕
態
は
大
に
気
風
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
太
卒
の
時

代
と
戦
園
時
代
と
の
境
遇
は
個
性
を
殊
に
す
。
ま
た
列
闘
で
も
英
囲
気
質
日
本
気
質
と
云
ふ
如
く
其
園
風
は
自
然
に
個

人
性
に
及
ぼ
す
事
大
な
り
。

内
性
卸
ち
菓
気
の
種
々
に
分
か
れ
る
原
因
に
就
い
て
は
衆
読
紛
綜
た
り
。
或
異
教
の
如
き
は
人
は
租
先
が
紳
に
背
き

罪
を
犯
し
た
る
矯
め
人
類
は
悉
く
先
祖
の
罪
を
生
れ
な
が
ら
菓
け
で
あ
れ
ば
全
く
悪
な
り
と
云
ふ
。

ま
た
或
読
に
は
定
命
論
と
て
、
自
然
に
天
運
循
環
し
其
人
の
生
年
月
等
は
其
内
性
気
質
会
票
る
所
以
な
り
。
十
二
宮

十
幹
等
が
悉
く
天
の
命
運
に
し
て
人
聞
の
闘
す
る
慮
に
非
ず
と
。
例
へ
ば
子
の
宮
は
滋
と
て
客
商
の
気
を
う
く
と
云
ふ

如
し
、
之
を
定
命
論
と
名
づ
く
。
叉
遺
俸
因
縁
読
あ
り
。

併
教
に
て
は
因
縁
読
、
人
の
性
質
の
特
殊
的
な
る
は
天
運
に
非
ず
悉
く
之
れ
に
は
一
克
困
あ
り
。
ま
た
此
元
因
を
資
く
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る
助
縁
あ
り
。
因
縁
を
も
て
内
性
を
規
定
す
。
霊
魂
輪
廻
三
世
因
果
の
因
縁
読
は
信
ず
べ
く
も
詮
明
す
べ
か
ら
ず
。

今
暫
く
心
理
拳
者
の
読
を
以
て
個
性
の
成
立
せ
る
因
縁
を
読
か
ば
特
別
的
個
性
を
成
す
に
就
い
て

先
天
的
要
素
|
元
因
ー
一
日

質遇

fー一一J、ーー、

祉家自

育
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先
天
的
即
ち
因
は
過
去
の
宿
習
が
生
れ
つ
き
の
性
と
な
る
。
過
去
の
宿
習
に
、
業
識
の
上
に
と
ま
た
父
母
の
宿
習
遺

俸
と
し
て
子
に
遣
す
如
く
、
こ
の
因
に
二
あ
り
。
根
本
的
の
本
能
性
と
直
費
と
、
ま
た
菓
質
と
な
り
。
本
能
は
自
然
に

飢
ゑ
て
食
を
求
め
渇
し
て
水
を
需
む
る
如
き
、
直
費
と
は
人
が
善
悪
等
を
自
然
に
判
断
す
る
性
を
有
す
る
は
普
備
的
の

元
因
に
て
、
是
れ
精
神
の
働
き
な
り
。
ま
た
肉
鰻
即
ち
物
質
に
も
菓
質
あ
り
。

先
天
後
天
即
ち
因
縁
の
闘
係
に
よ
り
て
内
性
を
成
立
す
。
因
縁
相
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
自
然
に
す
べ
て
の
人
々
各
々

千
差
寓
別
世
界
人
類
中
に
於
て
恐
ら
く
特
殊
性
に
同
一
な
る
も
の
な
か
る
べ
し
。



車
純
卒
等
性
に
近
き
原
始
の
生
物
よ
り
向
上
殻
達
の
終
局
た
る
人
類
に
至
っ
て
内
的
生
活
の
朕
態
ま
た
脳
髄
紳
粧
の

構
造
の
如
き
盆
々
複
雑
に
進
み
、
複
雑
と
な
る
に
従
っ
て
ま
た
特
殊
的
個
性
が
著
し
く
各
差
別
の
度
強
し
。
故
に
自
然

は
生
物
の
内
的
生
活
な
る
内
性
を
成
立
す
る
に
卒
等
性
よ
り
差
別
性
に
護
展
す
。

進
化
の
目
的
。

物
質
即
ち
肉
障
も
精
神
も
何
か
進
化
の
目
的
を
有
す
と
な
ら
ば
、
内
的
生
活
な
る
精
神
に
あ
り
と
云
ふ
こ
と
を
う
ベ

し
。
い
か
に
と
な
ら
ば
、
自
然
よ
り
護
達
し
て
無
機
物
を
現
化
し
、
無
機
よ
り
進
み
て
有
機
物
を
現
化
し
、
植
物
よ
り

動
物
は
護
達
の
度
高
し
。
動
物
の
本
能
よ
り
人
類
の
一
意
識
的
精
神
に
進
み
、
同
じ
意
識
的
精
神
の
人
類
の
中
に
最
護
達

し
た
る
は
人
類
の
聖
人
な
り
。
普
通
の
人
を
凡
夫
と
云
ひ
超
絶
し
た
る
を
聖
と
云
ふ
。
聖
人
と
は
肉
躍
の
護
達
に
非
ず

し
て
精
神
が
園
満
に
開
設
し
内
的
生
活
が
完
全
に
向
上
し
て
す
べ
て
の
人
類
に
内
的
生
活
を
完
全
に
護
達
せ
し
む
る
徳

能
を
有
せ
る
人
を
聖
と
す
。
之
に
依
っ
て
之
を
見
れ
ば
、
生
命
進
化
の
目
的
は
精
神
に
あ
り
と
云
ふ
こ
と
を
う
ベ
し
。

さ
れ
ば
と
て
身
燈
の
護
達
を
無
視
す
る
に
は
あ
ら
ず
。

終
局
目
的
は
ま
た
差
別
性
よ
り
護
展
し
て
卒
等
性
に
鯖
す
。

卒等性智

生
物
の
内
性
が
単
純
な
る
卒
等
性
に
近
き
よ
り
進
み
て
差
別
性
に
進
み
、
人
類
中
に
つ
き
盆
々
文
明
に
進
む
に
随
っ

て
差
別
な
る
個
性
を
重
ん
ず
。
文
明
闘
に
於
て
は
個
人
的
資
格
を
重
ん
ず
。
差
別
性
の
内
性
が
完
全
に
護
達
し
而
し
て
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後
各
個
人
の
内
的
生
活
内
性
は
那
溢
に
進
む
べ
き
や
と
な
ら
ば
、
俳
陀
な
る
大
聖
の
数
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
内
性
向
上
の
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終
局
は
、
差
別
を
超
絶
し
た
る
員
理
の
極
な
る
平
等
性
の
方
面
に
向
っ
て
進
み
、
終
局
は
つ
ひ
に
員
善
の
極
ま
る
慮
、

紐
封
卒
等
理
性
の
光
に
闘
す
る
の
み
。
宗
教
に
は
差
別
の
我
に
囲
執
し
我
見
我
愛
の
甚
し
き
を
凡
夫
と
云
ひ
、
卒
等
無

我
の
員
理
に
契
合
せ
る
を
聖
者
と
帰
す
。

悌
教
小
乗
大
乗
二
乗
に
偏
固
権
寅
を
談
ず
れ
ど
も
、
人
性
の
差
別
我
を
超
え
て
卒
等
性
に
鯖
す
る
は
一
轍
な
り
。

小
乗
の
聾
聞
の
終
局
目
的
と
し
て
、
卒
等
無
我
の
浬
撲
界
に
時
入
す
る
は
、
屋
一
空
無
我
の
員
理
に
詮
入
す
。
是
れ
消

極
的
卒
等
の
方
面
な
り
。

大
乗
の
菩
薩
は
初
護
心
よ
り
仰
果
圃
満
の
果
位
に
至
る
ま
で
に
進
み
行
く
。
人
性
差
別
的
の
人
性
と
卒
等
の
併
性
と

の
二
方
面
の
中
に
、
修
養
功
を
積
む
に
随
っ
て
、
人
性
を
脱
し
て
蜜
性
顧
現
す
る
に
、
分
々
に
月
の
盈
鉄
新
月
よ
り
漸

漸
に
進
み
て
十
五
夜
に
至
っ
て
白
面
圃
禰
す
る
が
如
し
。
人
性
は
黒
面
に
し
て
霊
性
は
白
面
の
如
し
。

菩
薩
が
八
地
己
上
乃
至
十
地
等
畳
に
至
っ
て
、
卒
等
一
味
の
サ
ハ
ニ
ヤ
に
流
入
し
、
終
局
に
は
差
別
の
人
性
分
別
及

び
自
然
の
我
執
は
悉
く
壷
き
て
如
来
卒
等
性
に
踊
入
す
る
時
は
、
如
々
の
理
が
如
々
の
智
と
同
じ
。
一
切
妄
想
分
別
の

夢
醒
め
て
、
自
性
天
員
の
天
は
朗
か
に
零
れ
、
如
来
清
浄
の
光
即
ち
是
れ
自
性
の
光
な
る
こ
と
を
悟
る
。
卒
等
自
性
の

光
に
よ
り
て
自
己
を
返
照
す
る
時
は
妄
我
分
別
の
影
だ
に
も
な
し
。



此
に
於
て
諸
併
卒
等
の
性
智
は
是
れ
シ
ヤ
ナ
自
性
の
光
明
な
り
。

大
我
を
我
と
す
。

一
切
差
別
の
妄
夢
醒
め
て
卒
等
性
蓄
は
朗
か
な
り
。

心
性
の
徹
見
、
輔
の
一
心
を
明
む
る
悟
道
は
心
性
を
徹
誼
す
る
な
り
。
古
人
目
、
壷
十
方
世
界
是
沙
門
眼
、
童
十
方

是
沙
門
全
身
、
壷
十
方
是
自
己
光
明
、
壷
十
方
世
界
在
自
己
光
明
内
、
壷
十
方
世
界
無
一
人
不
是
自
己
。

一
切
諸
併
は
同
一
の
員
性
、
十
方
世
隼
は
ど
ル
の

光
明
裡
の
生
活

性
智
の
光
に
由
っ
て
心
霊
開
費
し
た
る
時
は
、
差
別
の
人
性
の
素
質
た
る
垢
質
を
脱
却
し
純
一
無
雑
な
る
榊
性
に
蹄

し
、
卒
等
性
智
の
光
に
よ
り
て
自
性
副
ち
白
魔
す
。

差
別
我
を
超
え
て
卒
等
性
の
光
に
よ
り
て
一
切
差
別
妄
想
の
世
界
を
照
す
時
は
、
員
理
の
光
の
中
の
差
別
の
性
悪
を

性
智
の
光
は
菅
に
自
性
卒
等
を
自
誼
自
費
即
ち
認
識
を
照
す
の
み
に
あ
ら
ず
。
性
智
は
賓
行
を
照
す
標
準
た
り
。

紳
性
の
光
が
自
己
の
霊
性
を
照
し
、
紳
聖
な
る
紳
の
聾
と
し
て
自
己
の
行
痛
を
規
定
し
、
ま
た
一
切
の
行
痛
を
判
断

す
る
標
準
た
り
。

卒等性智

見
る
こ
と
盆
明
な
り
。
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斯
光
に
由
て
心
霊
開
設
し
来
る
時
は
純
一
無
雑
な
る
一
瞬
性
に
掃
す
。
一
紳
性
と
一
瞳
た
る
を
自
費
自
誼
す
る
の
み
に
あ

ら
ず
。
紳
の
自
性
の
光
が
自
己
の
蜜
性
と
な
り
、
紳
聖
な
る
紳
の
墜
と
な
り
て
自
己
の
行
潟
を
規
定
す
る
標
準
と
な
り

ぬ
ベ
し
。

202 

い
か
に
如
来
を
見
上
る
。
如
来
は
員
理
の
光
な
り
。
如
来
と
共
に
行
き
共
に
坐
し
共
に
臥
し
、

に
於
て
離
る
・
ふ
こ
と
な
し
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
員
理
は
い
か
な
る
慮
と
時
と
に
於
て
離
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば

な
り
。
紳
聖
は
員
正
な
る
理
性
な
れ
ば
、
た
と
へ
い
か
に
堕
落
の
淵
に
沈
む
と
も
罪
垢
の
中
に
麗
ま
る
L

と
も
、
自
ら

覆
ふ
べ
か
ら
ざ
る
一
僚
の
光
、
普
備
的
員
理
卒
等
性
智
の
光
に
。

肉
我
は
主
我
分
別
自
分
勝
手
、
肉
我
は
員
理
を
標
準
と
せ
ず
、
唯
だ
己
が
肉
の
幸
一
幅
欲
よ
り
割
出
す
が
故
に
、
公
平

に
判
断
す
る
の
明
な
き
な
り
。

一
切
の
慮
一
切
の
時

然
る
に
卒
等
性
智
の
光
と
し
て
自
我
よ
り
自
費
的
に
自
己
を
返
照
す
る
が
故
に
、
自
他
を
公
卒
に
照
し
公
平
に
判
決

を
下
す
。

卒
等
の
員
理
の
光
よ
り
照
す
時
は
、
紳
聖
と
し
て
す
べ
て
を
規
定
す
る
こ
と
を
得
。
ま
た
何
人
と
難
も
員
理
の
標
準

に
順
じ
て
何
人
に
も
之
を
規
定
す
る
こ
と
を
得
。

肉
我
は
高
人
悉
く
分
別
利
己
な
り
。
員
理
は
薦
人
悉
く
共
通
な
り
。
故
に
各
々
自
己
は
肉
の
我
を
捨
て
員
理
の
我
と



し
て
如
来
我
に
轄
ず
る
時
は
、
天
地
と
共
に
一
睦
に
し
て
、
而
も
宇
宙
全
一
の
員
我
中
の
個
々
の
蜜
我
一
致
す
る
限
り

に
於
て
、
接
近
不
可
離
の
関
係
を
な
す
。
菅
に
大
圏
鏡
智
の
光
中
に
於
て
各
自
の
観
念
に
一
致
親
近
す
る
の
み
に
非

ず
、
性
智
の
光
に
よ
り
て
、
表
面
は
各
自
別
々
な
る
如
く
な
る
も
、
内
性
に
於
て
一
致
し
援
性
に
於
て
近
縁
な
り
。

如
来
性
智
の
光
明
に
よ
り
て
掻
取
せ
ら
れ
た
る
各
自
の
渥
性
は
、
内
性
に
於
て
一
致
し
、
員
理
の
光
に
よ
り
て
自
己

を
返
照
し
、
一
切
の
行
筋
を
判
断
し
、
自
他
卒
等
公
卒
無
私
の
蜜
性
は
員
理
の
極
に
し
て
、一
切
諸
仰
の
自
詮
卒
等
性

智
が
一
切
寓
法
の
自
性
に
し
て
、
此
に
至
っ
て
内
謹
卒
等
な
り
。
此
内
謹
卒
等
性
の
光
に
よ
り
、
念
併
衆
生
が
肉
我
の

差
別
性
を
捨
て
L

、
如
来
の
性
智
の
光
に
掻
取
せ
ら
れ
た
る
時
、
自
ら
諸
併
卒
等
の
自
性
に
契
ふ
。
此
に
至
っ
て
内
性

の
一
致
的
接
近
と
云
ふ
ベ
し
。

理
性
の
接
近
。
内
性
の
遠
近
は
空
間
時
間
の
形
式
の
遠
近
の
み
に
あ
ら
ず
。
性
智
も
衆
生
の
心
性
に
劃
し
て
接
近
す

る
も
の
は
、
織
き
に
月
の
漸
々
に
盈
つ
る
が
如
く
、
員
理
の
光
に
霊
化
せ
ら
る
L

毎
に
、
我
性
滅
し
て
盛
性
増
し
、
員

理
の
光
と
蜜
性
と
は
同
一
理
性
の
故
に
、
鍾
化
の
加
ふ
る
に
依
っ
て
盆
々
接
近
す
。
至
員
の
性
智
の
中
心
貼
に
近
づ
く

な
り
。
是
れ
性
格
に
於
て
接
近
す
る
な
り
。
肉
と
盤
と
は
正
反
劃
な
る
が
故
に
遠
縁
な
り
。

卒等性智

平
等
性
差
別
性
を
設
展
す
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宇
宙
心
の
内
容
は
組
調
的
卒
等
の
本
性
、
即
ち
寓
有
内
存
は
無
量
の
性
能
を
具
備
す
れ
ど
も
、
自
性
は
無
性
な
る
卒
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等
性
な
り
。

自
性
無
定
相
の
故
に
、
一
切
の
差
別
性
を
現
出
す
。

無
定
相
の
本
性
が
差
別
の
高
性
と
開
展
す
る
原
因
は
、
紹
封
の
内
容
性
が
、
組
劃
意
志
に
貨
現
せ
ら
れ
、
こ
L

に
於

て
高
差
の
性
相
を
務
化
す
。
即
ち
之
を
物
理
に
い
は
ゆ
る
、
一
大
元
素
よ
り
種
々
の
元
素
と
襲
化
す
る
と
同
じ
の
理
、

勢
力
に
よ
り
て
賓
現
せ
ら
る
L

が
故
に
卒
等
内
容
が
差
別
の
性
と
襲
ず
。
喰
へ
ば
大
海
の
水
が
風
力
に
動
揺
せ
ら
れ
て

波
を
起
す
、
カ
を
加
ふ
る
故
に
水
は
電
気
を
起
し
、
一
音
響
及
光
線
を
現
ず
る
如
し
。
一
大
心
性
内
性
卒
等
な
る
も
意
力

に
よ
り
て
高
差
の
相
性
を
賓
現
す
。
種
々
の
相
性
を
現
ず
る
も
、
水
の
自
性
は
失
は
ず
。
ま
た
水
を
離
れ
て
波
の
自
性

な
し
。
千
等
心
性
を
離
れ
て
高
有
の
賓
性
あ
る
こ
と
な
し
。

平
等
性

宇
宙
高
有
は
如
来
一
大
理
性
な
る
卒
等
性
の
故
に
、
本
性
一
一
元
を
根
底
と
す
。
寓
物
差
別
の
性
あ
り
。
其
能
力
を
殊

に
す
る
も
、
鯖
す
る
慮
は
同
一
の
理
性
な
り
。
若
し
は
無
機
物
若
し
は
有
機
物
、
種
々
に
轄
襲
し
高
差
の
性
と
能
と
を

願
現
す
る
も
、
其
物
に
は
卒
等
の
理
性
を
離
れ
て
別
に
自
性
な
く
、

一
切
差
別
は
因
縁
和
合
即
ち
相
制
の
関
係
に
よ
る



来
合
の
観
相
に
し
て
、
組
封
的
不
漢
の
賓
性
に
あ
ら
ず
。
水
の
熱
度
の
高
低
に
よ
り
て
淑
世
と
も
圃
佳
一
気
瞳
と
も
な
る

如
く
、
凡
そ
宇
宙
開
の
寓
物
同
一
の
理
性
を
賓
睦
と
し
、
千
差
高
別
に
開
展
し
、
終
局
に
は
平
等
の
一
理
に
掃
す

ω

宇
宙
の
賓
性
は
平
等
に
し
て
一
切
差
別
の
性
徳
を
含
醸
し
、
之
を
放
て
ば
高
差
と
現
じ
、
之
を
牧
む
れ
ば
平
等
の
一

理
に
闘
す
。

動
植
物
の
一
元

現
に
吾
人
目
撃
す
る
高
等
の
動
植
物
即
ち
牛
馬
や
松
柏
の
類
に
至
つ
て
は
区
別
劃
然
た
る
も
、
動
植
物
の
原
始
に
遡

れ
ば
一
一
冗
に
闘
す
。
其
原
始
た
る
一
の
細
胞
フ
ロ
ハ
イ
オ
ン
の
如
き
は
動
物
植
物
何
に
も
な
り
う
べ
き
物
の
如
し
と
云

は
れ
、
地
球
の
冷
却
せ
る
或
程
度
に
光
線
と
電
気
の
作
用
に
よ
り
て
炭
酸
窒
水
の
化
合
物
た
る
有
機
的
組
織
を
な
す
。

此
細
胞
よ
り
漸
々
に
進
化
の
結
果
は
、
種
々
の
階
級
的
の
動
物
と
な
り
、
一
方
に
は
高
等
な
る
植
物
と
な
り
、
此
両
生

物
の
生
活
的
形
式
に
於
て
は
其
比
例
を
一
に
す
。

ま
た
吾
人
が
植
物
の
穀
菜
の
類
を
食
し
、
之
が
同
化
作
用
に
よ
り
て
、
身
艇
と
な
り
血
液
と
も
脳
髄
ま
た
紳
粧
等
と

な
り
、
感
情
ま
た
は
一
意
志
の
精
紳
生
活
を
な
す
。

卒等性智

糊
腐
敗
し
て
岨
識
湧
き
、
岨
最
ま
た
元
の
糊
と
な
り
。
植
物
は
縁
に
随
て
幾
じ
て
動
物
の
践
と
な
り
、
動
物
は
鱒
じ205 

て
植
物
と
な
り
、
本
同
一
性
の
招
待
規
定
せ
ら
る
る
性
能
な
り
。



皐
読
に
よ
れ
ば
、
化
皐
に
八
十
有
能
の
元
素
を
分
類
す
。
然
る
に
各
元
素
に
一
定
量
あ
る
を
見
れ
ば
、
闘
す
る
慮
は

一
大
元
素
と
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
差
別
の
種
々
な
る
元
素
と
成
る
ゆ
ゑ
は
、
本
平
等
の
一
大
元
素
が
、
唯
一
の
本
質

に
、
自
ら
相
愛
す
る
も
の
は
親
和
し
緊
合
し
、
反
す
る
も
の
は
離
散
し
、
緊
合
す
る
も
の
は
力
の
起
貼
を
生
じ
、
之
を

原
子
と
す
。
之
が
相
加
は
り
て
極
微
の
分
子
と
な
り
、
ま
た
元
素
と
な
り
、
物
睡
と
な
る
。
反
す
る
も
の
は
緊
張
せ
ら

れ
て
、
一
方
は
重
厚
と
な
り
、
他
は
稀
薄
と
な
り
、
物
質
は
重
厚
の
極
に
し
て
、
稀
薄
の
極
は
精
気
と
な
り
、
宇
宙
の

一
切
現
象
の
寓
有
は
雨
動
の
争
ひ
な
り
と
。
高
有
を
組
織
せ
る
元
素
は
卒
等
の
一
大
元
素
と
い
ふ
こ
と
を
知
る
べ
し
。 206 

物
心
二
界
は
根
本
卒
等

古
来
の
思
想
家
は
、
一
切
物
質
の
内
面
に
は
、
吾
人
が
内
面
の
と
同
一
の
内
的
生
活
存
す
と
。
自
己
が
他
の
内
部
を

知
る
は
類
推
の
理
に
よ
り
、
自
己
の
内
面
に
自
ら
経
験
す
る
観
念
及
理
性
等
と
同
じ
く
他
に
も
同
一
の
内
性
過
程
の
存

在
を
認
む
る
は
、
吾
人
は
人
の
外
面
に
表
る
L

落
涙
笑
語
等
に
よ
り
て
、
彼
の
思
想
感
情
性
を
自
己
よ
り
類
推
し
て
他

の
内
部
を
知
る
。
斯
る
類
推
論
は
人
類
よ
り
康
く
す
べ
て
の
動
物
界
に
及
ぼ
す
べ
し
。
一
切
の
動
物
は
外
面
は
物
質
な

る
も
内
部
は
精
紳
生
活
な
り
と
。
此
類
推
は
す
べ
て
の
植
物
界
に
も
慮
用
す
る
こ
と
を
得
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
常
識

は
動
植
蹟
を
匝
別
す
る
も
動
植
物
は
フ
ロ
テ
1

ス
タ
に
い
た
り
で
は
動
物
と
植
物
と
は
匝
別
す
る
こ
と
能
は
ず
。
し
か

る
に
ま
た
動
植
二
物
の
生
活
的
形
式
規
律
に
順
っ
て
生
存
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
し
か
れ
ば
植
物
に
も
内
的
生
活
の



存
在
す
る
と
云
は
ん
。

無
機
界
の
天
然
原
子
に
も
不
識
一
意
志
の
存
す
べ
し
。

有
機
と
無
機
と
の
爾
界
を
通
じ
て
普
偏
的
卒
等
の
理
性
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
此
二
界
は
孤
立
せ
る
も
の
に
非
ず
。
常

に
相
交
渉
相
依
り
て
存
在
す
。
雨
者
賓
質
に
於
て
は
異
る
こ
と
な
し
。

有
機
瞳
の
成
分
は
無
機
睦
と
異
る
こ
と
な
し
。
無
機
物
質
輔
じ
て
有
機
瞳
と
な
る
。
人
の
精
神
な
る
も
の
も
無
機
物

の
中
に
存
在
し
て
因
縁
和
合
し
て
精
神
生
活
と
な
る
に
い
た
る
。

一
切
の
物
質
は
悉
く
活
動
。
液
睡
瓦
斯
の
如
き
は
勿
論
、
金
石
の
如
き
も
分
子
運
動
は
断
ゆ
る
こ
と
な
し
。

類
推
の
法
に
よ
り
て
無
機
物
に
精
紳
あ
り
と
す
る
は
、
自
然
科
皐
者
の
中
に
ま
た
此
の
読
を
主
張
せ
る
も
の
あ
り
。

人
聞
の
精
神
と
同
じ
き
も
の
普
く
自
然
界
を
通
じ
て
存
し
、
之
に
運
動
生
命
を
輿
へ
つ
与
あ
る
精
神
作
用
、
地
球
に
於

て
最
高
の
護
燥
に
到
達
す
と
。
自
然
即
現
存
の
全
睦
に
内
面
生
活
の
意
あ
る
べ
し
。
現
存
は
週
一
境
的
に
し
て
一
意
識
内
容

地
球
及
太
陽
系
の
如
き
宇
宙
の
一
部
を
な
せ
り
。
ま
た
一
切
の
有
機
無
機
の
無
数
の
小
精
神
を
包
括
せ
る
も
の
に
し卒等性智

よ
り
推
し
て
知
る
外
な
し
。

て
自
ら
精
神
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
無
数
の
生
物
の
底
来
合
せ
る
場
所
に
あ
ら
ず
。
一
切
の
生
命
と
物
を
匪
胎
陶
養
す
る
母
な
り
。
一
切
生
物
は
地

207 



球
の
所
産
な
り
。
被
生
物
者
の
生
巳
に
精
榊
あ
り
、
能
産
者
た
る
地
球
に
精
紳
な
く
し
て
可
な
ら
ん
や
。

備
進
ん
で
諸
天
瞳
を
包
括
せ
る
太
陽
系
よ
り
宇
宙
全
世
に
、
唯
一
千
等
性
の
精
紳
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
人
の
肉
韓
が

吾
人
の
精
一
脚
の
表
現
た
る
如
く
、
宇
宙
現
象
は
宇
宙
心
の
表
現
な
り
。

宇
宙
心
は
卒
等
性
な
り
。

宇
宙
心
の
内
性
は
紹
封
卒
等
、
卒
等
の
理
性
よ
り
差
別
の
首
向
性
を
護
展
す
。
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卒
等
性
の
内
容

活
け
る
理
性

宇
宙
精
紳
の
内
容
本
性
は
一
切
差
別
を
超
絶
し
た
る
紐
封
の
千
等
性
と
云
は
H
A、
現
象
差
別
の
高
性
は
何
を
根
底
と

し
、
如
何
な
る
原
因
に
よ
り
て
然
る
や
。

日
く
、
如
来
の
内
容
自
性
は
平
等
一
如
の
本
性
に
し
て
、
差
別
の
性
の
如
く
に
、
火
の
性
能
は
水
の
性
能
に
異
り
、

人
の
性
能
は
下
等
動
物
の
性
能
に
同
じ
か
ら
ざ
る
如
く
に
あ
ら
ず
。
宇
宙
心
の
自
性
は
、
賓
に
相
待
差
別
の
性
を
以
て

名
づ
く
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ば
一
如
卒
等
の
自
性
は
悟
櫓
無
掲
の
凝
常
の
如
く
な
る
か
。
日
く
然
ら
ず
。

を
含
醸
し
て
市
も
卒
等
一
如
な
り
。
即
ち
不
思
議
的
卒
等
と
云
ふ
ベ
し
。

一
切
差
別
の
性



車
一
一
や
等
の
如
性
に
、
而
も
宇
宙
一
切
の
物
心
、
依
正
、
恒
沙
の
性
徳
を
含
醸
し
て
、
而
も
常
に
平
等
一
如
な
り
。

之
を
性
徳
と
一
五
ふ
。
如
来
磁
性
な
り
。
宇
宙
心
の
卒
等
性
に
一
切
の
差
別
の
性
を
具
備
す
る
は
、
た
と
へ
ば
、
吾
人
の

脳
髄
は
、
自
ら
静
坐
膜
想
し
て
、
一
切
の
妄
念
を
排
す
る
時
は
、
内
に
非
ず
、
外
に
非
ず
、
青
黄
に
非
ず
、
大
海
の
潅

然
た
る
如
く
、
本
来
無
一
物
の
朕
態
な
り
。
然
れ
ど
も
脳
髄
に
は
感
費
心
情
印
象
記
憶
を
得
た
る
一
切
の
高
象
悉
く
含

臓
賓
に
複
雑
極
り
な
し
。
脳
髄
内
複
雑
に
し
て
而
も
車
一
な
り
。
本
宇
宙
心
は
一
切
の
高
有
す
べ
て
の
複
雑
な
る
も
の

を
悉
く
包
谷
し
て
而
も
遣
す
こ
と
な
し
。
高
性
は
悉
く
卒
等
な
る
宇
宙
脳
髄
よ
り
護
現
せ
ざ
る
も
の
一
も
あ
る
こ
と
な

し
。高

性
は
現
象
、
平
等
性
智
は
無
形
。
宇
宙
心
は
見
聞
す
る
能
は
ず
。
し
か
れ
ば
す
べ
て
人
類
の
精
神
に
で
も
見
聞
す

る
こ
と
能
は
ざ
る
は
同
一
に
あ
ら
ず
や
。

如
来
繭
性
と
は
卒
等
一
如
の
理
性
に
無
量
恒
沙
の
性
徳
を
含
賦
す
る
義
な
り
。
時
間
に
空
間
に
偏
在
せ
る
一
切
の
物

心
、
天
躍
、
及
び
一
切
有
機
、
無
機
、
有
情
、
非
情
、
物
質
、
意
識
の
寓
物
高
差
の
性
な
る
も
の
、
一
と
し
て
卒
等
一

如
の
性
よ
り
護
現
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
性
ま
た
心
は
不
可
思
議
の
徳
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
。
自
ら
自
己
の
脳
髄
を
播

き
て
閲
せ
よ
、
華
厳
の
中
に
三
千
の
経
巻
を
一
塵
の
中
に
納
入
る
の
警
有
り
。
深
く
思
へ
。

上
己
に
卒
等
性
、
宇
宙
の
心
の
内
性
は
、
絶
劃
一
如
の
性
態
に
し
て
卒
等
一
如
に
し
て
而
も
一
切
高
差
の
本
性
な
る 卒等性智209 



こ
と
を
明
し
ぬ
。

是
よ
り
卒
等
性
智
の
能
を
論
ぜ
ん
。

宇
宙
の
本
質
自
性

宇
宙
の
本
質
自
性
は
時
間
空
間
及
一
切
差
別
の
相
待
観
念
を
超
え
た
る
本
質
に
し
て
永
恒
本
然
の
心
霊
態
な
り
。
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時
間
空
間
及
一
切
差
別
を
超
え
た
る
絶
劃
同
時
態
、
卒
等
一
如
の
理
性
、
一
切
差
別
の
寓
有
の
性
た
り
。

卒
等
一
如
と
云
ふ
も
無
痛
惜
櫓
超
然
草
濁
の
如
に
あ
ら
ず
、
一
切
差
別
の
高
有
の
性
を
含
醸
し
て
而
も
永
恒
に
卒
等

な
り
。

例
へ
ば
凡
そ
複
雑
の
極
な
る
も
の
人
の
脳
髄
に
及
ぶ
も
の
あ
ら
ざ
る
ベ
し
。
脳
髄
に
は
一
切
の
記
憶
心
象
感
情
智
力

意
志
等
の
諸
活
動
を
包
括
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
然
れ
ど
臓
は
極
め
て
単
純
本
来
無
一
物
な
る
べ
し
。
常
に
卒
等
、
卒

等
に
し
て
而
も
一
切
の
差
別
を
包
括
す
。
全
一
一
や
等
の
性
よ
り
分
れ
た
る
一
局
部
た
る
吾
人
の
脳
髄
己
に
爾
り
。
況
や

一
切
の
淵
源
た
る
一
切
を
包
括
す
る
宇
宙
心
の
本
質
の
自
性
に
於
て
を
や
。
全
一
紐
封
卒
等
一
如
、
而
も
一
\
切
の
差
別

は
卒
等
一
如
よ
り
生
じ
、
之
に
包
括
せ
ら
る
。

宇
宙
の
本
質
と
相
臆
し
た
る
自
性
天
員
の
理
性
に
よ
り
て
差
別
即
卒
等
の
員
理
を
一
意
識
せ
ん
。



一
海
の
水
本
湛
然
、
風
の
痛
に
動
揺
さ
れ
て
高
差
の
波
浪
を
揚
ぐ
。
波
面
に
差
別
を
呈
す
る
も
海
水
の
卒
等
性
を
鑓

ぜ
ず
。

卒
等
性
の
内
容
。

絶
封
の
本
質
平
等
一
如
を
、
悌
教
に
如
々
理
、
如
々
智
と
。
或
は
大
智
義
光
明
、
遍
照
法
界
等
と
云
ふ
。
如
来
の
卒

等
性
の
内
容
は
紳
聖
正
義
恩
寵
善
等
を
以
て
本
質
を
表
明
す
。
至
員
至
善
至
美
光
明
等
。

密
に
性
智
を
配
す
る
に
因
に
虚
空
蔵
菩
薩
果
に
費
生
仰
を
以
て
す
。
虚
空
識
と
は
虚
空
に
一
切
高
有
を
包
蔵
す
る
如

く
、
性
徳
無
議
に
具
備
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
果
分
に
は
本
能
に
具
備
せ
る
性
徳
の
悉
く
を
修
得
額
現
の
一
切
智
を
費

生
如
来
と
名
づ
く
。

費
生
如
来
を
三
界
主
と
名
づ
く
は
副
大
我
の
義
な
り
。

大
日
を
大
我
と
云
ふ
は
穂
、
若
し
内
性
自
性
を
ぱ
大
我
と
云
ふ
ば
別
な
り
。

卒
等
性
に
統
一
し
た
る
心
性

卒等性智

宇
宙
は
本
平
等
性
を
内
容
本
質
と
し
て
、
差
別
の
高
性
を
護
展
す
る
は
、
目
的
に
鯖
せ
し
む
る
手
段
な
り
。
向
上
の

階
級
は
生
物
よ
り
一
志
誠
、
心
印
紙
と
護
達
し
、
終
局
に
は
自
己
の
最
源
根
底
な
る
紹
封
的
自
性
を
膿
得
す
る
に
あ
り
。
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絶
劃
と
自
己
と
の
致
一
は
、
前
の
園
智
の
一
大
親
念
に
自
己
の
観
念
と
一
致
し
た
る
よ
り
は
尚
一
層
、
自
己
と
宇
宙

内
容
と
が
親
密
に
一
致
す
。
観
念
的
致
一
と
は
象
相
に
し
て
、
性
智
の
致
一
は
内
容
の
融
合
な
り
。
内
容
融
合
と
は
、

宇
宙
内
容
本
質
を
自
己
の
内
容
と
し
て
、
即
ち
一
大
員
我
を
自
己
と
す
。
し
か
れ
ば
蔦
有
は
一
大
観
念
中
に
共
通
せ
る

の
み
に
止
ま
ら
ず
、
自
己
の
最
終
の
虞
我
と
高
有
の
員
我
と
は
一
睡
卒
等
。
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員
我
の
内
容
を
以
て
自
己
の
内
容
と
す
。
員
我
の
内
容
は
理
性
態
な
り
。
本
質
と
し
て
云
は
ば
卒
等
一
如
の
心
霊

態
。
作
用
と
し
て
云
は
ば
自
由
大
自
在
な
り
。

如
来
の
内
容
と
融
合
し
、
宇
宙
無
限
の
内
容
よ
り
自
己
の
内
容
に
湧
出
る
故
に
、
自
護
的
に
心
霊
活
動
す
。

吾
人
の
全
身
が
絶
掛
な
る
如
来
の
妙
身
を
形
成
す
。

如
来
の
内
容
と
吾
人
の
内
容
と
は
融
合
渉
入
し
、
本
来
一
如
、
吾
人
の
内
容
は
無
限
の
自
性
と
の
交
渉
に
よ
り
て
、

即
ち
神
秘
的
に
玄
妙
の
員
理
を
知
見
し
ま
た
融
合
す
る
賦
態
は
妙
智
の
作
用
と
す
。
妙
智
の
生
俳
感
臆
等
は
本
卒
等
性

智
に
よ
る
。

卒
等
性
智
と
吾
人
と
の
内
容
致
一
の
活
動
と
し
て
は
、
無
碍
光
の
下
に
於
て
説
明
す
べ
き
如
来
の
中
の
道
徳
的
自
由

な
り
。

観
察
交
渉
の
自
由
は
、
平
等
に
よ
る
が
故
に
自
由
な
り
。



卒
等
性
を
自
己
の
員
我
と
し
て
、
宇
宙
の
員
我
よ
り
吾
人
が
心
室
に
護
射
し
来
る
光
明
に
よ
り
、
首
向
有
を
照
し
紳
秘

を
知
見
す
。
吾
人
は
内
性
一
如
の
故
に
永
恒
存
在
な
り
。

紹
封
と
自
己
の
心
性
と
の
親
密
な
る
関
係
に
至
つ
て
は
、
自
己
の
理
性
と
紹
封
と
は
平
等
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。

卒
等
の
理
性
卸
ち
自
己
の
心
霊
な
り
。
平
等
の
理
性
よ
り
自
己
の
理
性
と
し
て
活
動
す
る
も
の
こ
れ
員
理
な
り
。

理
性
は
卒
等
な
り
彼
我
な
し
。

天
則
秩
序
と
し
て
の
理
性
の
能

宇
宙
心
の
理
性
な
る
性
智
が
寓
物
の
内
性
な
る
こ
と
は
前
に
明
し
ぬ
。
理
性
の
能
力
を
弊
ぜ
ば
、
組
封
な
る
理
性
、

自
己
の
内
在
の
自
然
界
に
は
、
天
則
秩
序
の
理
性
と
し
て
、
首
内
物
を
生
産
し
開
展
す
る
の
秩
序
を
粛
整
し
統
構
す
る
を

能
と
す
。

保
す
。
表
面
に
は
悉
く
因
縁
相
依
り
因
果
関
聯
し
て
、
論
理
的
規
律
な
り
。

天
則
秩
序
の
理
性
と
し
て
は
、
時
関
空
間
の
形
式
に
よ
り
、
因
果
律
に
、
世
界
雑
多
を
開
展
し
、
歯
肉
物
を
生
産
し
携
問

等卒

論
理
的
に
秩
序
を
整
束
す
る
を
見
れ
ば
、
之
を
規
定
す
る
高
物
の
内
面
に
之
を
統
一
し
嬬
理
す
る
の
理
性
な
か
る
べ213 

か
ら
ず
。



高
物
は
唯
非
理
的
分
子
が
盲
目
的
に
緊
合
し
偶
然
に
裂
し
た
る
結
果
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
悉
く
理
論
的
規
律
に
障

っ
て
動
く
べ
き
定
相
を
寓
有
中
に
賦
せ
ら
れ
、
自
護
的
に
生
産
、
内
面
よ
り
自
設
的
に
規
律
的
理
論
的
な
る
は
、
表
面

に
は
因
果
律
と
な
る
。
こ
れ
が
秩
序
を
整
ふ
る
統
一
的
理
性
を
性
智
の
能
分
、
天
則
が
理
性
と
し
て
現
じ
た
る
も
の
と

す
。
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一
性
各
別

卒
等
性
の
中
に
三
性
を
分
別
す
。

分
別
執
性
。
l

一
切
の
一
小
局
部
に
、
全
世
と
同
一
の
盟
系
と
し
て
、
相
待
的
に
濁
立
の
統
一
的
悼
系
を
な
す
。

依
他
起
性
。
!
一
小
局
部
個
々
は
相
制
の
関
係
。

闘
成
資
性
。
l

相
待
の
閥
係
を
統
一
驚
整
す
る
理
性
。

分
別
執
性
と
は
世
界
一
切
の
事
物
は
、
い
か
に
一
小
局
部
と
い
へ
ど
も
、
本
子
等
性
を
本
性
と
す
る
個
鰹
な
る
が
故

に
、
全
一
を
模
塑
と
す
る
係
系
、
即
ち
相
待
的
な
が
ら
濁
立
の
統
一
を
な
せ
る
活
動
の
相
待
的
濁
立
の
睦
系
を
な
す
。

太
陽
系
は
こ
れ
と
等
し
き
階
級
の
盟
系
に
相
待
的
に
濁
立
せ
る
統
一
盟
系
な
り
。
次
に
太
陽
系
に
属
す
る
各
部
は
ま

た
相
待
的
に
濁
立
の
係
系
な
り
。
惑
星
を
中
心
と
し
て
衛
星
等
以
来
合
し
て
統
一
系
あ
り
。
地
球
上
に
ま
た
一
切
有
機
物



を
相
待
的
統
一
睡
系
あ
り
。
有
機
躍
は
ま
た
相
待
猫
立
の
盟
系
を
な
す
。

人
は
四
支
五
官
五
臓
六
蹄
等
を
悉
く
統
一
し
て
睦
系
を
な
す
。
眼
は
数
多
の
解
剖
的
部
分
を
以
て
統
一
盟
系
を
局
す
。

一
す
じ
の
毛
も
数
多
の
細
胞
を
以
て
統
一
鐙
系
を
な
す
。
各
細
胞
も
相
待
濁
立
の
分
子
よ
り
成
り
、
分
子
は
同
じ
く
相

待
濁
立
の
原
子
よ
り
成
る
。
極
小
局
部
よ
り
極
大
に
至
る
ま
で
同
一
形
式
の
統
一
的
位
制
を
な
す
。
い
か
に
局
部
と
い

へ
ど
も
紹
封
な
る
賓
性
の
縮
固
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
小
極
は
小
極
の
臆
制
を
以
て
活
動
し
、
大
極
は
大
造
化
の
用
あ
れ

ば
小
極
は
小
造
化
の
用
を
な
す
。

局
部
は
腫
系
と
共
に
自
護
的
の
調
和
を
保
ち
自
護
的
活
動
す
。
例
へ
ば
人
の
脳
髄
営
養
系
生
殖
系
の
如
く
各
局
部
は

各
自
の
性
あ
り
本
能
あ
り
。
活
動
は
外
部
の
制
束
に
よ
ら
ず
。
眼
は
覗
る
、
耳
は
聴
く
、
各
自
性
あ
り
、
自
能
あ
り
。

高
等
な
る
官
能
も
劣
等
官
能
の
職
を
代
る
こ
と
能
は
ず
。

植
物
は
い
か
に
劣
等
な
る
も
の
も
個
々
其
本
性
能
あ
り
。
統
一
鰻
制
を
以
て
小
造
化
の
職
を
成
す
。
松
の
賓
に
あ
ら

ざ
れ
ば
松
を
造
る
こ
と
能
は
ず
。
各
個
に
は
小
造
化
の
内
性
あ
り
て
、
自
設
的
に
開
燥
し
分
殖
す
。
高
物
各
自
性
あ
り

卒等性智

自
能
あ
り
。
能
く
住
持
し
造
化
す
。

一
小
局
部
は
大
極
の
理
性
を
根
底
と
す
。
原
始
一
微
の
細
胞
の
生
物
よ
り
全
地
の
生
物
を
護
展
す
る
も
何
ぞ
住
ま
ん
、

小
局
部
は
大
極
の
理
を
根
底
と
す
。
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二
、
依
他
起
性
。
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卒
等
性
は
直
ち
に
個
を
造
ら
ず
、
必
ず
因
縁
を
待
つ
。
一
切
寓
有
は
時
間
的
に
空
間
的
に
相
制
即
依
他
の
闘
係
を
離

れ
て
濁
立
嬰
化
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
い
か
に
微
少
な
る
生
物
に
し
て
も
、
必
ず
因
縁
の
影
響
は
他
の
一
切
に
及
ぶ
。
宇

宙
に
存
在
せ
る
物
質
分
子
に
一
と
し
て
孤
立
し
た
る
も
の
な
く
、
歯
肉
物
は
一
と
し
て
偶
然
に
生
起
す
る
も
の
な
し
。
必

ず
相
制
の
関
係
を
要
す
。
之
を
依
他
起
性
と
云
ふ
。

吾
人
の
頭
脳
及
び
一
切
の
局
部
、

一
と
し
て
依
他
の
関
係
を
離
れ
て
成
立
す
べ
か
ら
ず
。
眼
を
組
織
せ
る
細
胞
は
全

韓
あ
り
て
始
め
て
限
の
用
を
矯
す
。
一
切
の
局
部
も
皆
全
陸
に
絡
し
て
各
自
個
の
性
能
を
果
す
。
相
制
の
闘
係
は
終
局

全
宇
宙
に
及
ぶ
。
一
の
塵
芥
は
庭
上
の
植
物
の
腐
敗
よ
り
生
ず
。
植
物
は
土
地
に
よ
り
、
土
地
は
地
球
に
よ
り
、
地
球

の
存
在
は
太
陽
に
よ
り
、
太
陽
は
宇
宙
に
よ
る
。
一
の
徴
織
を
生
存
せ
し
む
る
ゆ
ゑ
ん
も
ま
た
同
じ
。
空
聞
に
存
在
の

寓
物
分
子
一
と
し
て
孤
立
せ
る
も
の
は
な
く
、
皆
依
他
琢
照
合
し
、
因
縁
の
関
係
に
よ
る
。
各
局
部
の
生
活
は
こ
れ
ま
た

高
等
な
る
も
の
と
の
相
制
に
統
一
ぜ
ら
る
。

吾
人
の
生
存
は
父
母
に
よ
り
、
父
母
は
ま
た
父
母
即
ち
租
先
に
よ
り
、
租
先
は
人
類
の
元
組
に
よ
り
、
人
類
の
元
始

は
低
階
級
の
動
物
に
よ
る
。
動
物
は
原
始
動
物
に
よ
り
、
原
始
動
物
は
地
層
に
よ
り
、
地
層
は
地
球
に
よ
り
、
地
球
は

太
陽
に
、
太
陽
は
宇
宙
に
、
宇
宙
開
の
寓
物
は
空
間
に
時
間
に
相
互
に
関
聯
し
て
孤
立
な
る
も
の
な
し
。
因
縁
関
聯
し



て
、
空
間
的
に
網
の
如
く
に
、
所
謂
る
因
陀
羅
網
の
珠
の
如
く
に
、
天
龍
無
数
の
星
類
は
繋
れ
り
。
虚
空
無
濯
な
れ
ば

天
鎧
も
無
遣
な
り
。
之
を
空
間
的
の
因
縁
の
関
聯
と
す
。
時
間
的
に
言
は

H
A有
掃
の
高
物
は
原
因
よ
り
結
果
生
じ
、
結
果

ま
た
原
因
と
な
り
て
次
の
果
を
来
し
、
成
住
壊
室
、
空
じ
て
は
ま
た
成
、
ず
。
因
果
律
に
よ
り
て
関
聯
し
て
無
始
無
終
。

圃
性
の
本
。

相
待
の
規
底
を
統
一
す
る
根
底
本
質
は
、
物
質
論
者
は
物
質
原
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
ま
た
其
上
に
エ
ー
テ
ル
な
る

も
の
を
立
て
統
一
原
理
を
説
明
せ
ん
と
す
。
恰
も
老
荘
の
一
大
元
素
を
以
て
高
物
の
根
底
を
説
明
す
る
と
相
似
た
り
。

こ
の
元
気
な
る
も
の
は
一
局
部
な
る
人
類
に
云
は
X

身
瞳
に
充
る
元
気
な
り
。
何
故
に
人
の
元
気
の
根
本
は
精
紳
な
る

こ
と
を
認
め
ざ
る
。
エ
ー
テ
ル
の
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め
て
宇
宙
寓
有
の
相
待
規
定
の
根
底
本
性
は
一
大
心
霊
の
理
性

た
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
。

若
は
空
間
に
若
は
時
聞
に
相
待
の
闘
聯
を
離
れ
て
寓
物
一
も
あ
る
こ
と
な
し
。
卒
等
性
を
根
底
と
す
る
世
界
に
相
待

規
定
因
果
律
存
在
す
る
は
、
こ
の
相
待
規
定
な
る
も
の
は
、
相
待
そ
れ
自
ら
存
在
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
之
を
統
一
す
る

秩
序
の
根
底
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
之
を
闇
成
賓
性
と
す
即
ち
卒
等
性
な
り
。

卒等性智

圃
成
賓
性
。

相
待
的
規
定
の
一
切
局
部
は
関
係
に
よ
り
て
存
在
す
。
こ
の
相
待
な
る
も
の
は
こ
の
閥
係
を
統
一
す
る
理
性
な
り
。
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一
切
の
局
部
と
有
機
物
を
統
一
す
る
は
地
球
、
地
球
は
太
陽
系
に
統
一
せ
ら
れ
、
各
天
睦
は
全
一
に
統
一
せ
ら
る
。
之

を
統
一
す
る
理
法
は
、
相
待
的
規
定
の
根
底
は
物
質
に
あ
ら
ず
し
て
、
一
大
心
室
の
平
等
理
性
な
り
。
此
一
大
心
霊
に
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統
一
せ
ら
る
。

一
切
高
有
は
こ
の
紹
劉
理
性
に
統
嬬
せ
ら
る
る
故
に
、
宇
宙
の
内
性
は
大
理
性
な
り
。
普
偏
的
法
則
の
存
在
は
是
宇

宙
の
内
性
が
理
性
な
る
故
に
、
首
内
有
を
構
造
す
る
す
べ
て
の
部
分
は
其
活
動
の
理
法
一
斉
な
り
。
数
皐
の
法
則
重
皐
の

法
則
機
械
摩
の
法
則
の
如
き
皆
之
を
示
す
。

圃
責
性
の
寓
有
に
劃
す
る
特
性

一
、
統
一
原
理
、
二
、
普
備
法
則
、

一
、
高
有
相
待
の
闘
係
の
統
一

三
、
設
展
目
的
。

宇
宙
現
象
界
生
滅
起
伏
せ
る
高
有
は
相
待
の
関
係
に
規
定
せ
ら
る
。
郎
因
縁
所
生
な
り
。
此
相
待
に
規
定
す
る
秩
序

の
統
一
は
園
質
性
と
す
。
い
か
な
る
微
塵
ば
か
り
な
る
も
の
も
賓
性
に
よ
ら
ず
し
て
有
る
も
の
な
し
。

首
問
有
の
闘
聯
は
無
窮
に
し
て
卒
等
性
に
統
一
せ
ら
る
。
い
か
な
る
微
鹿
も
之
を
離
れ
て
濁
立
襲
化
す
る
能
は
ず
。
一

ケ
の
塵
芥
も
其
固
た
と
へ
ば
庭
の
微
細
な
る
草
は
、
土
地
に
よ
ら
ざ
れ
ば
生
活
す
る
能
は
ず
。
土
地
は
地
球
に
よ
り
、



地
球
は
太
陽
系
に
よ
る
、
太
陽
系
は
全
一
紐
劃
の
統
一
を
離
れ
て
存
在
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。

空
間
に
存
在
せ
る
物
質
分
子
一
と
し
て
孤
立
す
る
も
の
な
し
。
皆
琢
照
合
の
統
一
的
活
動
の
睦
系
を
な
す
。
各
々
の
統

一
運
動
は
全
一
睦
系
の
部
分
運
動
と
し
て
包
括
せ
ら
る
。
人
の
五
官
四
肢
等
は
凡
て
自
睡
の
統
一
系
に
よ
り
て
各
職
能

を
な
す
。
宇
宙
高
有
の
相
待
規
定
の
統
一
は
卒
等
の
一
性
に
あ
り
。

二
、
並
日
偏
的
法
則

宇
宙
の
内
性
は
一
大
理
性
な
り
。
高
有
を
構
造
す
る
一
切
の
部
分
は
其
活
動
の
理
法
悉
く
斉
一
な
り
。

備
的
資
一
の
理
法
存
せ
ざ
る
な
し
。
ま
た
此
の
法
則
を
離
れ
て
活
動
す
る
も
の
な
し
。

敷
島

e
の
法
則
機
械
撃
の
法
則
重
力
の
法
則
の
如
く
寓
有
い
か
な
る
も
の
も
此
法
則
を
離
れ
て
活
動
す
る
も
の
な
し
。

一
切
の
費
態
に
も
物
理
を
醸
用
す
る
に
誤
る
こ
と
な
し
。
宇
宙
の
法
則
は
秩
序
整
粛
に
し
て
大
理
性
に
随
っ
て
動
く
。

こ
の
法
則
の
存
在
す
る
は
宇
宙
の
固
賓
性
は
一
大
理
性
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

三
、
寓
有
の
因
縁
相
待
作
用
は
卒
等
の
固
性
よ
り
差
別
の
調
和
的
襲
態
に
護
展
し
内
的
目
的
論
的
必
然
性
に
自
費
的

な
り
。
即
ち
高
有
に
内
存
す
る
理
性
が
卒
等
の
一
よ
り
差
別
の
費
態
に
護
展
す
る
は
、
向
上
し
て
相
待
の
規
定
を
脱
し

一
と
し
て
普

卒等性智

て
絶
封
無
規
定
の
自
性
に
向
上
す
る
理
性
あ
り
て
、
必
然
的
、
自
護
的
、
目
的
あ
る
理
性
な
り
。
即
ち
、

一
、
相
待
を
統
一
す
る
嬬
理
の
理
。
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二
、
普
舗
法
則
。
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一
二
、
天
則
の
理
性
に
移
局
目
的
の
理
性
あ
り
。

高
有
神
論
に
は
、
高
有
の
内
的
存
在
な
る
質
性
が
、
天
則
秩
序
に
差
別
の
費
態
に
護
展
す
る
天
則
の
中
に
、
恰
も
目

的
設
計
を
も
て
な
す
如
き
の
自
然
の
理
性
存
在
す
。

原
子
論
は
、
一
般
の
物
理
的
法
則
に
随
て
運
動
を
普
む
原
子
の
自
護
的
結
合
に
よ
り
て
起
り
、
事
も
外
部
よ
り
此
原

子
を
按
排
配
置
す
る
智
力
を
要
せ
ず
。
無
数
の
原
子
は
盲
目
運
動
を
営
み
種
々
雑
多
の
結
合
配
置
よ
り
偶
然
に
も
動
植

物
の
精
妙
な
る
も
の
生
ず
と
す
。

然
ら
ば
一
の
人
を
構
成
す
る
原
子
偶
然
相
依
り
て
突
如
と
し
て
人
を
現
ず
る
か
。
進
化
読
に
よ
れ
ば
、
自
然
淘
汰
環

象
の
影
響
に
よ
り
て
、
因
果
必
然
の
理
に
基
き
、
自
然
に
生
起
進
化
し
、
今
日
最
も
複
雑
精
妙
を
極
め
た
る
生
物
睡
は

突
然
に
無
数
の
原
子
集
合
し
生
起
せ
し
に
非
ず
。
単
純
な
る
生
物
の
原
始
よ
り
無
数
の
時
聞
を
以
て
進
化
の
結
果
に
し

て
、
因
果
的
機
械
的
に
生
起
す
と
云
ふ
も
、
進
化
論
と
原
子
論
と
は
親
密
な
る
関
係
あ
る
に
あ
ら
ず
。

原
子
濁
立
自
存
の
も
の
が
互
に
相
影
響
す
と
す
る
は
矛
盾
な
り
。
個
々
の
要
素
を
以
て
移
極
の
車
位
と
し
、
之
を
以

て
紹
劃
的
濁
立
自
存
の
も
の
と
し
、
是
等
の
要
素
合
し
て
全
睡
を
構
成
し
て
な
す
と
云
ふ
時
は
、
其
要
素
が
互
に
影
響

す
と
い
ふ
こ
と
は
大
な
る
矛
盾
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。



若
し
伺
々
の
要
素
全
く
猫
立
自
性
な
り
と
せ
ば
、
他
の
信
用
に
因
縁
に
よ
り
て
自
己
の
朕
態
を
襲
ぜ
ざ
る
ベ
し
。
若
し

他
の
因
縁
に
よ
り
て
自
性
を
費
ず
と
せ
ば
、
決
し
て
濁
立
の
自
性
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

高
有
は
宍
一
の
法
則
に
構
理
せ
ら
れ
、
其
聞
に
相
制
の
関
係
あ
る
こ
と
は
、
省
内
物
の
要
素
が
、
原
子
論
者
の
設
の
如

く
、
濁
立
無
関
係
の
も
の
に
非
ず
。
高
有
は
全
一
の
理
性
に
統
一
せ
ら
れ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
相
闘
の
事
賓
は
説
明
す

る
こ
と
能
は
ず
Q

今
有
機
韓
を
見
る
に
其
一
局
部
に
全
然
孤
立
せ
る
質
化
あ
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
例
せ
ば
植
物
の
一
貼
に
獲
動
あ
ら
ば

之
に
雁
じ
て
他
の
部
分
に
襲
動
を
及
ぼ
す
。
世
界
も
全
一
の
健
系
に
し
て
中
に
於
て
孤
立
を
許
さ
ず
。
こ
の
過
程
は
他

の
一
切
の
過
程
と
関
係
す
。

此
の
全
一
の
一
切
の
相
制
的
作
用
は
平
等
性
智
に
よ
り
て
起
る
。
要
す
る
に
世
界
は
濁
立
せ
る
無
数
要
素
の
集
合
に

あ
ら
ず
、
全
一
の
部
分
に
過
ぎ
ず
。
物
質
過
程
は
内
的
過
程
を
有
す
。

宇
宙
あ
ら
ゆ
る
運
動
が
相
闘
に
統
一
せ
ら
る
与
は
、
全
一
の
精
神
統
一
的
内
性
の
顧
現
な
り
と
云
ふ
ベ
し
。

卒等性智

平
等
性
の
特
徴

一
如
の
磁
性
、
一
大
心
霊
内
性
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紐
封
の
理
性
よ
り
差
別
の
雑
多
の
形
を
以
て
現
れ
し
も
の
は
、
欲
望
一
言
志
は
、
終
局
目
的
に
卒
等
理
性
に
結
合
統
一

せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
す
べ
て
の
内
的
生
活
の
統
一
あ
り
て
、
所
有
る
個
々
の
性
向
は
卒
等
理
性
の
自
己
護
展
自
己
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現
化
中
に
包
含
せ
る
も
の
と
す
。

卒
等
性
智
の
特
徴
。

一
、
世
界
的
内
性
全
一
の
理
性
な
り
。

差
別
の
一
切
の
局
部
の
個
々
は
絶
封
濁
立
自
性
を
有
せ
ず
。
個
々
は
卒
等
性
を
自
性
と
し
、
卒
等
性
の
相
待
的
差
別

の
一
員
な
り
。
世
界
は
絶
封
の
理
性
な
り
。
高
物
は
一
理
性
の
鑓
性
な
り
。

二
、
卒
等
性
は
質
碍
及
び
意
識
の
二
性
の
下
に
差
別
の
性
に
護
展
す
。

但
し
意
識
は
員
の
本
性
に
し
て
物
質
は
感
性
に
映
ず
る
現
象
の
み
。

三
、
客
観
界
に
於
る
因
縁
即
ち
相
制
作
用
は
卒
等
性
が
自
己
を
差
別
の
調
和
的
襲
態
に
護
展
す
る
自
護
、
目
的
論
的
必

然
性
の
現
象
な
り
と
す
。
即
ち
絶
封
理
性
の
自
由
な
り
。
理
性
は
論
理
的
に
必
然
性
を
以
て
自
己
の
本
質
を
護
展
す
。

卒
等
理
性
。

一
、
相
制
の
統
一
性
全
一
。

一
一、

一
切
の
差
別
は
卒
等
の
性
内
面
よ
り
自
然
自
設
的
の
調
和
を
保
つ
。



、
全
睦
と
し
て
の
寓
有
は
外
的
の
制
裁
を
受
け
ず
其
自
護
的
性
能
。

卒
等
性
の
必
然
的
理
性
は
目
的
論
的
平
等
全
一
よ
り
相
待
差
別
に
護
燥
す
る
は
、
向
上
の
目
的
あ
れ
ば
な
り
。
約
し

一
よ
り
一
切
に
開
裂
し
、
一
切
は
卒
等
の
一
に
闘
す
。
卒
等
性
智
が
差
別
を
設
展
す
る
は
終
局
の
全
一
に

輔
せ
し
め
ん
が
手
段
な
り
。
其
目
的
と
は
地
球
の
護
展
は
生
命
現
化
を
目
的
と
し
、
生
命
の
護
展
は
心
娠
の
現
化
を
目

的
と
し
、
心
霊
に
よ
り
て
卒
等
理
性
に
一
致
す
る
こ
と
を
う
れ
ば
な
り
。
卒
等
理
性
智
の
光
明
に
よ
り
て
自
己
の
理
性

は
一
切
寓
物
と
調
和
す
る
こ
と
を
う
。

て
一
一
品
は
H
A、

進
化
の
理
性

宇
宙
の
本
性
は
卒
等
理
性
と
し
、
理
性
は
高
有
の
内
性
と
し
て
存
在
し
、
古
内
物
を
向
上
護
展
せ
し
む
る
性
の
根
底
は

卒
等
性
智
の
智
能
な
り
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
地
球
の
護
肢
を
見
て
も
単
純
な
る
も
の
よ
り
複
雑
に
護
達
し
、
此
の

護
達
の
理
性
は
、
蔦
有
が
自
己
の
根
底
に
、
性
能
を
本
能
的
に
伏
磁
し
、
環
象
と
共
に
護
達
す
る
理
性
を
有
す
。
生
物

の
準
化
の
理
に
つ
き
て
考
ふ
る
も
、
原
始
動
物
の
細
胞
の
中
に
種
々
の
階
級
に
向
上
す
べ
き
性
能
を
潜
伏
す
と
云
ふ
も

不
可
な
か
ら
ん
。
高
物
の
生
命
は
卒
等
性
を
根
底
と
す
れ
ば
な
り
。
生
物
生
命
が
内
性
を
有
し
て
、
そ
れ
が
性
智
を
性

と
し
て
、
其
内
面
に
向
上
す
べ
き
性
能
を
有
し
、
原
始
生
物
の
中
に
其
高
等
な
る
人
類
に
成
り
う
べ
き
伏
能
を
有
し
た

卒等性智223 



る
も
の
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず

Q

高
有
の
内
的
存
在
の
理
性
、
高
物
と
共
に
漸
次
に
向
上
せ
し
む
。

卒
等
差
別
の
性
と
な
る
は
向
上
の
手
段
。

相
待
世
界
の
護
展
差
別
性
と
な
る
は
向
上
の
手
段
な
れ
ば
、
理
性
の
現
化
た
る
生
物
生
命
は
、
炭
酸
窒
水
の
化
合
物

の
形
質
に
酸
化
と
弾
援
力
あ
り
。
酸
化
は
生
活
力
の
元
気
、
弾
擦
は
護
動
の
元
、
ま
た
消
耗
の
原
な
り
。
此
酸
化
と
揮

簸
に
よ
り
て
消
化
と
分
殖
作
用
起
る
。
消
化
は
自
己
を
保
存
し
分
殖
は
種
族
を
保
存
す
。
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此
二
作
用
は
生
物
を
向
上
せ
し
む
る
機
能
な
り
。

進
化
に
五
則
あ
り
。

一
、
生
物
の
生
存
努
力
。
分
殖
の
矯
に
生
存
競
争
の
努
力
。
二
、
獲
易
。
身
盟
組
織
の
物
質
が

自
然
に
襲
易
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
て
種
類
を
生
ず
。
三
、
鹿
化
。
身
健
が
外
界
の
刺
激
に
感
腫
す
。
之
を
薩
化
の

理
法
と
云
ふ
。
四
、
遺
侍
。
形
質
遺
俸
の
理
法
。
五
、
適
者
生
存
。

生
命
を
前
向
物
の
外
部
よ
り
研
究
す
れ
ば
、
五
則
に
よ
り
て
生
物
の
進
化
の
理
明
か
な
り
。
こ
の
物
質
を
内
的
に
規
定

す
る
理
法
は
自
然
律
の
根
底
た
る
卒
等
性
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

内
存
の
理
法
に
よ
り
て
寓
物
向
上
進
化
す
と
は
、
外
面
よ
り
は
因
果
的
に
護
達
し
、
内
面
よ
り
は
内
性
の
目
的
必
然

性
よ
り
、
平
等
性
が
目
的
性
を
内
部
よ
り
護
展
す
る
な
り
。
外
部
に
は
因
果
的
の
進
化
を
見
る
。
分
類
す
る
は
競
争
に



よ
り
て
目
的
た
る
向
上
の
痛
な
り
。
ま
す
y
i

分
類
の
差
別
の
多
く
な
る
に
随
っ
て
競
宇
し
、
競
争
す
れ
ば
護
達
す
。

分
身
せ
ざ
れ
ば
相
互
の
刺
激
に
よ
り
て
向
上
す
る
こ
と
な
し
。

生
物
生
命
の
同
一
理
性

宇
宙
は
卒
等
理
性
な
り
。
此
理
性
表
顧
し
て
物
質
と
な
り
、
物
質
は
理
性
を
根
底
と
す
る
が
故
に
一
切
の
生
物
と
頼

る
。
平
等
の
理
性
は
一
切
の
差
別
と
願
現
す
る
も
相
待
的
に
統
一
の
睡
系
を
な
し
て
存
す
。

一
睡
の
進
化
。
原
始
生
物
の
一
細
胞
に
も
濁
立
統
一
の
盟
系
を
な
す
。
絶
封
の
理
性
を
根
底
と
す
る
内
性
を
有
す
れ

ば
な
り
。
故
に
極
小
の
生
命
は
極
大
の
個
睡
現
な
り
。
極
大
理
性
が
大
な
る
造
化
な
る
如
く
極
小
も
小
造
化
な
り
。
極

小
の
生
物
に
内
存
の
理
性
は
、
一
微
細
の
元
形
質
よ
り
、
炭
酸
化
合
物
の
一
例
は
分
れ
て
二
個
と
な
り
各
ま
た
分
れ
て

分
類
し
、
雌
雄
雨
性
を
分
つ
に
至
つ
て
は
合
瞳
し
て
分
類
す
。
最
微
少
な
る
生
物
よ
り
分
殖
し
庭
化
し
種
々
に
襲
易
し

遺
博
し
て
、
自
然
淘
汰
の
理
性
に
進
化
せ
ら
れ
て
、
単
細
胞
生
物
よ
り
複
細
胞
、
水
母
、
脊
椎
、
陸
棲
と
な
り
暗
乳
動

卒等性智

物
と
進
み
一
睡
の
分
子
前
の
元
形
質
よ
り
分
れ
て
、
分
涯
し
て
つ
ひ
に
世
界
の
生
物
と
な
り
、
ま
た
人
類
と
な
る
。

瞳
の
分
身
に
し
て
時
間
的
に
子
々
相
積
し
、
空
間
的
に
分
殖
滋
生
し
て
世
界
全
面
に
蔓
延
す
。
時
間
的
に
は
子
々
相
績

し
て
一
系
連
綿
た
り
。
空
間
的
に
は
分
涯
連
絡
し
て
網
の
如
く
に
連
な
り
、
生
命
一
睦
の
分
身
、
斯
く
表
面
に
は
何
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差
別
の
波
浪
を
分
別
す
れ
ど
も
、
同
一
の
卒
等
性
の
海
水
に
統
一
せ
ら
る
。
一
切
の
階
級
を
聞
は
ず
、
す
べ
て
の
生
物
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は
、
悉
く
個
々
皆
濁
立
の
統
一
的
瞳
系
を
な
す
と
難
、
高
有
内
性
が
即
ち
紐
封
理
知
冒
と
名
づ
く
べ
き
理
性
の
存
在
を
承

認
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
自
然
界
の
高
有
は
局
部
は
自
費
的
の
調
和
を
保
つ
も
の
に
し
て
、
外
部
よ
り
規
定
せ
ら
れ
ず
、

そ
の
運
動
は
自
護
運
動
。

目

的
高
有
の
小
部
分
な
る
物
は
目
的
設
計
は
意
識
的
に
あ
ら
ず
し
て
、
自
ら
目
的
に
適
合
す
る
理
性
存
在
す
る
は
其
目
的

は
何
ぞ
と
い
ふ
に
、
地
球
の
護
展
は
生
命
の
賓
現
を
目
的
と
し
、
生
命
の
向
上
は
意
識
の
賓
現
を
目
的
と
し
、
一
意
識
の

向
上
は
心
霊
の
賞
現
を
目
的
と
し
、
此
心
霊
の
護
展
を
世
界
の
目
的
と
せ
ば
、
斯
く
世
界
に
必
然
的
に
向
上
し
て
心
霊

の
賓
現
せ
る
は
、
宇
宙
の
卒
等
性
よ
り
差
別
の
賛
態
を
護
展
し
、
向
上
の
終
局
に
は
宇
宙
の
内
容
自
性
天
員
の
光
明
に

一
致
せ
し
め
ん
と
す
る
目
的
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
人
の
小
児
の
不
識
的
意
思
が
漸
々
に
護
達
し
て
一
意
識
的
に

現
化
す
る
は
、
外
界
よ
り
之
を
補
助
し
て
居
る
に
あ
ら
ず
、
小
児
の
自
己
に
伏
能
が
護
達
し
た
結
果
意
識
的
に
な
る
。

宇
宙
に
自
然
界
地
球
及
植
物
等
は
眠
れ
る
精
神
に
し
て
、
人
類
は
他
の
生
物
に
比
較
す
る
時
は
費
醒
し
た
る
も
の
と
云

ふ
ベ
し
。
然
れ
ど
も
人
類
の
費
醒
は
相
待
的
に
し
て
、
他
の
生
物
に
劃
す
る
が
故
に
云
ふ
。
紹
劃
的
の
畳
醒
は
宗
教
最



終
目
的
に
あ
り
。
目
的
と
は
各
自
己
の
極
性
は
紹
封
な
る
卒
等
性
と
一
致
す
る
庭
に
あ
り
。
卒
等
性
智
を
護
見
し
、
性

智
と
一
致
し
、
性
智
を
全
く
自
己
の
内
容
と
な
す
庭
に
あ
り
。
性
智
を
睦
得
し
た
る
時
自
品
開
の
前
向
有
と
本
質
内
容
全
然

調
和
す
る
こ
と
を
得
。
卒
等
性
智
に
よ
り
て
蔦
有
の
内
的
生
活
の
起
元
と
存
在
を
ば
能
く
理
曾
す
る
を
得
。

宇
宙
の
内
容
本
質
は
絶
封
理
性
副
ち
卒
等
性
智
な
り
。
平
等
に
し
て
性
は
無
定
相
。
而
も
一
切
差
別
の
性
能
を
有
し

て
、
而
も
常
に
卒
等
な
り
。
本
質
内
容
を
性
と
云
ふ
。
一
切
差
別
の
寓
有
の
性
能
を
具
備
し
て
而
も
卒
等
、
こ
れ
千
等

理
性
な
り
。

此
卒
等
理
性
に
よ
ら
ざ
れ
ば
高
有
の
元
理
を
説
明
す
る
こ
と
能
は
ず
。
此
卒
等
理
性
を
離
れ
て
唯
物
論
に
よ
ら
ば
精

神
の
起
一
克
及
寓
有
の
秩
序
調
和
等
を
説
明
す
る
能
は
ず
。
卒
等
性
の
員
理
を
睦
得
す
る
時
は
吾
人
は
こ

L

に
あ
り
な
が

ら
一
脚
の
中
に
安
立
し
紐
封
的
に
自
由
を
得
。

宇
宙
の
性
は
絶
封
卒
等
。
現
象
の
寓
物
は
千
差
寓
別
。
こ
の
差
別
の
も
の
は
紹
封
意
志
に
質
現
せ
ら
る
る
観
相
な

り
。
相
待
に
約
束
せ
ら
れ
、
力
に
動
か
さ
る

L

も
の
は
、
一
と
し
て
偲
性
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
高
有
の
員
性
は
常
に
千

等
一
如
な
り
。
一
切
の
差
別
は
悉
く
観
性
、
賓
性
は
永
へ
に
卒
等
一
如
。
民
性
は
紹
割
に
し
て
規
定
を
離
る
与
が
故
に

卒等性智

卒
等
一
如
な
り
。

差
別
の
相
を
離
れ
て
超
然
に
紹
到
の
平
等
を
求
む
べ
か
ら
ず
。
差
別
の
偲
相
に
執
着
な
く
、
自
性
天
員
の
紹
射
的
心
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霊
を
自
己
の
性
と
す
る
時
は
本
来
生
俳
一
如
な
り
。
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く 5)

平
等
性
智

園
智
は
如
来
の
本
質
一
大
心
震
を
相
の
方
面
よ
り
見
た
る
も
の
に
し
て
観
念
態
と
せ
り
。
性
智
は
如
来
の
一
心
霊
の

性
と
し
て
絶
叫
到
理
性
態
と
す
。
同
一
の
一
切
智
慧
を
甑
念
的
に
相
と
し
、
ま
た
理
性
的
に
性
と
し
て
、
相
は
表
象
に
し

て
、
性
は
内
質
な
り
。
人
の
精
神
に
て
云
は
ば
甲
は
観
念
に
し
て
乙
は
理
性
な
り
。

人
が
膜
想
観
念
す
れ
ば
、
物
瞳
を
徹
し
て
、
一
佳
の
観
念
態
と
な
る
は
、
宇
宙
の
一
大
観
念
態
中
の
個
人
な
れ
ば
、

固
形
の
物
種
あ
る
に
拘
ら
ず
し
て
観
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
、
宇
宙
高
物
は
蔦
物
の
理
性
に
よ
り
て
系
統
せ
ら
れ
、
首
問
物
は

互
に
隔
離
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
若
し
理
系
あ
る
に
非
ず
ば
五
日
人
は
如
何
に
し
て
解
し
得
る
事
を
得
ん
。
理
系
あ
る
に

よ
り
て
理
性
の
普
遍
を
推
し
て
、
特
種
の
首
門
物
を
推
論
す
る
事
を
得
。
宇
宙
寓
物
は
千
等
な
る
理
性
に
統
べ
ら
る
与
が

故
な
り
。
本
如
来
は
紐
封
理
性
な
り
と
は
、
此
の
理
性
の
光
明
に
よ
り
て
、
宇
宙
寓
有
を
照
鑑
す
る
こ
と
、
卒
等
性
智

と
名
づ
く
。



卒
等
理
性
の
秩
序

組
封
理
性
に
統
一
せ
ら
る
る
'
一
子
宙
な
れ
ば
宇
宙
は
一
大
理
性
な
り
。
宇
宙
は
一
大
理
性
に
係
り
た
る
を
以
っ
て
、
首
向

物
を
一
貫
し
て
一
理
に
闘
す
。
人
が
理
性
会
心
っ
て
推
理
し
た
る
原
則
は
襲
態
多
き
高
物
に
も
何
れ
に
し
も
陸
用
す
る

事
を
得
。
其
の
推
論
す
る
慮
宇
宙
高
物
は
敷
皐
の
理
、
物
理
皐
に
し
て
も
推
理
法
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
一
切
首
円
物
が
規

律
の
整
然
た
る
僚
理
あ
る
は
一
大
理
性
に
随
っ
て
動
く
も
の
な
れ
ば
な
り
。

秩

序
高
物
天
則
秩
序
整
然
た
り
。
宇
宙
に
常
恒
に
建
設
的
衝
合
の
行
は
れ
、
永
久
の
自
動
自
活
を
な
す
。
太
陽
系
の
み
を

見
る
も
遠
心
力
と
求
心
力
と
能
く
調
和
し
、
ま
た
遊
星
の
運
行
の
如
き
秩
序
在
る
統
一
の
規
律
正
し
き
天
佳
が
序
を
あ

や
ま
た
ず
。

人
を
解
剖
撃
に
よ
り
て
見
る
も
‘
脳
髄
一
神
経
の
構
造
、
管
養
機
関
生
殖
機
関
に
至
る
迄
如
何
に
奇
妙
を
極
め
た
る
問

か
。
人
類
の
み
に
あ
ら
ず
植
物
を
構
造
す
る
細
胞
組
織
、
柔
軟
組
織
、
繊
維
組
織
よ
り
種
子
の
繭
護
、
根
の
外
に
、
数
等

卒

多
な
る
細
胞
よ
り
花
咲
き
果
賓
を
結
び
、
営
養
生
殖
の
理
に
至
る
迄
。
動
物
皐
の
理
に
於
い
て
も
如
何
に
細
な
る
も
小

は
小
に
し
て
之
を
組
織
す
る
秩
序
あ
り
。
例
へ
ば
種
々
無
量
に
分
類
す
る
と
も
其
の
中
に
其
を
構
造
す
る
に
理
系
を
失
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は
ず
し
て
、
こ
の
生
物
の
組
織
法
を
以
っ
て
他
の
生
物
の
理
を
も
推
理
す
る
事
を
得
ベ
し
。
宇
宙
如
何
な
る
槌
物
生
物
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蹟
物
に
も
理
系
の
存
せ
ざ
る
な
し
。

宇
宙
は
理
性
智

自
然
則
と
は
天
地
運
行
の
秩
序
に
闘
す
る
員
理
を
観
察
し
て
、
或
る
現
象
の
原
因
結
果
の
理
を
推
し
て
、
そ
の
現
象

の
精
細
な
る
観
察
に
よ
り
て
理
を
護
見
し
、
更
に
進
ん
で
ま
た
一
則
の
大
な
る
を
生
ず
る
所
以
の
理
を
考
へ
自
己
の
想

像
よ
り
推
し
て
皐
設
を
立
つ
る
に
あ
ら
ず
や
。
理
皐
の
原
則
は
宇
宙
高
物
に
存
在
す
。
宇
宙
は
理
智
に
よ
り
て
秩
序
を

以
っ
て
原
因
結
果
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
な
れ
ば
、
宇
宙
に
存
在
す
る
則
を
以
っ
て
原
理
と
す
。
人
の
理
畢
は
宇
宙
に
基

か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
宇
宙
の
理
智
に
問
ひ
彼
に
皐
ぶ
。

宇
宙
が
高
物
を
造
化
し
構
成
し
組
織
す
る
に
理
智
に
よ
ら
ざ
る
な
し
。
宇
宙
が
理
系
に
よ
り
て
造
化
し
組
織
し
た
る

も
の
を
離
れ
て
自
然
科
皐
あ
る
こ
と
な
し
。

宗
教
は
理
拳
に
あ
ら
ず
。
理
智
が
自
然
界
を
天
則
秩
序
的
に
整
へ
た
る
も
之
を
識
る
の
み
に
し
て
は
、
理
智
が
放
ち

た
る
或
る
一
面
の
成
績
を
見
る
に
止
ま
り
て
、
未
だ
理
智
に
詮
入
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
人
は
同
じ
く
理
性
に
よ
っ

て
賦
せ
ら
れ
、
ま
た
組
織
せ
ら
れ
た
る
自
性
な
れ
ば
、
自
己
理
性
の
本
源
に
入
り
て
、
一
大
理
性
と
笑
合
し
、
こ
の
理



智
を
以
っ
て
自
己
の
性
と
し
て
、
理
智
の
光
に
よ
り
て
、
宇
宙
の
玄
底
を
照
ら
す
。

現
象
界
の
高
物
に
理
系
の
存
す
る
は
理
智
の
成
績
に
は
相
違
な
き
も
、
理
智
の
員
面
目
に
非
ず
。
理
智
の
自
性
に
非

ら
ざ
る
な
り
。
例
へ
ば
人
が
作
り
た
る
秩
序
正
し
き
文
章
を
見
る
も
、
其
の
文
章
に
於
き
て
、
之
を
作
り
し
人
の
理
性

を
推
す
事
を
得
る
も
、
文
章
そ
の
も
の
が
人
の
理
性
に
非
ざ
る
が
如
し
。

宇
宙
は
一
大
理
智
を
以
っ
て
天
則
秩
序
を
整
へ
て
、
能
く
寓
物
を
構
造
す
。
又
宇
宙
は
寓
物
の
事
賞
の
上
に
大
理
想

を
示
す
。

宇
宙
は
理
性
あ
り
て
こ
置

宇
宙
は
現
象
の
方
面
よ
り
是
を
見
れ
ば
、
天
龍
無
数
の
星
宿
よ
り
高
物
一
と
し
て
別
々
な
ら
ざ
る
も
の
な
し
。
然
れ

ど
も
理
系
よ
り
推
し
て
観
ず
れ
ば
、
一
と
し
て
孤
立
す
る
も
の
に
非
ず
。
宇
宙
全
瞳
は
一
理
性
に
統
べ
ら
る
。
警
へ
ば

人
の
五
官
五
臓
六
蹄
は
各
別
の
職
を
司
る
も
賓
は
人
の
身
睦
に
属
し
て
一
憧
な
り
。
か
く
五
官
の
作
用
は
反
封
せ
る
官

能
な
る
も
、
若
し
そ
の
身
障
を
離
れ
て
は
そ
の
官
能
の
作
用
な
き
が
如
し
。
日
月
及
地
球
に
於
て
も
宇
宙
を
離
れ
て
濁

卒等性智

立
に
活
動
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
況
ん
や
生
物
に
於
い
て
を
や
。
宇
宙
は
一
睡
な
り
。
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命
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地
球
の
寓
物
そ
の
類
多
し
と
雌
も
動
物
植
物
蹟
物
の
三
類
に
過
ぎ
ず
。
蹟
物
は
金
T仁
空
気
の
穂
稿
即
ち
無
機
物
な

り
。
動
植
物
は
共
に
有
機
物
に
属
す
、
各
機
関
あ
り
て
生
存
生
活
生
殖
生
活
を
篇
す
、
故
に
生
物
と
云
ふ
。
動
物
及
植
物

は
高
等
な
る
も
の
に
至
り
て
は
剣
然
た
る
如
く
な
れ
ど
も
、
其
の
原
始
に
遡
っ
て
見
れ
ば
其
の
差
別
排
じ
難
き
あ
り
。

動
植
物
は
其
元
一
つ
の
細
胞
な
る
、
水
中
に
一
個
の
球
形
小
粒
韓
あ
れ
ど
も
濁
立
の
生
活
を
潟
す
、
営
養
し
生
殖
す
。

此
物
は
原
形
質
と
い
ふ
。
濃
厚
な
る
液
瞳
の
如
き
物
質
、
外
に
薄
膜
あ
り
腫
の
一
部
に
球
睡
あ
り
。
動
物
と
植
物
と
匝

別
な
き
動
物
の
原
始
な
る
最
小
の
細
胞
に
あ
り
て
は
無
生
有
生
と
稿
し
難
き
あ
り
。

生
命
一
睡
と
は
、
原
始
の
最
下
等
の
動
物
よ
り
進
化
し
分
類
し
繁
殖
し
、
生
物
の
身
は
個
々
に
分
る
と
難
も
一
睡
よ

り
分
身
し
、
同
一
生
命
が
分
類
し
、
又
分
身
せ
ざ
れ
ば
繁
殖
せ
ず
。
分
類
し
繁
殖
す
る
は
競
争
し
進
化
せ
る
な
り
。
分

類
は
進
化
の
手
段
な
り
。
個
々
の
生
命
は
自
己
は
自
己
の
目
的
と
調
ひ
居
れ
ど
、
一
部
は
全
部
の
手
段
な
り
。
一
睡
が

競
争
進
化
の
た
め
に
数
多
に
分
類
し
た
る
故
各
個
睦
は
個
睦
と
し
て
の
責
任
を
な
す
べ
し
。

横
に
敷
多
に
分
類
す
る
は
競
争
に
よ
り
て
向
上
せ
ん
痛
な
り
。
竪
に
子
孫
に
遺
俸
す
る
は
代
々
時
間
的
に
進
化
せ
ん

痛
め
な
り
。
同
・
一
理
性
を
員
髄
と
す
る
生
命
、
進
化
の
手
段
た
る
個
人
は
、
向
上
に
努
力
し
て
義
務
を
壷
す
は
、
菅
に



個
人
の
矯
め
の
み
に
あ
ら
ず
、

一
大
生
命
の
潟
な
り
。
生
命
進
化
の
階
級
は
人
類
に
至
る
ま
で
甚
だ
多
し
。
原
始
単
細

胞
生
物
よ
り
複
細
胞
、
水
母
形
、
脊
椎
、
陸
棲
晴
乳
よ
り
人
に
至
る
ま
で
同
一
生
活
の
形
式
が
漸
々
に
進
化
し
て
人
類

と
な
る
。
生
物
生
命
の
因
果
的
相
績
は
同
一
理
性
の
則
に
基
け
る
な
り
。

生
物
生
命
が
進
化
の
階
級
あ
り
て
其
類
は
種
々
に
分
る
れ
ど
も
、
同
一
生
命
が
相
績
し
来
た
る
。
無
綾
最
有
核
と
な

れ
ば
生
命
は
核
に
あ
り
て
、
核
の
外
は
生
命
を
助
く
る
に
止
ま
り
、
分
殖
作
用
は
其
の
按
が
分
る
る
な
り
。
核
に
含
む

生
命
が
分
れ
て
二
つ
と
な
る
。
七
八
回
分
殖
す
る
時
に
は
生
命
稀
薄
と
な
り
、
生
物
が
雌
雄
の
別
あ
る
に
至
れ
ば
、
進

め
る
生
物
の
生
命
は
核
中
に
あ
り
雌
維
の
核
を
合
し
て
分
殖
す
。
而
し
て
生
命
は
按
中
に
あ
れ
ば
外
包
は
度
々
代
る
と

も
生
命
有
る
綾
は
一
系
連
綿
と
し
て
、
養
ふ
て
は
分
殖
し
、
千
寓
代
に
寓
億
歳
を
も
績
き
て
連
綿
し
て
生
命
一
。

横
に
人
類
は
一
睡
の
分
身
と
し
て
、
時
聞
に
空
間
に
全
世
界
と
通
じ
、
億
高
年
を
徹
し
て
同
一
の
生
命
に
し
て
同
一

の
閥
聯
た
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
同
一
理
智
は
生
物
生
命
の
理
に
も
顛
は
れ
し
を
知
る
。

理

性

卒等性智

人
の
性
格
記
憶
鶏
象
は
十
人
は
十
人
な
が
ら
同
じ
か
ら
ざ
れ
ど
、
理
性
に
至
り
で
は
百
千
人
理
系
に
よ
り
て
共
通
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吾
人
の
理
性
は
紐
劃
理
智
の
光
明
か
吾
人
に
交
徹
盛
通
し
て
個
人
の
理
性
と
大
理
性
と
の
関
係
未
だ
密
な
る
も
の
に

あ
ら
ず
。

一
大
理
性
は
一
意
識
不
識
に
か
与
は
ら
ず
、
一
切
の
人
類
を
貫
通
し
て
遣
す
な
し
。
人
類
の
み
な
ら
ん
や
、
宇
宙
全
睦

に
虚
徹
霊
通
せ
る
理
性
な
り
。

理
智
は
員
理
な
り
。
吾
人
は
紐
劃
理
智
に
つ
な
が
る
に
於
て
宇
宙
員
理
と
共
に
語
り
之
と
相
遁
ず
。

理
性
は
一
切
人
類
を
つ
く
し
、
空
間
を
輩
し
、
一
切
高
物
を
貫
き
、
時
聞
を
徹
し
、
永
恒
襲
る
こ
と
な
し
。
天
地
位

し
寓
物
秩
序
を
あ
や
ま
た
ず
、
天
則
あ
り
、
秩
序
あ
り
、
僚
理
あ
り
法
爾
の
理
あ
り
。
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理
智
は
心
霊
の
最
深
に
し
て
、
紐
劃
理
智
に
交
通
し
同
化
す
る
は
倫
理
の
極
致
。

吾
人
の
理
性
は
一
大
理
性
の
分
に
し
て
、
其
聞
に
は
喜
の
隔
つ
べ
き
な
し
。
吾
人
鯵
局
の
蹄
す
る
所
は
こ
の
一
大
員

理
に
掃
す
る
に
あ
り
。

此
の
理
性
に
つ
な
が
る
が
故
に
如
来
に
冥
合
す
る
事
を
得
。
十
方
三
世
の
諸
併
と
理
性
を
同
う
す
、一
切
の
衆
生
に

此
理
性
あ
れ
ば
な
り
。

卒
等
性
智



組
劃
不
識
大
精
神
。
無
遅
光
に
は
千
等
湛
然
と
し
て
大
海
の
如
く
、
如
来
の
魔
性
は
法
界
に
周
偏
し
て
平
等
費
性
な

る
も
世
界
性
じ
は
無
明
の
話
め
に
種
々
世
界
無
量
の
差
別
の
境
界
を
顧
は
す
。

十
界
の
依
正
宛
然
と
し
て
顧
現
す
。
是
暫
く
現
ず
鏡
中
の
影
像
の
み

Q

信
論
に
三
界
は
虚
偽
唯
心
の
所
作
、
心
を
離

れ
て
は
則
ち
六
塵
の
一
境
界
な
し
。
一
切
の
法
は
皆
心
よ
り
起
り
妄
念
よ
り
生
ず
。
一
切
の
分
別
即
ち
自
心
を
分
別
す
。

心
心
を
見
ず
、
相
の
得
ぺ
き
な
し
。
一
切
世
間
の
境
界
は
衆
生
無
明
妄
心
に
依
っ
て
住
持
す
。
一
切
の
法
は
鏡
中
の
像

の
睡
の
得
ぺ
き
な
き
が
如
し
。
唯
心
の
虚
妄
、
心
生
ず
れ
ば
種
々
の
法
生
じ
、
心
滅
す
れ
ば
種
々
の
法
滅
す
る
を
以
て

の
故
に
。

費
の
義
と
は
、
謂
は
く
心
睦
念
を
離
れ
、
離
念
の
相
は
虚
空
界
に
等
し
く
偏
せ
ざ
る
慮
な
く
、
法
界
一
相
、
副
是
如

来
の
卒
等
法
身
、
此
法
身
に
依
て
説
い
て
本
魔
と
名
づ
く
。
何
を
以
て
の
故
に
。
本
質
の
義
と
は
始
畳
の
義
に
劃
し
て
ー

読
く
。
始
費
は
即
ち
本
質
に
同
じ
き
を
以
て
。
乃
至
不
完
の
故
に
諸
の
種
々
差
別
の
相
を
見
る
。
一
切
衆
生
を
費
と
名

づ
け
ざ
る
は
本
よ
り
来
、
念
々
相
績
し
て
未
だ
曾
て
念
を
離
れ
ず
、
放
に
無
明
と
名
づ
く
。
若
し
無
念
を
得
れ
ば
而
も

賓
に
始
畳
の
異
あ
る
こ
と
な
し
。
四
相
倶
時
に
し
て
而
も
有
り
。
皆
自
立
な
し
。
本
来
卒
等
に
し
て
同
一
費
な
る
を
以

て
の
故
に
。

卒等性智

如
来
の
紹
劃
精
一
紳
は
無
意
識
に
し
て
性
智
周
編
せ
ざ
る
屍
な
き
、
十
界
差
別
の
境
界
は
悉
く
世
界
的
心
理
よ
り
種
々
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の
種
類
を
現
ず
れ
ど
も
、
卒
等
の
性
智
の
大
海
に
無
明
の
風
よ
り
動
ず
る
波
の
如
し
。
風
と
波
と
は
賞
韓
あ
る
に
非

ず
。
風
や
む
と
き
は
波
止
み
て
湛
然
た
る
平
等
性
智
願
現
す
ベ
し
。

我
ら
自
己
の
根
底
も
こ
の
世
界
の
根
底
も
、
み
な
如
来
性
智
の
海
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
自
己
の
根
底
に
我
な
く
紐
劃

理
性
の
光
の
み
な
る
を
知
ら
ん
。
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如
何
に
せ
ば
我
等
及
び
人
類
も
此
世
界
も
悉
く
調
陀
の
本
智
海
の
浪
た
る
を
謹
明
す
べ
き
。

先
日
に
如
来
妙
観
察
智
に
よ
り
て
人
格
精
紳
の
根
底
は
如
来
の
深
き
信
仰
の
中
に
恩
寵
と
機
能
致
一
に
開
示
せ
ら
れ

た
り
。
各
自
己
一
意
識
が
之
を
鐙
明
せ
ば
個
人
の
一
意
識
は
他
人
と
同
じ
く
贋
く
は
一
切
衆
生
と
同
一
の
併
性
。
認
識
観
念

に
は
世
界
も
同
じ
く
紹
封
な
る
紳
の
中
な
り
。
然
れ
ば
精
神
の
内
界
も
外
界
も
表
面
よ
り
見
れ
ば
大
に
異
る
も
、
其
根

底
に
至
つ
て
は
同
一
卒
等
性
に
し
て
差
別
な
き
こ
と
は
、
観
念
と
悌
知
見
と
に
て
自
ら
誼
明
す
る
慮
な
ら
ず
や
。

然
れ
ば
世
界
も
観
念
的
に
し
て
未
だ
一
意
識
な
く
も
、
心
理
一
意
識
と
は
其
本
質
に
於
て
は
同
一
性
な
り
と
い
へ
ど
も
、

現
象
に
は
異
な
り
、
一
は
観
念
に
し
て
一
は
意
識
賞
現
な
れ
ば
な
り
。

本
性
は
卒
等
な
れ
ど
も
、
現
界
差
別
界
と
は
一
に
非
ず
、
異
に
非
ず
。
信
論
に
費
と
不
費
と
二
種
相
あ
り
。
同
相
と

異
相
。

同
相
と
は
警
へ
ば
種
々
瓦
器
皆
同
じ
く
微
塵
性
相
な
る
如
く
、
無
漏
と
無
明
と
の
種
々
の
業
(
幻
)
相
皆
同
じ
く
債



如
の
性
相
な
り
。
色
相
は
唯
随
染
業
幻
の
所
作
な
り
。
是
智
性
其
も
の
に
は
非
ず
。
異
相
と
は
種
々
の
瓦
器
各
々
不
同

な
る
如
く
無
漏
と
無
明
随
染
幻
の
差
別
性
差
別
の
故
に
。

衆
生
の
本
睡
も
世
界
の
根
底
に
は
同
一
性
に
し
て
萌
陀
の
身
中
。

此
卒
等
性
智
の
光
明
に
よ
り
て
吾
等
が
賓
際
の
根
底
は
主
我
に
非
ず
。

一
切
の
位
界
も
其
根
底
に
至
つ
て
は
、
同
じ

く
紐
封
な
る
輔
陀
の
自
中
存
在
な
る
こ
と
を
願
照
し
た
ま
ふ
。
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